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本稿は､ 2007年３月22日から28日までの間､ ホー

ムレスの状況や対策の調査のため滞在したニューヨー

ク市 (以下NYC) で訪問した施設､ 役所などでの

インタビュー内容の報告である｡ 対応者の説明を中

心に､ 写真と共にまとめている｡ 家族のホームレス

が記録的に増加している中､ 成人単身者のホームレ

スの数は減少している｡ 特にNYCはシェルター法

でシェルターに入る権利が無条件で認められている

全米唯一の都市であり､ ホームレス問題も様々な状

況の中で集中している｡

訪問した施設は；１. NPOコモン・グラウンド

(Common Ground: http://www.commonground.

org) が運営するサポーティブ・ハウジング (支援

サービス付き住宅) で､ マンハッタンの真ん中にあ

る"The Times Square" ２. プロジェクト・リニュー

アル(Project Renewal:http://www.projectrenewal.

org) が運営し､ プログラムを提供しているバワリー

地区 (Bowery District) の薬物依存患者ホームレ

スのためのシェルターである"Kenton Hall" ３.

コモン・グラウンドが運営する､ ｢フォイヤー｣

("Foyer") と呼ばれる若者向けプログラムも展開し

ている､ サポーティブ・ハウジングの"The Christopher"

４. NYCの "Department for Homeless Service"

(以下DHS) ５. ホームレス予防活動団体､

"HomeBase"事務所である｡

コモン・グラウンドは､ 家のない人たちに家を与

えることを使命とするNPOだが､ 1990年に他に先

駆けてサポーティブ・ハウジングの概念を導入した｡

ホームレスにサポーティブ・ハウジングやプログラム

を提供しているNPOに対し､ 資金援助や資金貸し

出しを中心とした運営協力をする組織である全国展

開のNPO団体CSH (Corporation for Supportive

Housing：http://www.csh.org) は1991年に企業

からの基金で設立され､ ニューヨーク事務所はロウ

アーマンハッタン､ バッテリー公園近くのビルの17

階にある｡ この団体が説明するサポーティブ・ハウ

ジングとは以下のような住宅である；１. ホームレ

スの (またはその危機に直面している) 個人・家族

が永続的に住むための低家賃住宅｡ ２. 住人の必要

に応じて､ 地域で住み続けるための支援の提供｡ 例

えば低 (無) 収入者､ 精神に障害のある者､ 薬物依

存者､ 身体に障害のある者､ 自立できない若年者等

に対する様々なプログラムを展開する｡ ３. 家賃は

収入の30％以内が理想だが､ それが難しい場合でも
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収入の50％を超えない｡ ４. 賃貸契約を結ぶ｡ ５.

運営は企画NPO､ 施設管理団体､ サービス提供団

体など複数の団体が共同で行う｡ ６. 支援は施設内

または地域内で行われる｡

サポーティブ・ハウジングは各訪問先で､ それぞ

れの施設の特徴や支援内容が説明されるが､ 近年そ

の経済性と成年単身者ホームレス人口減少への寄与､

プログラムの実効性が高く評価されている｡ コミュ

ニティと一体化した住宅として､ ホームレス人口の

住宅定着の可能性を高めているとされている｡

プロジェクト・リニューアルは､ 1967年バワリー

地区でアルコール依存のホームレスに対するプログ

ラムを提供したことが出発点だが､ シェルターに住

むアルコール依存者の治療に関する有効なプログラ

ム提供に成功したことで知られている｡ Kenton

Hallは薬物依存者向けのシェルターである｡

最初に訪ねたのは､ 問題の多かったマンハッタン

の中心地にある福祉ホテル1 The Times Square

Hotelが改修され､ サポーティブ・ハウジングとし

て再生されたThe Times Square2 である｡

ⅠⅠ. 2007年３月22日 The Times Square (以下TS)

Ted Houghton氏は サポーティブ・ハウジング・

ネットワーク (Supportive Housing Network of

New York：http://www.shnny.org) のExecutive

Directorである｡ 括弧内は訪問者の質問である｡

Houghton：ニューヨーク州 (以下NYS) に34,000

室 (戸)､ NYCには23,000室 (戸) のサポーティブ・

ハウジングがあります｡ TSは典型的なサポーティ

ブ・ハウジングではありません｡ 1990年代初頭､ マ

ンハッタンには管理が不十分で改修の必要なホテル

が数多くあったので､ それらを政府が買い上げ､ N

POがそれらを譲り受け､ サポーティブ・ハウジン

グへと転換していきました｡ その後､ 周辺地域の地

価が上がり､ TSは改修に1,800万ドルかかったが､

今は土地だけでも4,300万ドルの価値があります｡

マンハッタンは地価が上昇しすぎ､ サポーティブ・

ハウジングは､ 今は､ ブルックリンやブロンクスな

どに建てられています｡ それもほとんどがビルを新

築しています｡ 25から30室しかないところもあるが､

それでは採算が取れないので､ 新しいサポーティブ・

ハウジングは100から200室にしています｡

ここに住む人たちは一様ではなく､ 約30％は精神

に障害のあるホームレス､ そして約30％が障害のな

いホームレス､ 残りの40％が周辺地区から低所得者

向け住宅を求めてやってくる人たちです｡ TSは地

域柄人気が高く､ サービスや援助を必要としない俳

優や歌手等も多く住んでいます｡ ここは特別です｡

入居には優先順位があり､ 第１は路上生活者､ 第２

はシェルターにいるホームレスです｡

現在NYCには路上生活者が4,000人､ シェルター

に住む人は 7～8,000人だが､ いずれも成人単身者

です｡ ところが､ 家族でシェルターに住んでいる人

の数は約35,000人で､ これまでの最高を記録してい

ます｡ このようなサポーティブ・ハウジングも増え､

成人単身者のホームレスは減少しているが､ 家族の

ホームレスは増加しているのです｡

(家族のホームレスが増加している理由は｡)

貧困です｡ かつてアメリカでは下層､ 中層､ 上層

の階層があったが､ 今は中流が非常に少なく､ 極貧

か大金持ちかの両極に分かれてしまっています｡ マ

ンハッタンはほとんどが富裕層で､ その他はこのよ

うな場所に住む貧困層です｡ 私も13年間マンハッタ

ンに住んでいたが､ 今はブルックリンに住んでいま

す｡ ブルックリンが今住みやすくなっているのは､

中流階層が多く移り住んでいるからです｡

(ホームレス家族はほとんど母親と子供の家庭だが､

結婚をしていればもっと安定した生活がおくれるの
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だろうか｡)

家族向けのシェルターでは､ 85％が片親家族で､

両親がそろっているのは15％にすぎません｡ 問題は

住宅価格の高騰で､ ここ４年間が特に著しい｡ 私は

1998年に＄200,000でアパート (日本でいうマンショ

ン) を買ったが､ それが９年間で＄1,000,000にな

りました｡ NYCでは､ ４人に１人が収入の半分以

上を家賃に充てています｡ およそ2,500,000人が貧

困層なのに､ シェルター人口がたった30,000人とい

うのは驚きです｡

(連邦政府の公的家賃補助であるセクション８ [エ

イト] (Section 8)3 がしっかり機能していればホー

ムレスにならないのではないか｡ NYCの家賃補助

であるハウジングスタビリティプラス [Housing

Stability Plus：以下HSP] はどうか｡)

セクション８は不足しています｡ ホームレス家族

の85％は､ 家賃補助を受ければシェルターを出られ､

生活を維持できるという調査結果もあるが､ 問題は

政府が家賃補助予算を削減し続けていることで､ 今

は1970年代のおよそ10分の１の予算になっています｡

全国でこの家賃補助を現在3,000人が給付されてい

るが､ 280,000人が受給待機者リストにのっている

状況です｡ セクション８はホームレスになってシェ

ルターに入った人が対象であるため､ 順番待ちの

280,000人の人たちはきっと補助を受ける可能性は

ないでしょう｡ 一方で家賃補助を受けるためにシェ

ルターに入ったという人も大勢います｡

HSPはセクション８ほど良いものではないので

ホームレスの人々にとって魅力がありません｡ HSP

はNYC独自のもので､ 市の姿勢としては良いのだ

が､ ５年間に限られた制度であり､ 受給者は仕事に

就き収入を増やすことを前提に､ 毎年支給額が25％

ずつ減額されます｡ だが25％の昇給はあり得ないし､

ますます不安定な状況になり､ ますます多くの人が

住宅の立ち退きを迫られます｡ 今この制度の不備が

指摘され､ 再検討されているところです｡ HSPの

もう一つの欠点は､ 生活保護を受けていることが受

給資格であることです｡ 仕事に就き､ 昇給すれば生

活保護の受給は切られ､ 家賃補助も切られます｡ し

かし家賃を払い続けるに十分な収入はなく､ またホー

ムレスに逆戻りです｡ 実際シェルター住まいの４人

に１人が働いているが､ 家賃を支払えないでいるの

です｡

(どのようにして人々はシェルターに行き着くのか｡)

シェルターにやってくる人たちの約半分は低所得

だが､ まだ家を失ってはいない｡ 残りの半分はホー

ムレスです｡ NYCのホームレス支援対策課である

DHSがホームレスとなった人たちをシェルターに

紹介します｡ 各シェルターで面接をし､ 引き受ける

かどうかを決めるシステムだったが､ DHSが入所

を決める制度に変えようとしています｡ DHSはで

きるだけ多くの人をシェルターに収容したいが､ シェ

ルターでは､ 例えば精神障害や薬物依存､ アルコー

ル依存の人たち等､ 常に注意が必要な人たちを一定

人数に抑えないと､ 他の住人達の生活が妨害される

おそれが出てくるので大きな問題です｡

(サポーティブ・ハウジングと一般の住宅との違い

は何か｡)

サポーティブ・ハウジングは､ サービス付き住宅

です｡ やはり賃貸契約を結ぶが､ サービスを受ける

かどうかは選択できます｡ 移行住宅 (transitional

housing) と呼ばれる住宅は､ 積極的支援活動

(outreach) を行い出会った路上生活者をひとまず

収容する施設で､ シェルターもその一つです｡ シェ

ルターには､ 査定のためのシェルター (assessment

shelter) もあり､ そこでは､ どのシェルターが適

切かを判断し､ それぞれに適したシェルターを割り

当てます｡

(サポーティブ・ハウジングに対する予算が減らさ
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れていると聞いたが｡)

いや､ そんなことはありません｡ サポーティブ・

ハウジングは入居するとセクション８も付いてきま

す｡ 住宅建築資金として､ 一室＄90,000が支払われ

ます｡ このTSは､ 当時一室＄80,000の改修費がか

かったが､ 今同じことをすると＄220,000かかりま

す｡ これらの費用が､ 連邦､ 州そして市から入るが､

一番高いサポーティブ・ハウジングで年間にして１

室あたり＄25,000､ 一番安いところで＄10,000の経

費がかかっています｡ しかし､ シェルターは年間＄

25,000－＄35,000かかり､ 刑務所は＄50,000､ 精神

病棟は＄200,000がかかるので､ 政府はサポーティ

ブ・ハウジングの低い費用に気付き支援しようとし

ています｡ NYCに現在23,000室あるが十分ではな

く､ これからの10年間に14,000室の増室を予定して

いるが､ それでも十分だとは言えないでしょう｡

(低所得者向け住宅の不足が問題だろう｡)

ホームレス家族のシェルター人口は増加している

が､ 成人単身者ホームレスや精神に障害を持つ､ ま

たは薬物依存などの成人単身者ホームレスについて

は､ サポーティブ・ハウジングの供給で､ その数を

減少させてきました｡ 家族に対してはどうしたらよ

いのかわかりません｡

(ある本で､ 家族がサポーティブ・ハウジングに入

居できにくいのだから､ シェルターを彼らの住宅と

したらよいのではないか､ という論を読んだが｡)

シェルターから家族を出したくても､ セクション

８を手に入れるためにシェルターに引きつけられま

す｡ 家族はシェルターから出るより速い速度でシェ

ルターに入ってきます｡ そうするとシェルター人口

が増え続けるので､ 政府も民間も色々知恵を出し合っ

ています｡ 私もその著者の意見に賛成する部分もあ

ります｡ 彼らが提供するシェルターはすばらしい｡

サポーティブ・ハウジングより素敵だったりします｡

そこに住み始めるとその地域との関わりもでき､ 仲

間もできて住みやすくなるから､ シェルターから出

たくなくなってしまうのももっともです｡ 彼はそれ

を仕事にしていますからね｡

私たちのウェブサイトも見てください｡

(ありがとうございました｡)

ⅡⅡ. 2007年３月23日 Kenton Hall (以下KH)

この日は午前中､ サポーティブ・ハウジング支援

団体 (Corporation for Supportive Housing：CSH)

を訪問し､ そこからKenton Hall4 を紹介される｡

案内をしてくれたのは､ プロジェクト・リニューア

ルの対外関係ディレクターであるAndrea Harnett-

Robinsonさんである｡

Harnett-Robinson：私たちが今日訪問しているの

はケントン・ホールという名のシェルターです｡

KHは100名収容できるシェルターで､ NYCで唯一､

ホームレスでかつヘロイン依存症のメタドン治療を

している人たちのための施設です｡ ここの責任者は

ゴンザレスさんで､ これから日課の､ 日々の出来事

を検討する会議が行われますので､ そこに参加しま

しょう｡ この会議には精神科医､ ハウジングの調整

担当者､ ケースワーカーも参加しています｡ これは､

皆がこの施設内で何が起こっているかを知り､ その
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対応を検討するための会議です｡

{所長のゴンザレスさんが､ その日の事例を説明｡

その日の最初の事例は､ ルールに従わず､ 消灯の

夜10時になっても自分のベッドに戻らない人物で､

彼はもう既にルール違反で謹慎中です｡ ルール違

反は７－10日の謹慎となりますが､ あと何日謹慎

を延長するかの話し合いでした｡ 結局､ ７日間の

謹慎延長ということになりました｡}

この施設はユニークで､ 収容者は治療を受けてい

ますが､ 厳しい規則もあり､ 従わない時は､ 罰とし

てその人が必要なものを取り上げます｡ しかし､ サー

ビスは提供し続けます｡

{二人目の事例：彼は他の収容者に暴力をふるいま

す｡ 暴力をふるった相手の近くにいないほうが良

いので､ 彼は通りの角にあるもう一つの施設へ移

そうという話し合いになる｡}

ここの他に､ 角を曲がったところにもう一つ施設

があります｡ そこも何らかの依存症を持つ人用です

が､ メタドン治療をしているとは限りません｡ です

から､ ヘロイン依存者がこの施設にいられるのは､

一つの特典です｡ メタドン治療が受けられるのです

から｡ しかしルール違反をすると､ ここにはいられ

ません｡ 彼は一人に暴力をふるい､ 興奮してまた別

の人にも暴力をふるいました｡ 警察もきましたが､

彼はめまいがすると言って､ 自分で救急車を呼び､

今は病院です｡

(ここに収容される人たちはどのようにしてここに

来るのですか｡ アウトリーチの結果でしょうか､ そ

れとも自分でくるのですか｡)

プロジェクトの中で､ アウトリーチもします｡ し

かし､ ここの人たちは紹介されて来ます｡ 大きなシェ

ルター制度の中で､ 紹介をされます｡ 紹介されるた

めにはホームレスでなければいけません｡ ここの人

たちはほとんどがアセスメントシェルターで判断さ

れ､ ここに送られてきます｡

{ゴンザレス氏の説明では､ KHは最大級のシェル

ターの一つで､ ３つの階を宿泊にあてており､ 看

護士､ 精神科医､ 週７日勤務のケース・マネージャー

たちもいる｡ 住宅担当もいて､ 彼の仕事はここの

人達に､ 住宅を提供することである｡ 治療ができ

る１人部屋 (Single Room Occupancy) もあり､

長期治療者対象である｡ KHでは､ 12％の人が仕

事を持っている｡ この施設にいるということは､

ホームレスだということでもあり､ 就職は難しい｡

治療薬物 (メタドン) に依存しているので､ 不安

定な状態だ｡ ここの治療を終えると､ 皆もっと安

定し､ 仕事にも就けるようになる｡ 就業率はずい

ぶん上がる｡ KHで治療を受けていて､ 仕事に就

けない期間の金銭的援助は､ 公的援助で､ 人材管

理局が対応している｡ また13％は障害者向け福祉

金を受けている｡ 職業訓練などの､ 次の段階への

準備プログラムもここにはある｡}

様々なホームレスの人たちに対応していて複雑な

点は､ ヘロイン依存の人もいれば､ 精神に障害を持

つ人､ エイズなどの治らない病気の人もいることで

す｡ KHではメタドンを出せません｡ メタドン管理

局へ行かないといけないので､ 不便です｡

{ゴンザレスさんの話：この施設から､ 地域へと戻っ
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ていったり､ 戻るためのプログラムに参加したり

する｡ また､ 一時的に滞在できる住宅を手配する

こともできる｡ 通りの角に25部屋のアパートがあ

り､ ６ヶ月から９ヶ月の間そこに住める｡}

重要なことは､ ここでの治療に成功すれば､ 地域

での生活に戻りますし､ 私たちもサポートを続ける

という点です｡ 何か難しいことになった場合はここ

に来て､ 精神科医や､ ケース・マネージャーと相談

もできます｡

{精神科医の話：メタドン治療を受けるためには､

メタドンを手に入れるためにメタドン管理センター

へ出向かなければいけない点を再度指摘｡ 不便で

もあるし､ そこに出かけるということは､ 依存症

であることを外に示し､ それに付随して患者が感

じる恥辱感など､ 否定的な要素が多い｡}

(必ずしもKHでの治療が肯定的側面だけではない

ことを指摘しようとしたのだろうか｡ この後､ 中を

見せていただいた｡)

ⅢⅢ. 2007年３月26日 TheChristopher&TheChelsea

Foyer

最初に成人単身者向けサポーティブ・ハウジング

のThe Christopherの中を見学し､ 次にFoyer

Programの説明を聞いた｡

1904年に建築されたビル5 をコモン・グラウンド

が2000年10月に購入し､ 改修して､ 2004年に､ 低所

得またはホームレス経験のある成人単身者向けサポー

ティブ・ハウジングThe Christopher (207室) と

してオープンした｡ The Christopherは18才から24

才までの若者に住居を提供し就職に向けての訓練も

できるプログラム (The Chelsea Foyer ) も

併設している｡ The Christopherは､ 2005年に

"Charles L. Edson Affordable Housing Tax

Credit Excellence" 受 賞 ､ 2007 年 に は "2007

Supportive Housing Network Residence of the

Year" を受賞している｡

チェルシー・フォイヤーのプログラムディレクター

であるBrenda A. Tullyさんが会議出席直前の時

間を割いてくださった｡

Brenda：フォイヤープログラムは住まいを必要と

する18才から24才までの若者向けの施設です｡ 入居

者は里親制度 (フォスターケア制度) の年齢制限を

超えたホームレスの若者､ またはホームレスの若者

で､ 将来の目標を持ちそれを追求するために教育を

受けたり､ 仕事をしたり､ 提供されるプログラムに

参加する意志のある人達です｡ 彼らは７ページにも

及ぶ申込書を書き入れなければなりませんが､ 記入

を手伝うことが私たちの最初の仕事です｡ そうする

ことで彼らの意欲を知ることができますし､ 彼らの

現状や過去に関する情報も得られます｡ 質問も受け

ます｡

申し込みには履歴書､ プログラム参加希望理由書

の他､ 親族や友人以外の､ 教師､ 牧師､ カウンセラー､

ソーシャルワーカーなどからの推薦書２通も必要で

す｡ 全ての書類が揃った段階でもう一度内容を検討

し､ 私たちのプログラムと応募者のニーズがあって

いると判断できたら面接へと進みます｡ 第１回の面

接は30分程度で､ どんな若者かを見るだけでなく､
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彼らが望んでいることと私たちが提供できることが

マッチするかを確認します｡ そして１回目の面接で､

応募者がなお確実にプログラムにマッチし遂行でき

ると確信できれば第２回目の面接へと進み､ 入居の

手続きをします｡

私たちのプログラムは誰にでも合うように作られ

ているわけではありません｡ 例えば精神に障害のあ

る人たちには計画的なプログラムが必要になります｡

精神科医や心理療法士なども必要になります｡ フォ

イヤーはヨーロッパで始まった若者向けプログラム

で､ UKでは既に130ものフォイヤーがあり､ 10,000

人にサービスを提供していますが､ アメリカでは私

たちのこのチェルシー・フォイヤーが初めてです｡

ここは将来の目的があり､ その目的達成のための精

神力もあり､ 少しの支えがあれば前進できる若者向

けです｡ そのような若者達が集まることで､ 互いに

教えあい､ 励まし合うようになり､ 共に将来に向かっ

て協力し合えるコミュニティが出来上がります｡ こ

の点が私たちのプログラムの重要な要素になります｡

(チェルシー・フォイヤーのシステムを教えてくだ

さい｡ イギリスのフォイヤーと同じですか｡)

入居した若者は最長２年間ここにいることができ

ます｡ 今のところ平均滞在期間は20ヶ月です｡ UK

のフォイヤーは16時間ルールがあることが､ 私たち

のフォイヤーとの大きな違いです｡ 若者は､ UKで

は､ 週16時間しか働けません｡ その代わりに家賃補

助を受けています｡ イギリスには住居権があり､ 政

府は住まいを確保できない人たちには補助をしなけ

ればいけません｡ アメリカでは住まいは国民の権利

ではないのです｡ 若者は､ ここでは､ 仕事をし､ そ

して同時に学校へも行きます｡ その点が大きな違い

ですね｡

(アメリカにもセクション８という､ 家賃補助プロ

グラムがありますが､ それとは違いますか｡ フォイ

ヤーの若者はWEPプログラム6 には参加していませ

んか｡)

ここに住む若者達は公的補助を受けられません｡

というのも､ 彼らは皆働いていますから｡ 私たちの

ゴールは､ 若者が福祉に頼らなくても暮らしていけ

るようにすることです｡ アメリカの公的補助 (TA

NF)7 は生涯で５年間という期限付きです｡ 18､ 19

才の若者がそれを使ってしまうのはとても危険です｡

TANFは一方でWEPへの参加を促しています｡ こ

この若者達は学校へ通っているので､ そのようなプ

ログラムへの参加もできません｡ 例えば年収＄14,0

00あると公的補助は受けられません｡ しかし､ その

年収ではNYCで暮らしていけません｡ システムそ

のものが不十分なのです｡

(UKでは若者のホームレスの増加が著しいのです

が､ アメリカでは家族のホームレスが増加していま

す｡ 時期的にはGiuliani､ Bloomberg市長の頃から

ですが､ 何故だとおもいますか｡ それと､ HSPは

どうですか｡)

はっきりしたことは分かりませんが､ 一ついえる

ことは家賃補助予算が大幅に削減されたことです｡

以前は仕事についていても､ 収入が一定以下であれ
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ば､ すなわちワーキングプアは､ セクション８とい

う家賃補助を受けられました｡ 収入の35％を本人が

支払い､ 残りを補助するものです｡ しかしここしば

らく新しい申し込みを受け付けていません｡ HSP

はさらにひどい制度です｡ (Ⅰ.のHoughton氏と同

じ内容の説明があり) HSPは最初から､ 失敗する

ようにできているのです｡ 誰が考えついたかは知り

ませんが､ 機能さえしません｡

(HSPを利用している若者はフォイヤーにいます

か｡)

いません｡ 彼らは毎月の収入の35％をプログラム

参加料として支払っています｡ それは家賃ではなく､

彼らの貯金通帳に入れられます｡ そして彼らがこの

施設を出る時､ そのお金は彼らの元に戻り､ 蓄えら

れたお金でアパートの保証金を払ったりもできるの

です｡ この参加料の支払いは､ 彼らが毎月の収入に

家賃予算を計上し､ 支払いをする､ という練習にも

なります｡ フォイヤープログラムの目標は､ 滞在中

にお金を貯金し生活力を伸ばすこと､ そして職業訓

練や教育を受け､ 同時に労働体験もし､ 施設を出る

ときは､ より高い収入への職業適応力を身につけて

いる状態に若者を成長させることです｡ 経済的に自

立し､ 労働市場での価値を高めること､ これらが若

者の自立への道です｡ WEPは若者のニーズに合っ

ていません｡ 個人的意見ですが､ 誰のニーズにも合っ

ていません｡

(約２年間の教育や訓練では､ 専門化している労働

市場では通用しないのではないか｡ そして彼らはこ

こを出て､ 結局はワーキングプアになる恐れはない

か｡)

今までに50人の若者がこのプログラムから出て行

きましたが､ 彼らのうちおよそ77％が上手くやって

います｡ すなわち､ 最低限､ 収入と安定した住まい

を持っているということです｡ ここを出てから１年

後のフォロウアップ調査をしています｡ １年間安定

した生活ができるかどうかは､ このプログラムがしっ

かり機能したかどうかの基準にもなりますので｡ し

かし今のところまだこの調査の対象となる人が20人

ほどしかいません (2007年３月時点)｡ 現時点では

彼らは上手くやっています｡ 今年の年末にはこの数

が60人ほどになりますから､ もっと情報が集まりま

す｡

私たちはアフタケア・サービスもしています｡ こ

こを出た人たちに一ヶ月に２回ほど電話をします｡

必要な時には､ 彼らからも連絡があります｡ ここを

訪ねて来て､ 職員に直接相談することもあります｡

私たちは様々な情報を提供して､ できる限りサポー

トをします｡ 今はこのサービスは１年間ですが､ そ

の後も連絡してくることはできます｡

ここのスタッフは週７日間､ 24時間常駐していま

す｡ 二つのカテゴリーでの仕事があり､ 一つはカウ

ンセリング､ 一つは安全管理です｡ 建物の安全を守

るために､ 彼らは夜の見回りをし､ 訪問者は記帳を

してロビーで会っているかを確かめます｡ 提供して

いるワークショップは20～25ほどで､ 全員が少なく

とも４つのワークショップに参加しなければいけま

せん｡ 自分の必要に応じて選べます｡ 幅広いトピッ

クを提供しています｡ 一番重要な分野はお金の管理
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と就業能力開発ですが､ 他にも文化活動講座､ 健康

関連講座､ 家事・料理講座などがあり､ 地域社会で

の生活に必要なことを学びます｡

私たちは職場開拓もします｡ 地域に出ていって､

経営者と会い､ 彼らがどんな人材を捜しているか､

そして労働市場がどのような人たちを必要としてい

るかなどに関する情報を集めます｡ そして若者達の

関心や希望を聞いて､ 地域の求人と彼らをマッチン

グさせます｡ 他に教育庁との連携で､ 高校卒業講座

もありますし､ 地域活動プログラムもあります｡ 午

後､ ソーシャルワークやアフタケアの責任者が来ま

すので､ 彼からも話を聞いてください｡ (午後のイ

ンタビューは本報告書では省略する｡)

ⅣⅣ. 2007年３月27日 NYCDepartment of Homeless

Services (DHS)

ニューヨーク市の公の建物であるためか､ 入館が

厳しく､ 厳重な安全管理でパスポートのチェックも

あった｡ そして､ 名札を服に貼って次の扉の中へと

入っていった｡ 対応してくれたのはBill Distefano

氏で､ DHSの政策策定､ 政策開発および助成金計

画・方針作成などの担当責任者である｡ 挨拶の後､

まず､ ヨーロッパなどと比較して家族のホームレス

の割合が大きい点､ また彼らがシェルターに長期に

滞在している状況について尋ねる｡

Distefano：成人単身者ホームレスは路上でのアウ

トリーチで出会うが､ ホームレス家族の場合路上で

生活している人たちはほとんどいません｡ 彼らは家

族や友人の家に同居させてもらうが､ そのような同

居生活が受け入れ側の限界に達したとき､ 出て行く

ようにいわれる｡ ホームレス家族はその多くが片親､

それも母親だけの家族で､ 子供は２､ ３人が平均で

す｡ 高校教育も終了していない場合が多く就職が無

い､ 加えて子供の面倒を見てもらえる人もいない状

態の人たちがほとんどで､ 最終的にシェルターに来

ることになる｡

シェルターに来た家族に対して､ まず尋ねること

は前の晩どこで寝たかです｡ 本当にシェルターしか

行き場が無いのか､ 何か私たちにできることが無い

のかを探るためです｡ 例えば食料引換券を多くする

など､ 私たちが調停に入ることで解決する場合もあ

ります｡ 他に方法がないと､ シェルターに入ります｡

市の家族向けシェルターは地域で提供されているサー

ビスと連携を保ち､ 家族ができる限り早く地域に戻

ることができやすくしています｡ 近年特に力を注い

でいるのは予防措置で､ そのプログラムの構築のた

めに予算を使っています｡ シェルターへやってくる

家族は主にどの地域からかを調査し､ 重点予防地域

を特定し､ そこに専門家チームを置き､ 立ち退きに

直面している家族に対して援助をします｡ そのよう

な介入により､ 家族がシェルターにやってくること

を防ぐのです｡

(そのような予防策がとられている地域はどこです

か｡ そこに事務所はありますか｡) [NYCの地図を

広げる]

今思い出そうとしていますが､ マンハッタンに一

つ､ ブロンクスに一つ､ そしてブルックリンのこの

地域に一つ…｡ 私たちがパートナーを組むのはNPO

です｡ ｢外注する｣ わけですが､ Salvation Army

やVolunteers of AmericaなどのNPO組織と契約

を結びます｡ 彼らがその地域でアウトリーチを行い

ます｡ この試験的プログラムをホームベース ("Home-

Base Prevention Program") と呼びます｡ アウト

リーチを行い､ 立ち退きに直面している家族を特定

し､ そこに介入しホームレスになるのを防ぎます｡

地域のNPOに外注する理由の一つは､ 彼らが地域

に密着していて､ 地域の情報を持っていますし､ 他

のプログラムとのつながりも持っているからです｡

(その事務所に行ってみることはできますか｡)

ええ､ できますよ｡ 事務所のリストを差し上げま

す｡ 現在このホームベースが上手く機能しています

から､ その範囲を広げようとしています｡ 郵便番号

により地域を選んでいますので､ たまたまその地域

に住んでいればサービスが受けられます｡ ユニーク

な点は､ 契約したNPOに必要に応じて使える自由

裁量経費を与えていることです｡ 例えばある家族が

失業して一､ 二ヶ月ほど収入が無く､ しかし､ 再就

職ができたなどという場合､ その数ヶ月間の家賃さ

え払うことができれば彼らは立ち退きを逃れられま

す｡ そんな時､ NPOは適切な援助をします｡ 彼ら
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はまた家族に地域で提供されているサービス､ 例え

ば保育､ メンタルヘルス､ 薬物乱用などに関するサー

ビスを必要に応じて利用するように促します｡

もう一つ計画していることはアフタケアです｡ シェ

ルターから出た後同じホームベースとつながりを持

つことで､ その家族が住宅を維持する手助けができ

ます｡ そして彼らがまたホームレスになるのを防ぐ

のです｡ 今一番重点を置いているのは予防なのです｡

今､ もう一つのプログラムを実施しています｡ 家賃

補助のプログラムです｡

(HSPですか｡)

ええそうです｡ ２年ほど前からの (2004年12月に

議会で承認される) 試験的プログラムです｡ 連邦政

府のセクション８はもうありません｡ 私たちは別の

家賃補助制度をNYSに諮り､ その結果できたもの

がHSPです｡ (Ⅰと同じ内容の説明) しかし､ この

制度は見直しが必要だということで新しい体制で検

討中です｡ まだプラン作成段階ですがいろいろなオ

プションを考えているでしょう｡ HSPは実施する

ことで多くのことを私たちに教えてくれました｡

(家族用シェルターは､ NYCにはいくつくらいあ

りますか｡ またそれらのシェルターの管理運営は

NPOに頼んでいますか｡ また予算はNYCから出て

いますか｡)

管理は私たちがしますが､ 運営はNPOに任せて

います｡ 予算は少し複雑です｡ 家族用シェルターの

場合､ 費用の半分は連邦からで､ 残りの半分の内､

半分は州から､ そして半分は市からです｡ 成人単身

者用は連邦からの予算はなく､ 全体の半分が州から､

半分が市からです｡

これがホームベースの一覧表です｡ ブルックリン

に二つ､ ブロンクスに二つ､ マンハッタンに一つ､

クイーンズに一つ､ 全部で６ヶ所です｡

(シェルターは一時的な施設だと思いますが､ NYC

の家族用シェルターは様々なサービスが提供されて

います｡ 快適になり､ それが長期滞在につながって

いませんか｡)

過去の経験から様々なことを学んできました｡ ご

指摘の点に関しては二つの異なる考え方があります｡

シェルターに多くのサービスを持ち込むと入居者は

サービスを受けられます｡ その点では良いのですが､

しかし､ シェルターを出られなくなります｡ シェル

ターの第一の目的が一時的なホームレス保護であれ

ば､ 施設内でサービスを提供すべきではなく､ サー

ビスは地域が提供しているものを利用すべきだとい

う考え方もあります｡ 今私たちは後者の考え方をよ

り多く取り入れる方向へ動いています｡ そうすれば

家族がシェルターを出たときでも地域のサービスと

のつながりを持て､ それを利用し続けることができ

るからです｡ 先ほど経験から色々学んできたといい

ましたが､ 確実に言えることは､ サービスは個人の

ニーズに合わないといけません｡ 個人のニーズは様々

です｡

(ホームレスの母親は､ 子供の時ホームレスだった

人が多いのでしょうか｡ つまりホームレスの再生産

がされていませんか｡)

統計はわかりません｡ 例えば成人してフォスター

ケア制度から外れた時､ 自立できない場合も多くあ

ります｡ そうすると彼らはまた別のシステム､ すな

わちシェルターシステムにはいっていくことになる

のも事実です｡ しかしその数字がどのくらいかわか

りません｡

(成人単身者向けサポーティブ・ハウジングが上手

く機能しているようで､ ホームレス人口の減少を導

いていますが､ 同様の家族用住宅があればホームレ

ス家族の数は減ると思いますが｡)

ええ､ 単身者用のサポーティブ・ハウジングが有

効だということで､ 家族用のサポーティブ・ハウジ

ングについても考えています｡ しかしここでもう一

度､ 家族それぞれニーズが異なります｡ 一つ革新的

なプログラムがあります｡ 母親が刑務所に入れられ

ていたり､ 薬物依存のため治療を受けていたりで､

祖母が孫の世話をしている時､ その祖母たちに施設

を提供し､ 地域での生活に必要なサービスを提供し

ます｡ 子供の世話の手伝いや放課後の宿題の手伝い

など､ ニーズは様々です｡

(10年20年前のシングルマザーは少なくとも高校は

卒業していて､ 働く意思もあったようです｡ しかし

今の若い母親は高校も中退し､ 働く意欲も低いので

はないか｡ もしそうならば､ この変化は近年の社会
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構造､ 産業構造の変化が原因でしょうか｡ このよう

なことを論じている本もありますが｡)

大きな問題です｡ どの本ですか｡ ああ､ Ralph

da Costa NunezのMoving Out, Moving Up:

Families Beyond Shelter (New York：White

Tiger Press, 2006) ですか｡ 彼の信念は､ シェル

ターは低所得者向け住宅である､ ということですか

らね｡ それが全てです｡

アメリカにはGEDつまり "General Equivalency

Diploma" (The Tests of General Educational

Development) という高校卒業認定証がある｡ しか

し､ 労働市場は益々高い専門技術を要求しており､

最低賃金では生活できません｡ 妊娠中の母親も学校

を辞めないように呼びかけています｡ しかし結局､

幼い子供がいて､ 就職口も無い､ 自分だけで子供を

育てなければならない｡ そんな状況に母親は対処の

仕様が無いのです｡ そこでまた､ 施設内でのサービ

スの重要性が話題になります｡ カウンセラーや精神

分析医などのサービスを提供し､ 母親達の自己評価

を高める､ そして前進し､ 教育を受け､ 専門技術を

身につける､ という方向への指導の必要生が説かれ

ます｡ NYCは全米で唯一シェルターに入る権利を

無条件で与えている市です｡ ですから､ 例えばホー

ムレス家族の母親に動機付けをし､ 職につくように､

教育を受けるように､ と指導しても､ 彼女がノーと

いえばそれまでですし､ それで彼女をシェルターか

ら出すわけにもいかないのです｡ 入所の時に､ 彼女

達が私たちに求めるもの､ 私たちが彼女達に求める

ものを明確にしています｡ それでうまくいく場合も

あれば､ そうでない場合もあります｡

シェルターはきれいで快適です｡ シェルターでは

母親同士互いの子供の面倒を見たりして､ 一つのコ

ミュニティをつくりあげますし､ 支援体制も整って

います｡ 彼女達はここから出て行きたくなくなりま

す｡ そこは彼女達にとってこれまでで一番快適な場

所なのです｡ だから事情は大変複雑です｡ シェルター

を住宅にしてしまうこともできません｡ やはりシェ

ルターも必要ですから｡

これは個人的な思いですが､ ホームレスの人たち

は社会の割れ目から落ちてしまった人たちで､ いろ

いろな支援システムがあるのに､ そこからも漏れて

しまった人たちです｡ 社会的疎外の概念が当てはま

るかもしれません｡ Bloomberg市長は､ 今度新し

く福祉事業部門を統括する副市長職を作りました｡

"One City, One Strategy" のスローガンの下､ 福

祉事業の連携を促進し､ 二重のサービスを減らすと

同時に福祉事業システムの改善を図るためです｡ し

かしもう一つの大きな問題は､ 低所得者向け住宅の

不足です｡ NYCでは､ 一部屋のアパート (マンショ

ン) が＄1,000,000かそれ以上するのですから｡ こ

の先セクション８､ またはそれに準ずるものの受け

入れが増えるだろうと皆思っています｡ 100万ドル

のアパートの需要がある限り､ 造られ続けるでしょ

う｡ オフィスビルを住宅にする話も出ています｡ オ

フィス街は９時５時または８時６時の街ですが､ 24

時間の街にしようという考えです｡ その実現のため

には高度な技術や他の全てが必要でしょうけど｡

ⅤⅤ . 2007年３月28日 HomeBase in Bedford,

Brooklyn

DHSで紹介されたホームベースの一つ､ ブルッ

クリンのベッドフォードにあるホームベースで､ プ

ログラムディレクターのMelissa Moweryさんから

説明を受けた｡ このホームベースは正式名称 "Camba

Homebase-Homelessness Prevention Initiative"

という｡ まず､ 地図の説明から始まった｡

Mowery：ご存じのように､ NYCは地区に分かれ

ていて､ オレンジ色が私たちの活動地域です｡ これ

はDHSから毎月届く地図で､ このグリーンの四角
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部分は､ Prospect Family Inn (南ブロンクスのホー

ムレス家族用シェルター) に申し込んだ人が421人

いましたが､ 話し合いの段階で申し込みを取り下げ

た人たちが集中している地域です｡ この青の三角の

部分は､ 例えば戻る場所があったり､ シェルターに

入所する資格がなかった人たちが多かった部分です｡

丸印は資格があると認められた人たちです｡ この地

図は､ どこでアウトリーチの活動をすべきか教えて

くれる重要な地図です｡

ベッドフォードでの典型的な家族プロフィールは､

26才の１人以上子供のいる女性で､ 長期的に働いた

経験が無く､ 高校卒業証書も､ GEDも無く､ 何ら

かのシステム､ 例えばホームレス制度､ 生活保護制

度､ 里親制度､ 刑事司法制度などの中にいた､ とい

うことです｡ 父親は家族の中にいません｡ この地域

は母系家族です｡ アルコール依存は考えていたほど

ではありません｡

毎日その地域に出向き､ ここのチラシを配ります｡

こちらは ｢住宅問題で困っていませんか｣ というチ

ラシで､ これを一軒一軒ドアノブに掛けていきます｡

単純で簡単な作業です｡ 私たちはできることから始

めます｡ セクション８も申請しますが､ 証明書が届

くのに４ヶ月くらいかかりますから､ 直面している

問題の解決にはなりません｡ 戸別訪問をし､ どこで

寝ているか､ 暖房は何か､ お湯は出るか､ ネズミは

いないか､ 等々調べます｡ そしてデータベース化し

ます｡ 福祉制度へのアクセス方法を知らない人達も

います｡ 利用できる制度を紹介したり､ 役所に連れ

て行ったり､ 住宅訴訟に巻き込まれているときは弁

護士に相談したりします｡ 食料引換券が必要なとき

もあります｡ 仕事が必要ですから､ 職業訓練もしま

す｡ GEDも受けさせます｡

(職業訓練はコンピュータ技術の習得ですか｡)

いいえ｡ 接客訓練です｡ NYCは観光地ですから､

レストランや小売店などホスピタリティ関連の仕事

があります｡ 他に警備員の訓練もあります｡ ここで

は職業訓練はしません｡ チャーチアヴェニューにあ

ります｡ 大きな食料スーパーチェーンとも協力関係

を結んでいます｡ そこで接客の訓練を受け､ 雇用も

してくれます｡ このような形が就業モデルになりま

すし､ 一番必要な協力関係です｡

私たちが対応をする人たちは３つのタイプに分か

れます｡ 意欲のある人たちは､ 少しの援助で十分で

す｡ 現状維持グループは､ もう少し多くの援助が必

要ですが､ それでも職業訓練所へ行くようにと言え

ば行きます｡ 一番多くの支援が必要なのは､ 朝が起

きられない､ コミュニケーション能力が無い､ 問題

解決スキルがないという人たちです｡

(サービスが充実しているシェルターに入った方が

良い人たちもいるということですか｡)

いいえ｡ シェルターは保護が必要な人たちのため

のものです｡ 住む場所が無い人たちは別の問題です｡

シェルターは子育ての場所にはふさわしくありませ

ん｡

(一ヶ月ほどでシェルターを出る人たちもいるでしょ

うが､ １年２年と住み続ける人たちもいますね､ 家

のように｡)

ええ｡ でも長すぎます｡ シェルターに申し込みを

する人たち全てが本当にシェルターを必要としてい

るとは限りません｡ 住まいだけの問題であれば､ ４

ヶ月ほどで解決しますし､ 私たちはこれまで300件

以上に対応してきました｡ もっと大きな問題は低所

得者向け住宅の不足です｡ ジェントリフィケーショ

ン8 がこの地域でも進んでいます｡ 私たちは３年前

からここに事務所を構えていますが､ その間にもジェ

ントリフィケーションは目に見えて進んでいます｡

犯罪率が高いなど社会経済学的に問題が多い

地域には住宅は増えません｡ 例えば､ Home

Depot9 のような店が進出します｡ しかし､ 雇用は
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増加しても住宅が増加するわけではありません｡ 低

家賃住宅も､ 私たちが対応している家族にとっては､

もはや低家賃ではないのです｡

(この周辺を歩くと､ きれいな住宅が多いのですが｡)

例えばジェファソン通りには茶色の石造りの家が

並んでいましたが､ 全部取り壊され､ 中産階級向け

の新しい家が建ち並んでいます｡ ここは地下鉄の駅

に近いのが地図を見るとわかるでしょう｡ マンハッ

タンで＄300,000のワンベッドルームのアパートを

買うより､ ＄500,000でこの地域に３ベッドルーム

の一軒家を買うでしょう｡

ホームベースのプログラムは環境の悪い地区に置

かれています｡ そのような地区が人材も財源も吸い

上げている地域ですから､ 予防にお金を使い､ そこ

にお金をつぎ込みます｡ 予算は州からも連邦からも

出ていません｡ 市から出ています｡ ほとんどの都市

では10年計画でホームレス対策をしていますが､

Bloomberg市長はそれを５年でやろうとしている

のです｡

(近年は10年前と異なり10代のシングルマザーが多

いのですが､ 10代の妊娠は非難されませんか｡)

この地域に住むのは生活を続けるのに必死な人た

ちです｡ 家族構成も強固ではありません｡ 子育て中

のシングルマザーが大勢いますが､ 彼女たちは子育

て支援を受けられず､ 学校を止めることになります｡

自己評価も低いのです｡ 彼女たちの母親も同じ状況

だったでしょう｡ そしてそれを子供達が引き継いで

いきます｡ 世代にまたがっていくのです｡ 彼女たち

のロールモデルは､ 彼女たちの周囲にいる人たちで

す｡ この点を修正して行くには40年もかかるでしょ

う｡ しかし､ できることを何かしていかなければい

けません｡ 放課後の活動やアフタケアなどポジティ

ブな活動を通して､ 自己評価が高められるようにす

るのですが､ 私たちの文化は雑多で混乱しています｡

母親達が働いている時､ 娘は町でぶらついて同じ

ような境遇の子供達と遊びます｡ 母親が気付いた時

はもう遅すぎるのです｡ 私たちが対応しているのは

このような幼い母親達です｡ ですから同じことが彼

女たちの子供に起こらないように､ 母親に育児能力､

子供のしつけ方を身につけさせ､ 教育を受けさせよ

うとしています｡ そして何らかの希望を持ってもら

いたいのです｡ 今の生活を変える道があることを知

らせたいのです｡ これは種をまく仕事ですが､ それ

をすることが私たちの責任でもあります｡

(ここで働く人たちは公務員ですか｡)

私たちはNPOの職員です｡ 1,500万ドルくらいの

契約だと思いますが､ NYCと契約を結び､ 90を超

えるプログラムを展開しています｡ これはその１つ

です｡ このプログラムは2004年９月に始まりました｡

今年 (2007年) の７月には契約更新をします｡ そし

て基金を増やし､ より広い範囲を対象地区とする予

定です｡ 今はこの地図のオレンジの地区だけを対象

としていますが､ ７月１日からは青､ 黄色､ 緑も対

象地区となります｡

(このプログラムの評価報告はいつ頃出るのですか｡)

私たちは毎月事業報告をしています｡ 実際私たち

は週単位で､ 対応状況を報告しています｡ Bloomberg

市長は結果を､ それも良い結果を見たいのです｡

(どうもありがとうございました｡)

立場の異なる人々が､ それぞれの経験や思いもこ

めて説明をしてくれた｡ ウェブサイトや書物からだ

けでは知ることのできない貴重な話を聞くことがで

きた｡

今回の施設訪問は､ 大阪市立大学大学院創造都市

研究科の都市問題研究班に同行したもので､ 準備段

階においては施設との連絡を筆者が担当した｡ 又録

音テープの単独使用許可を頂き感謝している｡
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注

１ 福祉ホテルに関しては､ 小玉容子 ｢[研究ノー

ト] アメリカのホームレスピープル―その現状と

問題点｣ 『島根女子短期大学紀要』 第31号 (1993)､

pp.74-76参照｡

２ コモン・グラウンド団体が､ 1991年に福祉ホテ

ルThe Times Square Hotelを購入し､ 改修して

サポーティブ・ハウジングを造った｡ これが福祉

ホテルからサポーティブ・ハウジングへの転換の

始まりである｡ TSは規模が大きく (アメリカで

一番の規模である)､ 成功するか懐疑的に見られ

ていた｡ しかし､ 連邦や州､ 市のサポートを得て､

多種多様な賃貸人 (住人) に対し､ 様々なサービ

スや職業訓練を提供し､ 永続的住居として現在も

人気のあるサポーティブ・ハウジングである｡

(http://www.shnny.org/what_is_history.html)

３ セクション８に関しては､ 小玉､ 前掲論文p.70

参照｡

４ 2001年に､ プロジェクト・リニューアルが､ バ

ワリー地区でもっとも評判の悪い簡易宿泊所だっ

たケントン・ホールをメタドン治療を行うホーム

レスシェルターに転換した｡ 転換直前には1500人

ほどが各シェルターでメタドンを服用しながら苦

しい生活を送っていたが､ 最終的に薬に依存しな

い生活へ導く治療プログラムはなかった｡ KHで

は､ 治療､ 住宅､ 職業などに関する総合的なプロ

グラムへの参加ができ､ 最終的には地域での生活

に戻ることを目標としている｡

(http://www.projectrenewal.org/addiction.html)

５ この建物はRobert McBurney YMCAとして､

単身勤労者､ 低所得者､ 商船船員などに低料金の

宿泊施設として部屋を提供してきた｡ "YMCA"

の歌でその名を永遠に残すこの施設は､ Manhattan

の206 West 24th St. ("Village") にあり､ 過去

Andy Warholや劇作家のTennessee Williamsな

ども宿泊したことで知られている｡

６ The Work Experience Program (WEP)､ 人材

活用委員会 (Human Resources Administration)

が人材活用部門 (Division of Human Resources)

の管理・運営により行うプログラムで､ 学校やそ

の他教育庁管轄の会場で､ 参加者に就労に必要な

課題を与え､ 教育する｡ WEPプログラムの目的

は､ 若者が自立できるように､ 今身につけている

技術をいっそう磨いたり､ 新しい能力を身につけ

させたりすることである｡

( http://schools.nyc.gov/Offices/DHR/Tools

Resources/WEP+Program.htm)

７ ｢貧困家庭への一時扶助｣ (Temporary Assistance

for Needy Families (TANF) Program) は､

1996年の福祉改革法により成立した連邦のプログ

ラムで､ 2006年再認可された｡ 生涯受給期間を60

ヶ月とし､ 就労を前提とする一時的な救済措置と

しての位置付けである｡

(http://www.acf.hhs.gov/programs/ofa/)

８ ジェントリフィケーション (Gentrification)

とは､ 劣悪化している区域に中・高所得者人口が

流入していくのを伴った区域再開発・再建プロジェ

クトのことで､ 通常それまでの貧困層の住民が住

む場所を失う｡ 小玉､ 前傾論文p.79参照｡

９ Home Depotは米国最大のホームセンターチェー

ン｡

(平成19年11月30日受理)
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0. はじめに

本稿では､ 予習・復習をインターネットを利用し

て支援する授業の実践を報告する｡ この実践は､

2007年度後期の火曜日９・10限の ｢日本語の構造｣

という総合文化学科の主に英語文化系と日本語文化

系の学生を対象にしている授業 (執筆時進行中) で

行っている｡

概略としては､ 毎週授業後にネットを使用して数

問の小問を出題して､ それに解答させるという単純

なものである｡ ただ､ ネットを利用する際に､ 現在

の学生の状況を考慮して､ ケイタイからでも課題の

設問に解答できるように工夫した｡

ここでは､ その意義と実践後に気づいた点などを

報告する｡

１. 支援の必要性

昨年度より､ 現代日本語の文法に関する演習を行

うようになり､ 学生のほとんどが文法用語の内容を

知らないだけでなく､ 用語そのものさえ覚えていな

いということを実感するようになった｡ 文法に関し

ては､ 基本的には､ 学校教育の中で小学生のうちに

国語で ｢主語｣ ｢述語｣ ｢修飾語｣ 程度の文法事項は

導入されている｡ また､ 高校では､ 現代日本語では

ないが､ 古典文法として､ また英語文法として文法

用語を学習しているはずである｡ しかし､ 現代日本

語にしても古典文法にしても英語文法にしても､ 文

法用語を覚えていないのが実情である｡

昨年度 (2006年度) ・今年度 (2007年度) の前期

の授業は､ 少人数の演習形式であったため､ 学生た

ちの理解を確認しながら､ 復習を行いつつ進めるこ

とが可能であったが､ 本年度の ｢日本語の構造｣ の

受講登録者人数は74名 (実際の出席者は67名) で講

義形式である｡ そして､ ｢日本語の構造｣ は文法の

授業であり､ 文法の授業で文法用語を知らなければ

授業の内容を理解することはできない｡ もちろん､

最初の数回は文法用語の復習に当てるが､ 基礎的な

用語とその意味内容は覚えておいてもらわなければ､

以後の授業を理解することは不可能になる｡

また､ 日本語教育能力検定試験の支援科目でもあ

るため､ 試験を目指す学生には､ 基本的な文法事項

の復習にばかり時間をかけていられないという事情

もある｡ そこで､ ｢日本語の構造｣ において､ 本稿

で報告するネットを利用した支援を行うことにした｡

[島根県立大学短期大学部松江キャンパス研究紀要 Vol. 46 15～20 (2008)]
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２. 実践例

この節では､ 実践例を具体的に示していく｡

１) システムについて

�ログイン

システムは､ さくらインターネット株式会社のレ

ンタルサーバ (http://www.sakura.ne.jp/) を個

人的に借用し､ そこに課題をアップしている｡ 設問

に解答するためには､ その個人を特定するために､

学籍番号とパスワードを入力させ､ 課題のページへ

と移動するように設定した｡

まず､ 最初の授業時間に､ 本授業では､ 毎回課題

をインターネット上で出し､ そこのフォームを使用

して解答を提出する旨を伝える｡ そして､ 第一回の

課題へのアクセスの際に､ 自分で決めたパスワード

(英数小文字10文字以内) を入力させ､ 以後そのパ

スワードがない場合には､ アクセスができないよう

に設定した｡ 仕組みとしては､ 受講登録者の学籍番

号をあらかじめ登録し､ 学生が入力した学籍番号と

照合させ､ そこに学籍番号が登録してあるかを確認

する｡ そして､ 登録してあるもののみパスワードが

設定できるようにした｡ ２回目以降のログインは､

学籍番号の照合の後､ １回目で設定したパスワード

と合致したもののみをログインさせるように設定し

た｡ 課題の設問へのログインまでの流れを図１に示

した｡ 図１を参照されたい｡ ちなみに､ 第一回目の

ログインの際､ 学生が自分の学籍番号を間違えて登

録してしまうおそれがあったので､ 設問を提示する

画面で本人の氏名が表示されるようにし､ 間違いな

く自分の学籍番号を入力したか否かを確認させた｡

４回目の課題以降は､ 新規のパスワードの設定が

できないようにし､ １回目から４回目の課題を一題

も解かなかった者は､ この授業の単位を取得する資

格を失うことを明示して､ この課題は授業にとって

重要な位置づけにあることを学生たちに示した｡

パスワードの照合と設問の提示は､ Perlという言

語を用いて作成し､ レンタルサーバのCGIを利用し

た｡ Perlを利用した理由は､ Perlとは ｢Practical

Extraction and Report Language (実用データ

取得レポート作成言語)｣ の略で､ テキストファイ

ルを処理するのに適した言語で､ Webサイト上で

課題を出し､ フォームからデータを受け取って処理

するような形式には向いている言語であるという点

と､ UNIXなどのOSには最初から備えられている

ことも多く､ 簡単に利用出来るということ､ また広

くCGIに利用されている言語であることから､ それ

に関する出版も多く､ プログラムに関する問題解決

が容易であるということがあげられる｡１)
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�解答の収集

解答のファイルは､ ①学生の学籍番号をファイル

名とした学生個人別のファイルと､ ②１回の課題ご

とに全学生分の解答が収集されるファイルとの２種

類を用意している｡ 両ファイルともCSV形式で収

集している｡ そして､ ①のファイルで学生個人の提

出状況や成績を管理できるようにして､ ②のファイ

ルでは､ 全員分の解答と成績が一括して収集されて

いるため､ 表計算ソフトなどを使用すれば､ すぐに

解答の集計ができるように工夫してある｡

このファイルを利用することで､ 設問ごとの正答

率も容易に判断できることから､ 次の授業での復習

もどこに力点を置くべきかが明確になる｡

�HTMLについて

課題にはケイタイからでもアクセスできるように

した｡ 基本は､ PCからのアクセスであるが､ 自宅

にPCを所有し､ かつインターネットに自由に接続

できる環境にある学生は､ 依然必ずしも多くなく､

学生の実情を考えると､ ケイタイからでもアクセス

できることが望ましいと思われた｡ しかし､ ケイタ

イからのアクセスを考慮するとそのページの記述に

はある程度の制約をせざるを得ない｡

とりあえず､ ３社 (DoCoMo, au, Soft Bank)

に対応させるためには､ 現時点では､ HTMLのバー

ジョン4.0で記述すれば､ 簡易なものなら問題がな

いようである｡２) 具体的には､ 設問文は装飾のない

テキスト､ 解答のためのフォームはラジオボタン､

チェックボックス､ セレクトメニューに限定して､

自由記述ができるテキストエリアは､ 解答に際して

はできる限り使わず､ できても１行だけのもの

(input type="text") に限定した｡

２) 設問

先に説明したとおり､ Webサイト上に表示でき

るものを制限せざるを得ないので､ 課題の設問は非

常に簡易なものになってしまう｡ そこで､ 出題する

際に､ 考慮していることをこの節では記す｡

課題の設問は､ 復習に重点を置いて出題し､ それ

と同時に､ 次の週の導入としても使用できる設問が

作れるように努力している｡

基本的には､ 上記の制限により選択式の設問が多

くなってしまう｡ しかし､ この難点においては､ 日

本語教育能力検定試験の設問形式と似たものを多く

出題することで､ 検定試験対策も兼ねるという名目

で解決できるだろう｡ では､ 具体的な授業の組み立

てと､ 設問内容について以下に示す｡

�授業の組み立てと課題

授業の組み立てとしては､ 授業の冒頭で課題の答

え合わせを行う｡ この際､ 平均点､ 小問ごとの正答

率などを学生に示す｡ 最近の学生は､ 不思議なこと

に答え合わせが好きなようで､ 自分が解いた課題の

答え合わせは比較的一生懸命に取り組むので､ 授業

の導入部分には非常に効果的である｡

まず､ 日本語教育能力検定試験の中に仲間はずれ

をさがす設問が出題される｡ 以下を参照されたい３) ：

設問１ 【 】内に示した観点から見て､ 他

と性質の異なるものを､ それぞれ１～５の

中から１つずつ選べ｡

�【促音】

１いっぱい ２いっつい ３えっけん

４かっさい ５いっちょう

�【活用】

１行く ２書く ３咲く

４炊く ５泣く

(平成18年度試験問題例より)

この形式の設問は､ ケイタイの小さな画面でも十

分解答が可能なものなので､ この類似の設問形式は

多く使用している｡

では､ 実際に行ったある授業の例を示す：

① 授業で ｢助詞の機能｣ を導入｡ 授業内では時間

制約からその一部のみを提示｡ (火曜)

② 詳しい内容が書いてあるプリントを配布｡

③ 【 ｢を｣ の機能】・【 ｢と｣ の機能】・【 ｢で｣

の機能】・【 ｢に｣ の機能】についての設問を

出す｡ (木曜)
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④ 授業のはじめに､ ③の答え合わせをする｡ (翌

火曜)

⑤ 過去に使用したプレゼンテーション用ソフトも

活用して解答の解説を加える｡

⑥ 設問の【 ｢に｣ の機能】を利用して､ ｢態｣ へ

と授業を進める｡

まず､ 助詞の機能について授業を行ったので､ 課

題は復習としての意味があるのはもちろんだが､ 授

業では時間的な制約ですべてできるわけではない｡

そこで､ 詳細な記述のあるプリントを配布して､ そ

のプリントを読まないと解けない設問も同時に入れ

た｡ そのことによって､ 授業の補完も行える (①②

③)｡ ちなみに､ 木曜日に課題を出すのは､ 授業が

終わった直後よりも､ 少し時間をおいて復習をさせ

た方が､ 記憶の定着がいいという報告４) があったこ

とと､ 次の授業までに忘れないようにさせるためで

ある｡

そして､ ④の答え合わせでは､ できる限り､ 過去

に使用したプレゼンテーション用ソフトで作成した

スライドを再度使用して解説を行うよう (⑤) にし

ている｡ 見覚えのあるスライドを使用することによっ

て､ 授業の復習であるということを印象づけ､ 授業

を聞いていればできるということを明示する｡ 場合

によって､ 前期の授業も参照する｡ この意味で､ デ

ジタル化した教材は非常に便利である｡

ここにおいては､ 動詞の形態と格助詞とは関係が

深いことを説明しておき､ 設問の【 ｢に｣ の機能】

として取り上げた使役形のニ格から､ ｢態 (Voice)｣

を導入した｡ ( ｢態｣ とは､ 能動態や受動態のこと)

このような工夫は､ １コマ１コマの授業は孤立して

いるわけではなく､ 各々関係がある内容を積み重ね

ていることを提示することができる｡ また､ 授業と

授業の間の１週間のうちにたとえ数十分であっても､

一度は前回の授業を思い出す機会があることは､ 記

憶の定着にも望ましいことであると思われる｡

また､ このようにインターネットを利用して課題

を配信することで､ 授業を休んだ学生も前回の授業

内容を友人に確認するきっかけにもなり､ 置いて行

かれる心配も少ない｡

ちなみに､ 解答を収集する際に､ 日付と時間も同

時にファイルに記入されるようにしていることから､

提出期限を守っているか否かについても､ 話し合っ

て同時にアクセスしたかどうかも､ 把握しやすく､

そのデータを学生たちに見せたことで､ 比較的学生

たちもまじめに取り組んでいるようだ｡

３) ケイタイの使用について

ケイタイを使用すると､ 学生たちの日常の使用例

から見て､ 課題に対する取り組みが雑になる可能性

が懸念される｡ しかし､ 課題を出してもそのアクセ

スが低く､ 設問を解いてもらえないのでは意味がな

い｡ とにかく､ 一度でも授業と授業の間の１週間の

うちに前回の授業のノートを見返すことや思い出す

ことをしてもらうことが先決であると思われる｡ そ

の甲斐あってか､ 毎回の解答の収集率は､ ほぼ全員

である｡

2002年度の本学の学生生活調査では､ ｢授業科目

について1日平均何時間くらい予習・復習をします

か｣ という設問に対して､ 学内全体で ｢ほとんどし

ない｣ が65.5％で､ ｢１時間未満｣ が18.3％である｡

この数値を考えると､ とにかくどんな方法でも最低

限､ 予習・復習をさせる方策をとらなければならな

いと思われる｡ その意味で､ ケイタイは､ 学生たち

が気軽に予習・復習を行えるツールであるのではな

いかと考えられる｡

また､ 現在では､ ケイタイの通信費も定額料金制

が普及してきており､ それを使用している学生も多

くなってきていることから､ 学生たちの通信費もそ

れほど気にしなくても良くなり､ またそのことで学

生に有利不利な格差を作る心配がなく､ ケイタイを

使用する環境も整ってきているため､ このようなシ

ステムにケイタイを使用することに問題はないと思

われる｡

ただ先にも記したとおり､ ケイタイを重視しすぎ

ると､ 設問の量や形式に制約が加えられてしまい､

設問の種類が限られるという問題が生じてしまうこ

とは否めない｡

４) その他
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その他の工夫としては､ 設問のページ以外に ｢掲

示板｣ と ｢連絡事項｣ と称した別ページを設けて､

設問を解くためのヒントなどを掲載したりしている｡

｢掲示板｣ の使用は､ 学生からの質問を受け付ける

もので､ そこで教師側が回答を行うことで､ 個人的

な質問を他の学生も共有できると思われたからであ

る｡ とは言え､ 掲示板に書き込んで質問するのは､

抵抗があり､ もしかしたら一つも書き込みがないか

も知れないと懸念したが､ 現時点では､ 週に１つく

らいの質問の書き込みがある｡ 内容的には､ 教員側

の説明不足による問い合わせもあり､ 使い方によっ

ては､ 授業を補完するツールになるのではないかと

思われる｡

｢連絡事項｣ のページにヒントを別掲示するのは､

上述したように定額料金制がケイタイにも普及して

きたが､ あまり１ページが重くなってしまっても良

くないという配慮である｡ また､ 設問からヒントの

ページにリンクを張れば､ 設問とヒントのページを

行き来しながら見比べて解くことができる｡ ケイタ

イは画面も小さく一覧性が低いことから､ 同ページ

に設問とヒントを載せる方が不便だと思われる｡

３. 問題点

このシステムは､ 教員に対してコンピュータに関

する何ら特別の援助やシステムもない環境で､ 安価

にできることとして試みているため､ プログラムを

自分で書くところからはじめなければならず､ 設問

をアップする際にも一部ではあるが､ プログラムファ

イルをいちいち書き換えなければならいという手間

がある｡ 特別なシステムは必要なく安価にできる見

返りに､ その構築までに非常に時間を要するという

デメリットがある｡

また､ 本学では､ CGIを自由に使うことができず､

かつ研究費の支払いに関してさまざまな制約がある

ため､ 自費でレンタルサーバを借りなければならい

というのも､ 大きな問題だろう｡

設問作成に関しては､ パスワードでアクセスを制

限しているとは言え､ ハードディスクに保存するこ

とになり､ 著作権の観点から課題を作る際に安易に

市販の問題集などから設問を借用することができな

い｡ ここでも時間がかかってしまう｡

とにかく､ 今後続けるにも､ とにかく時間がかか

りすぎるということが大問題である｡

４. 今後の課題

この報告の内容は､ 今回初の試みで､ 執筆時に進

行中の例であるため､ 学生たちへのその効果という

ものが測れていない｡ これに関しては､ 今年度の授

業評価アンケートや学生の学期末試験の結果などを

加味しながら､ 検討しなければならないだろう｡ ま

た､ 効果測定というものをどのように行うのかとい

うことも､ 検討課題である｡

個人的には､ 今後は､ プリントの配布などもWeb

サイトを利用してできるようにしたいし､ また､ 授

業で使用したプレゼンテーション用ソフトのスライ

ドなども閲覧できるようにすることが理想であろう｡

しかし､ この際には､ プリントは一度のみ印刷が可

能であること､ プレゼンテーション用ソフトのスラ

イドは､ ダウンロードや印刷をさせずに画面のみで

の確認というシステムにすることが望ましい｡ 便利

になりすぎるということは､ 学生が授業をなおざり

にするという危険性と隣り合わせである｡ プレゼン

テーション用ソフトのスライドなどがダウンロード

や印刷ができてしまうと､ 授業中にノートをとると

いうことをしなくなってしまう可能性がある｡ しか

し､ Webサイト上でプレゼンテーション用ソフト

のスライドを履修学生に公開することは､ プレゼン

テーション用ソフトを使用した授業で必ずある ｢ス

ライドを替えるのが早すぎる｣ というクレームに対

処する解決策の１つとなろう｡

また､ 問題点として上述した時間の問題の改善は､

多くの大学が採用５) しているように設問が容易にで

きるシステムの導入や､ コンピュータに不案内な教

員へのシステム操作の補助を行ってくれるスタッフ

の配備などが望ましい｡ この件に関しては､ 予算な

どの都合上､ すぐに解決する問題ではないが､ 今後､

約120㎞もの距離を隔てて統合した大学にとっては､

Webサイトを利用した授業支援システムは有効な

ものとなることは間違いない｡ 今回は､ 単に個人が.
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行っている授業実践報告であるが､ FDなどの観点

からも検討に値するものと思われる｡

【注】

１) Perlの記述に関しては､ 森下幸治著 『Q&A

100で学ぶ！Perl/CGIプログラミング』 (エー

アイ出版・2000年) と結城浩著 『Perl言語プロ

グラミングレッスン 入門編』 (ソフトバンク・

2001年) を参照した｡

２) ケイタイサイトに関する記述に関しては､ イ

ンフォシェル著 『改訂第２版 ケータイHTML

コンパクトリファレンス』 (毎日コミュニケー

ションズ・2006年) とインフォシェル著 『ケー

タイサイト構築ガイドブック』 (毎日コミュニ

ケーションズ・2006年)､ 芹生大和著 『ケータ

イサイト実践運用ガイドブック』 (毎日コミュ

ニケーションズ・2006年) を参照した｡

３) 日本語教育能力検定試験の平成18年度試験問

題例は､ ｢財団法人 日本国際教育支援協会｣

のサイト (http://www.jees.or.jp/jltct/index.

htm) より入手｡ (2007/11/01)

４) 日本コミュニケーション学会中四国支部第９

回年次大会におけるルードルフ・ライネルト氏

の発表より

５) LMS (Learning Management System：

学習管理システム) と呼ばれるもので､ インター

ネットやイントラネットでｅラーニングを行う

際､ 教材の配信設定や学習者の登録､ 学習の履

歴管理､ 学習進捗の管理などを行うシステムを

指し､ 商用､ オープンソース多種存在する｡ 現

在､ 多くの大学が採用している｡ ( 『平成19年

度 情報教育研究集会 講演論文集』 参照)

(平成19年11月30日受理)
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１. はじめに

Substance P (SP) を含有する神経は､ 胃・食

道接合部を含む消化管全域の管壁に分布しており

(Bartho and Holzer, 1985; Costa et al., 1981;

Daniel et al., 1985; Domoto et al., 1983; Ekblad

et al., 1987)､ 消化管の運動調節に深く係わってい

る｡ また､ SPは消化管の管壁を構成する輪走筋及

び縦走筋に対して強い収縮作用を示すことが知られ

ている (Bartho and Holzer, 1985; Costa et al.,

1985; Domoto et al., 1983; Lidberg et al., 1982;

Kohjitani et al., 1996)｡ 胃・食道接合部に存在す

る下部食道括約筋 (LES) は静止時においても持続

性に緊張を維持し､ 胃内容物の逆流防止を果たして

いる｡

In vitroでの実験によると､ ネコ食道輪走筋

(Leander et al., 1982)､ 胃体部及び幽門洞の輪走

筋 (Merlo and Cohen, 1989) ではSPによって誘

発される収縮はatropineで抑制されるので､ 収縮作

用の一部はacetylcholineの放出を介して生じると

されている｡ 一方､ ネコ幽門括約筋 (Merlo and

Cohen, 1989) ではSPの収縮作用はatropine非感受

性であるとされている｡ また､ 小腸の平滑筋では

(Holzer and Petesche, 1983; Holzer and Lippe,

1984, 1985)､ SPは細胞外からのカルシウムイオン

の流入とイノシトールリン脂質の分解産物による細

胞内の貯蔵カルシウムイオンの放出の双方の機構に

よって､ カルシウムイオンの細胞内濃度を増加させ

ることが報告されている｡ しかしながら､ SPによ

るLESの収縮に係わるカルシウムイオンの放出につ

いての研究は少ない｡ 本稿では､ SPに誘発される

イヌLESの収縮について､ 収縮特性を調べると共に､

acetylcholineの放出の関与およびSPによるカルシ

ウム動員の経路について検討した｡

２. 方法

下部食道括約筋における収縮特性を調べるため､

雑種成犬のLESから作成した筋条片 (幅約２㎜×長

さ約10㎜) を用いてマグヌス法で張力を記録した｡

すなわち､ 筋条片を後述するクレブス液を含むマグ

ヌス管 (3.5ml) に保生し､ 37℃に維持した｡ クレ

ブス液には95％O２－5％CO２の混合気体を継続的に

通気した｡ 張力については等張性に記録した｡ 本実

験は島根医科大学 (現島根大学医学部) 動物実験施

設の規則に従って行なわれた｡
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筋条片に負荷が加わらない状態で約１時間保生し

た後､ 筋条片の長さを計測し､ この長さを静止長と

した｡ 筋条片を静止長のおよそ200％の長さに引き

伸ばし､ 張力が安定するまで保生した｡ この段階で

電気刺激 (50Ｖ､ 10Hz､ 0.5あるいは1msec､ 5sec)

によって弛緩した筋条片を括約筋と同定した｡

SPの用量作用曲線については､ SPの累積的な投

与によって得た｡ 10－５Mのacetylcholineはacetylcholine

による最大収縮とほぼ同等の収縮を引き起こした｡

抗コリン作用薬atropine (10－５M)､ カルシウムチャ

ンネル阻害薬verapamil ( 10－５M) とdiltiazem

(10－５M)､ および細胞内カルシウム貯蔵部位からの

カルシウムイオン放出抑制薬procaine (3×10－３M)

の影響を調べる実験では､ これらの薬剤投与前の

SP (10－８M､ 10－７M､ 10－６M) の収縮反応を対照

とし､ 投与後の薬剤存在下の収縮反応と比較した｡

薬剤の十分な効果を得るため､ 処理時間はatropine

で約10分､ verapamilおよびdiltiazemで約１時間､

procaineで約20分とした｡ カルシウムフリークレブ

ス液中 (１mM EGTAを含む) におけるSP (10－６

M) の収縮作用ついては､ クレブス液をカルシウム

フリークレブス液に置換後､ 15分後のSPの収縮を

記録した｡

クレブス液の組成については､ NaCl 115.5mM､

KCl 4.16mM､ CaCl２ 2.5mM､ MgSO４ 1.16mM､

NaH２PO４ 1.16mM､ NaHCO３ 1.16mM､ dextorose

11.1mMで作成した｡ カルシウムフリークレブス液

については､ 上記クレブス液からCaCl２ 2.5mMを

除外し､ EGTA 0.1mMを加えて調整した｡ また､

SPはペプチド研究所製を､ 硫酸atropine､ diltiazem､

verapamilは和光純薬製を､ 塩酸procaineはSigma

製を用いた｡

SPの用量反応曲線を調べる実験においては､

10－５MのSPによる収縮を収縮強度の基準 (100％)

とし､ その他の収縮実験においては､ 10－５M濃度の

acetylcholineによる収縮反応を収縮強度の基準

(100％) とした｡ 用いた筋条片の数をnで示した｡

有意差については､ 有意水準５％でStudentのt検

定を行なった｡

３. 結果

SPはLES筋条片において強力な収縮を引き起こ

した (図１)｡ 張力はおよそ２～３分後に最大に達

し､ その後漸次僅かに低下した後､ 持続性の張力を

維持した｡ 10－６MのSPによる収縮反応 (平均±SD)

は､ 10－５Mのacetylcholineによる収縮反応の174.1

±49.3％ (n＝30) に達した｡ また､ SPは濃度依存

性にLES筋条片の収縮を誘発した (図２)｡ 収縮作

用を示すSPの閾値は10－10Mであり､ EC50は (平均

±SD) 3.0×10－８±8.0×10－９M (n＝４) であった｡
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図１ SP (10－６M) による収縮の張力曲線

図２ SPの容量作用曲線 (ｎ＝４)
SP (10－５M) による収縮を100％とする｡
縦線はSEを示す｡



LES平滑筋では､ 比較的低濃度のSP (10－８M､

10－７M) で誘発された収縮はatropine (10－５M) に

影響されたが､ 高濃度のSP (10－６M) による収縮

はatropineの影響を受けなかった (図３)｡ カルシ

ウムチャンネル阻害薬diltiazem (10－５M) は､ SP

(10－８M､ 10－７M､ 10－６M) による収縮を低下させ

た (図４)｡ 10－６M濃度のSPによる収縮反応は､

diltiazem存在下で対照 (非存在下) の約19％まで

低下した｡ また､ SP (10－８M､ 10－７M､ 10－６M)

の収縮反応は､ 別のカルシウムチャンネル阻害薬

verapamil (10－５M) によって有意に抑制された

(図５)｡ 10－６M濃度のSPによる収縮反応は､ verapamil

存在下で対照 (非存在下) の約20％まで低下した｡

クレブス液をカルシウムフリークレブス液に置き換

えた条件化では､ 液の置換後15分経過した段階にお

いて､ SP (10－６M) よる収縮反応は置換前の収縮

高の約37％に低下した (データ未掲載)｡

平滑筋のカルシウム貯蔵部位からカルシウムイオ

ンの放出を抑制することが知られているprocaineは､
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図３ SPの収縮作用に対するatropine (10－５M) の
影響 (ｎ＝18)

acetylcholine (10－５M) による収縮を100％
とする｡ 縦線はSEを示す｡
＊は有意差 (有意水準５％) を示す｡

図４ SPの収縮作用に対するdiltiazem (10－５M)
の影響 (ｎ＝３)

acetylcholine (10－５M) による収縮を100％
とする｡ 縦線はSEを示す｡
＊は有意差 (有意水準５％) を示す｡

図５ SPの収縮作用に対するverapamil (10－５M)
の影響 (ｎ＝６)

acetylcholine (10－５M) による収縮を100％
とする｡ 縦線はSEを示す｡
＊は有意差 (有意水準５％) を示す｡



SPによる収縮を有意に抑制した (図６)｡ SPの

10－８M､ 10－７Mおよび10－６Mによって誘発された張

力は､ 予めprocaine (3×10－３M) を投与しておく

と､ それぞれ対照 (投与前) の約１％､ 約13％およ

び約30％に低下した｡

４. 考察

atropineはmuscarinic受容体に結合し､ acetylcholine

の作用を特異的に阻害する｡ SPに対するatropine

の影響に関しては､ イヌやオポッサムなど数種の動

物の消化管を用いた多くのin vivoあるいはin vitro

の研究がある｡ 本研究におけるイヌLESのSPによ

る収縮は､ 比較的低濃度ではatropineに影響される

が､ 高濃度では影響されなかった｡ 同様の結果がイ

ヌ回腸におけるin vivoの実験で知られている

(Daniel et al., 1982)｡ これらの事実は､ 低濃度の

SPによる平滑筋の収縮の一部にはacetylcholineの

放出が関与しているが､ 高濃度のSPでは､ SPの強

力な収縮作用によって､ atropineの影響が隠された

ことを示唆する｡ 他方で､ SPに誘発される収縮に

関連して､ atropine非感受性の収縮がin vitroの研

究でネコ幽門括約筋 (Merlo and Cohen, 1989)

やイヌ胃平滑筋 (Fox et al., 1983) で､ in vivoの

研究でイヌ回腸 (Daniel et al., 1982) で認められ

ている｡ また､ イヌ胃体では､ SPの作用はin vivo

でatropineによって抑制されるのに対し､ in vitroでは

影響を受けないという報告もある (Fox et al.,

1983)｡ SPの作用メカニズムは複雑であり､ SPの

収縮作用には消化管の部位間や種間で相違が認めら

れる｡ 本実験の結果に関する限り､ LES筋条片にお

いて低濃度のSPの収縮作用はatropineによって若

干抑制されるものの､ 高濃度のSPの収縮作用は

atropineの影響を受けないことから､ SPはLES平

滑筋に直接作用をすると考えられる｡ 消化管平滑筋

において､ SPの受容体として関係が深いtachykinin

受容体の重要な働きが示唆されている (Maggi et

al., 1990; Rothstein et al., 1991; De Schepper

et al., 2005, 2006)｡

消化管を含む様々な組織の平滑筋において､ カル

シウムイオンが重要な役割を演じていることはよく

知られている｡ テンジクネズミの小腸縦走筋では､

SP受容体の活性化に伴う細胞内カルシウムの動員

機構が知られているが (Holzer and Lippe, 1984)､

細胞外からのカルシウムイオンの流入も起こるとの

報告がある (Fujisawa and Ito, 1982; Holzer and

Petsche, 1983)｡ SPによるイヌLESの収縮は､ カ

ルシウムチャンネル阻害薬であるverapamilやdiltiazem

を投与すると抑制された｡ このことは､ SPによる

最大張力の発生に少なくともカルシウムチャンネル

を通しての細胞外カルシウムイオンの流入が不可欠

であることを示唆している｡ 更に､ SPの収縮高が

カルシウムフリークレブス液中で低下したことは､

細胞外のカルシウムイオンの重要性を示すものであ

り､ 上述の示唆を裏付けている｡ SPは細胞膜を脱

分極させるが､ 高カリウム液中で脱分極状態にされ

た小腸縦走筋では､ SPで誘発される収縮は一過性

の小さなものである (Holzer and Lippe, 1984)｡

これらのことから､ イヌ平滑筋においてもSPは電

位依存性のカルシウムチャンネルを作動させて､ 細
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胞外からのカルシウムの流入を引き起こしていると

考えられる｡

本実験では､ SPの収縮反応はカルシウムフリー

クレブス液で細胞外のカルシウムを除去した条件下

で完全に消失しなかった｡ 一般的に､ カルシウムフ

リークレブス液中でのアゴニストによる収縮反応の

存在は､ アゴニストが細胞内貯蔵部位からのカルシ

ウムイオンを動員することによって生じるものと考

えられている｡ 従って､ 今回の結果はカルシウムフ

リークレブス液中のLESにおいてもSPが細胞内貯

蔵部位からカルシウムイオンを放出させた可能性を

示している｡ 細胞内貯蔵部位からのカルシウムイオ

ンの放出を確認するには､ カルシウムイオンの放出

を抑制する薬物の影響を調べる必要があるが､

procaineは平滑筋のカルシウム貯蔵部位と考えられ

ている筋小胞体に作用し､ 小胞体からのカルシウム

イオンの放出を抑制することが知られている (Imai

et al., 1984; 遠藤, 1988)｡ 本実験において､ SP

によるLESの収縮反応はprocaineによって抑制され

たことから､ SPには細胞内カルシウム貯蔵部位か

らカルシウムイオンを放出させる作用があると思わ

れる｡ アゴニストによる受容体の活性化と細胞内カ

ルシウムイオン濃度の上昇に連結する情報伝達経路

の一つとして､ ホスホリパーゼＣ・イノシトール三

リン酸系がある｡ 受容体によるGTP結合タンパク

質を介した反応系の活性化によって生産されたイノ

シトール三リン酸が､ 細胞内のカルシウム貯蔵部位

からカルシウムイオンを放出させ､ 細胞内のカルシ

ウムイオン濃度を上昇させる｡ SPを含むtachykinin

の作用に関して､ 消化管平滑筋においてもこの情報

伝達系が作動することによって最終的に平滑筋が収

縮すると考えられている (Otsuka and Yoshioka,

1993)｡

LESにおけるSPの作用について､ SPは平滑筋に

直接作用し､ 電位依存性のカルシウムチャンネルを

通してのカルシウムイオンの流入および細胞内貯蔵

部位からのカルシウムイオン放出によって､ 強力な

収縮が引き起こされることが再確認された｡ また､

イヌLESにおいても細胞内貯蔵部位からのカルシウ

ムイオン放出にホスホリパーゼＣ・イノシトール三

リン酸系の活性化が働いていると考えられる｡
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１. 緒言

妊娠中の糖尿病には､ 妊娠糖尿病と糖尿病合併妊

娠の２種類があり､ 妊娠糖尿病は妊娠中に発生､ ま

たは初めて認識された耐糖能異常であり､ 糖尿病合

併妊娠は妊娠前から糖尿病と診断されている女性が

妊娠した場合をいう｡ いずれにおいても､ 妊婦の高

血糖状態は母子双方にさまざまな合併症を生じる結

果となる｡ 母体には糖尿病性ケトアシドーシスの発

症や､ 網膜症・腎症の悪化を来し､ 産科的には流早

産等を起こしやすくなる１)｡ 胎児に関しては血糖値

の異常が高度の場合は､ 胎児発育遅延や子宮内胎児

死亡､ 軽度の場合には巨大児になりやすいなどの影

響がある１)｡ また妊娠早期に血糖値のコントロール

が不良の場合には､ 胎児奇形の発生頻度が高いこと

が知られている１)｡

近年､ 糖尿病の妊婦に対する血糖値の管理は以前

より徹底されてはいるものの､ 依然として正常者に

比較して､ ３－４倍程度の奇形児の出産が確認され

ている１)｡ 奇形児の発生原因についての報告は多数

あり､ 糖尿病による過血糖血症､ 低血糖血症､ 過ケ

トン血症２－５) ､ 遺伝子の突然変異６－７) ､ 代謝異

常８－10) に関する研究､ さらに胚培養による研究11－15)

などがある｡

我々は､ この奇形児発生の機構を明らかにするた

めに１型糖尿病モデル動物のnon-obese diabetic

(NOD) マウスを用いて､ 発生工学的あるいは組織

学的な研究を行ってきた16－24)｡ 発生工学的研究にお

いては､ 糖尿病を発症したマウスの受精卵を､ 糖尿

病未発症のマウスの仮親の子宮に移植した場合と､

糖尿病未発症のマウスの受精卵を糖尿病を発症した

マウスの仮親に移植した場合のどちらにも､ 奇形仔

の発生が認められたことから､ 母体の糖尿病環境が

仔の奇形発症に着床前期から深く関わっていること

が示唆された16)｡ また､ 組織学的検索の結果からは､

糖尿病発症母体の雌性生殖器官すなわち子宮の器質

的変化が認められており17)､ 吸収胚や奇形仔の発症

に強く関連することが示唆された｡ さらに､ 着床前

期および後期のマウスを染色体分析した結果､ 糖尿

病環境が､ 染色体異常とそれに伴う奇形児発生に影

響することが示唆されている18－20)｡

本研究では異常胚の奇形患部における細胞の染色

体分析を行い､ 正常部位の細胞との比較により､ 奇

形仔の組織学的異常と染色体異常との関連性につい

て比較検討することを目的とした｡
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２. 実験方法

１) 糖尿病発症NODマウスおよびSTZ誘発糖尿病

マウスにおける奇形部位の染色体分析

NODマウスは塩野義製薬㈱より分与され､ 島根

大学医学部実験動物施設で飼育､ 維持されたものを

用いた｡ NODマウスは生後４週令より自己免疫性

の膵臓ランゲルハンス島へのリンパ球浸潤いわゆる

膵島炎を発症し､ 生後15週令以降に顕性糖尿病を発

症する16－22)｡ 週１回グルコースプレテスト (和光純

薬製) で尿中のブドウ糖濃度を計測し､ 顕性糖尿病

を発症しているか否かを確認した｡ なお､ 200㎎/dl

以上の個体を糖尿病発症個体とした｡ 顕性糖尿病を

発症したNODマウス (以下NOD-DMとする) の雌

(生後15週令から25週令) を､ 未発症のNODマウス

雄 (生後12週令から30週令) と交配､ 翌朝膣栓を確

認し､ 妊娠０日とした｡ 妊娠12日目の胚の異常部

(外脳症部､ 神経管閉鎖異常部など) とそれ以外の

組織の中で正常部と認められる部位の染色体分析を

行った｡ 染色体標本は通常の空気乾燥法を用いて作

製し､ 分析はNesbitt and Francke25) の報告を参考

に行った｡

６週令のICRマウスを日本エルエスシー㈱から購

入し､ ２週間以上飼育後にICRマウス雄と交配させ､

雌マウスの膣栓確認後､ 330㎎/㎏のストレプトゾ

トシン (STZ) を腹腔内投与し22) STZ誘発糖尿病マ

ウス (STZ-DM) を作成した｡ NODマウスと同様

に､ 糖尿病発症はグルコースプレテストで確認し､

妊娠12日目の胚の異常部と正常部の染色体を分析し

た｡

なお､ 有意差検定にはt検定を用い､ いずれも５

％水準 (p＜0.05) を有意とした｡

２) 奇形胚における異常部位の組織学的検索

NOD-DMおよびSTZ-DMの妊娠12日目において

胚を採取し､ 10％ formalin neutral buffer solution

(pH 7.4､ 和光純薬製) で固定した｡ パラフィンに

包埋した胚を､ 厚さ５�の切片にし､ ヘマトキシリ

ン・エオジン染色を行い､ 光学顕微鏡にて観察した｡

３. 結果および考察

１) NOD-DM胚およびSTZ-DM胚における奇形部

位の染色体分析

NOD-DM に お け る 妊 娠 12 日 目 の 外 脳 症

(exencephaly) 胚の患部および正常部の染色体分

析の結果､ 患部の染色体の構造異常の発生率は､ 正

常部と比較して高い傾向がみられた､ また､ 数的異

常は､ 異数性異常 (aneuploidy) が高い頻度 (10.1
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％､ p＝0.088) で観察された (Table 1)｡ 異数性異

常の頻度が高いのは､ 仁形成部位連結によるものと

考えられ22)､ 初期胚の培養細胞においても同じ結果

が得られたことから24) も､ 糖尿病環境に起因するも

のと考えられる｡

STZ-DM胚における結果は､ NOD-DM胚の場合

と同様に構造異常の頻度が高く (p＜0.05)､ 患部に

おいて数的異常が有意に高い頻度で観察された (23.3

％､ p＜0.001)｡ 患部における異数性異常の発生率

はNOD-DM胚の場合とほぼ同じ発生率 (11.3％)

を示し､ 正常部の組織との間に有意な差異があった｡

また､ 倍数性異常 (polyploidy) は12.0％と高い頻

度を示し､ NOD-DMの場合 (1.2％) とは異なって

いた｡ 倍数性異常の多発する例として､ 胚の培養細

胞があり24)､ 培養それ自体による影響も大きいと考

えられるが､ 高濃度の糖およびケトン体存在下にお

いても発生率が高くなる傾向が観察された｡ STZ-

DM胚の場合は培養の影響は考えられず､ 糖とケト

ン体の影響が示唆される｡

以上より､ NOD-DMおよびSTZ-DM胚の結果は､

奇形患部 (外脳症 (Fig. 1, 2) および神経管閉鎖

不全症 (Fig. 3)) の部分に染色体異常の高い発生

率を示しており､ 原因か結果かについては､ さらな

る検討が必要とされる｡ しかし羊水中にむき出しに

なった外脳症などの患部の組織が高濃度の糖やケト

ン体に暴露されて代謝異常をおこし､ 二次的に染色

体異常がおこっているとも考えられる｡ また､

Table 1 に示すように､ NOD-DMの奇形胚の正常

部位は､ STZ-DM胚よりも高い異常率 (5.9％､ 1.9

％､ p＜0.05) を示しているが､ これはNODマウス

が自己免疫疾患をあわせもつことと関係する可能性

が考えられる｡ さらに､ 胚の培養細胞にみられた複

雑な構造異常は､ 生体においては異常部位および正

常部位ともにまったく観察されず､ 生体内に生じた

染色体異常細胞は生体内の制御を受けて､ 淘汰され

ていることが示唆される｡

２) 奇形胚における異常部位の組織学的検索

異常部位に観察された染色体異常の細胞は､ どの

ように組織形成に関わる異常を起こすのかについて

検索した｡ まずは､ NOD-DM (Fig. 1) およびSTZ-

DM (Fig. 2) 胚からの外脳症胚の間脳における組

織像の三層の神経上皮細胞層 (neuroepithelial

layer zone)､ 外套 (mantle zone)､ 辺縁 (marginal

zone) の長さは､ NOD-DM､ STZ-DMともに対照
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DM mother



のICRに比較して減少傾向がみられたが､ 著名な変

化はなく､ 対照のICRマウス正常胚にみられるもの

と同様に明らかに三層に分かれており､ 正常に分化

が進んでいるものと考えられた｡ これはPetersら25)

の報告と同じ結果であり､ 分化能をもった細胞が外

脳症胚の間脳の三層を対照の正常胚と同様に形成し

つつあった｡

また脊髄 (Fig. 3) においても､ ICRの正常胚と

同様に､ 神経管閉鎖不全の胚の組織像も､ 明らかな

三層構造が観察され､ 正常な分化が進んでいた｡

奇形部位の細胞分裂に正常部位と違いがあるか否

かを調べるために外脳症の間脳の神経上皮組織内腔

側面の分裂中の細胞を計測した｡ Table 2 に示すと

おりNOD-DMおよびSTZ-DM胚の異常部および正

常部は分裂中の細胞の率は約12％で有意の差はなく､

ほぼ同じ状態で発生が進んでいることが確かめられ

た｡ Lemireら26) は､ 糖尿病環境下におけるヒト胎

児の分裂中の細胞が少ないこと､ 細胞の増殖が異常

であることを報告しているが､ これらは観察されず

Lemireらの報告とは異なった結果であった｡

組織学的検索の結果､ 胚には正常化の能力があり､

染色体異常や代謝異常により細胞が損傷を受けても､

それらを排除して正常な細胞が後を埋めて修復して

いくのではないかと考えられる｡

４. 結語

１) NOD-DMおよびSTZ-DM胚の奇形部位 (外脳

症部および神経管閉鎖不全部) に染色体異常の高い

発生率が観察され､ 正常部位との間に有意の差が認

められた｡

２) 外脳症と正常胚の神経管を光顕的に比較検討し

た｡ 間脳の神経組織は三層に分化しており､ 内腔面

の細胞分裂の頻度にも差異はなかった｡
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１. はじめに

生活様式の多様化が急速に進み､ 社会的な問題と

して､ 人々の食事スタイルの変化や食に関する文化

的資産の継承 (人から人への伝統的食文化の継承等)

の衰退､ 食事の場を介した人と人とのあたたかな交

流の希薄さが指摘されるようになってきた｡ 特に､

家庭内での健全な心身の育成や健康の基盤作りの弱

体化は､ かなり周囲を慌てさせ､ 強い危機感を生み

出した｡ 平成17年には､ 食生活の見直しと健全なあ

り方に関する活発な議論を経て､ 食育基本法の制定

と施行に至った｡ 平成18年３月31日には､ これに伴

い食育推進会議によって食育推進基本計画が決定さ

れ､ 地域､ 家庭､ 教育現場での食育実践が開始され､

食の在り方の理論的知見と枠組み､ 実践のための方

法論等､ より成果のある食育活動が現在も模索され

ている｡

人間の社会的行動の重要な側面の一つは､ 食行動

にある｡ 社会的な場として人と人とを結びつける重

要な基盤として､ 地域やコミュニティの活性化にお

いても､ 十分役に立っていた｡ 食事場面に関連して

起こる種々の心理・社会的要因が､ 人々のコミュニ

ケーション成立の過程や個人や家族間の信頼関係､

関係の質 (親密さ) の構築にかかわることが知られ

るようになり､ 『食』 の､ 特に､ 社会的文脈の観点

がクローズアップされている｡

従来､ 国内外の食研究 (食行動と心理) では､ 摂

食時における関係性の影響や臨床面で問題となる摂

食障害といった 『食』 のネガティブな側面を中心に

した研究が多く見受けられる｡ 現状では､ そのポジ

ティブな側面の解明でさえ､ 未だ達成されておらず､

食と心理にかかわる多くの疑問に応じるほどの明確

な解答を持ってはいない｡

本研究では､ 人と人とを結びつけるポジティブな

意味での食事の機能や食行動､ 人々の心理・行動に

関心がある｡ 食事の社会的文脈を読み解き､ 人の行

動や人と人との相互の結びつきを､ 『食』 を通じて

考察する端緒として､ まず､ 食事場面の記憶とイメー

ジから種々の資料や情報の提供を試みよう｡
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２. 心理学領域における食行動研究の動向‐PsycINFO

による2000－2007年間の研究推移

1806年から現在までの心理学を中心とし､ その関

連領域の文献 (雑誌および書籍) を含むデータベー

スとして広く利用されているものに､ PsycINFO

(APA: American Psychological Association) が

ある｡ これはもともと刊行されている目録冊子､

Psychological Abstractsをベースにしており､ 論

文タイトル､ 要約､ キーワード等が組み込まれ､ 検

索手順によってある期間､ ある特定のテーマ､ 用語

等の絞り込みによって､ 研究者の求める文献にたど

りつくことが可能である｡

このデータベースを使い､ 最近､ 2000年から2007

年までの食に関する文献の研究動向や本研究に関連

する記憶の文献を調べてみた (2007年11月末)｡

全体の大きな枠組み､ Eating (キーワード検索)

でみると､ 11,264件程度である｡ より絞り込んだ食

行動 (Eating behavior) で取り上げると､ Eating､

Eating habits､ Eating Patterns､ FeedingPractices

に区分けされている (登録数2094件｡ ただし､ 人間

を対象にするものに限定｡ また､ FeedingPractices

は､ 2004年に Eating に繰り入れられた)｡

参考までに､ 他の区分､ 摂食障害 (Eating dis-

orders) は､ 3928件の登録件数である｡

従来､ 食に関するデータベース分析では､ 人間に

関する異常な食行動は圧倒的な多さの文献数である

という報告 (松田, 1997) があるが､ 現在も相対的

な多さという点では､ その傾向は幾分弱まったもの

の依然､ 継続されている｡

記憶 (memory) については､ 人間対象に制限し

ても､ 過去に膨大な蓄積があり､ 2000年から2007年

までの文献収録数もかなり多い｡ 近年では､ 記憶に

おける社会的特性に徐々に関心が向くようになって

きた｡

しかし､ この記憶領域の多数の研究文献と､ 食行

動との組み合わせとなると､ 極端に少なくなる｡ 最

新の2007年のところでは､ ある食べ物が人の注意､

記憶､ 学習にどう影響するか (Ingwersen, et al.

2007､ Soetens & Braet, 2007) を実験的に検証し

たものや､ 肥満者および適正な体重の青年の食べ物

(food) の手がかりに関する認知的プロセスの実験

的研究 (Soetens & Braet, 2007) 等の文献が見受

けられる｡ もっと細分化し､ 記憶の想起や自伝的記

憶に関する文献で組み合わせると､ 記憶での用語検

索と同様､ 登録数は極端に少ない｡

３. 印象に残る食事場面の記憶とイメージ

ここでは, 食の記憶 (印象に残る食事場面) とそ

の際の食事の相手､ 時期､ 状況および食事への意味

づけとの関連性について実施した調査研究を紹介し

よう｡

調査では､ 大学生を協力者 (2002年１月末実施)

に､ 印象に残る食事場面の記憶について､ いつ､ ど

こで､ だれと､ なにを､ どのように想起されたか､

それがどのような場面であったかを取り上げ､ その

他の関連する諸要因､ たとえば､ 食事相手との関係

性､ 時期､ 場所､ 状況など想起された食事場面に関

わる特徴的な要因を質問項目として加え､ また､ こ

の食事場面に関する一連のイメージや食事について

の個人的な意味づけ等の相互的な関連を調べた｡

方 法

1) 調査協力者

大学生 (教養課程) 86名｡

①性別の内訳 男性44名 (51.2％), 女性42名

(48.8％)

②年齢 平均19.2歳 (range:18－23歳, SD=.87)

③居住形態 自宅19.8％, 下宿75.6％, 寮4.7％

2) 回答方法

無記名｡

手続き

1) 調査内容

特に印象に残る ｢食事場面｣ や食事にまつわる思

い出の自由記述 (一つのみ)｡ 留意事項としては､

その際､ いつ､ どこで､ だれと､ なにを食べたか､

どんな状況だったかに沿って､ 想起してもらった｡

2) 想起された食事場面のイメージ評価

評価は標準的な４項目 (SD法：７ポイント､ 明

るい－暗い､ 暖かい－冷たい､ 楽しい－嫌な､ よい－

悪い) を用い､ 食事場面に関わりの深いと考えられ

るものを選定した｡
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3) 食事場面や摂食行動に関わる諸要因

食事の規則性や食事スタイル等､ 食事の習慣につ

いての簡単な項目への回答を依頼した｡ さらに､ 自

分にとって ｢食事｣ とは何か､ また､ 食事に関して

何か自分なりのこだわりがあれば自由に記述しても

らった｡

結果と考察

1) 想起された場面の時期､ 季節

印象深い食事場面として記述 (想起) された時期

は､ 自分のこれまでの人生のうちのどの部分であっ

たかを年代別にその分布を示した (Fig.1)

結果は､ 幼児期が極めて少ない傾向にあり､ 現在

を含む大学時代の食事の記憶が一番多く記述されて

いる｡

また､ 小学校時代が現在の大学時代についで多く

報告され､ 高校時代､ 中学校時代と続いている｡

想起された場面の季節は､ 一番多いのが冬の場面

であり､ 次いで､ 夏､ 春､ 秋の順となっている

(Fig.2-1)｡ 調査時期は､ 冬であるいうこと､ 協力

者が大学生であり､ 記憶が想起されるのが､ 『現在』

の時点に多分に影響されることを考慮すると､ ある

程度の予測がつく｡

2) だれとの食事か (関係性のカテゴリー)

家族・親戚 43.5％､ 友達 30.6％､ 知人 7.1％､

一人で (自分) 5.9％､ 複合カテゴリー (多人数)

10.6％, その他 2.4％｡ 複合カテゴリーは､ 種々の

関係性の人々の複合体として (例：パーティ､ 宴会､

コンパ､ OB会など20人以上) 構成される (Fig.2-2)｡

3) 食事の場所

家 (自宅) 34.1％､ 学校・大学 14.1％､ 店 (外

食) 37.6％､ 親戚の家 4.7％､ 旅行先 2.4％､ その

他 (外出先) 7.1％ (Fig.2-3)｡

4) 食事場面の記憶の非日常性

想起された場面が､ 自分にとって普段の生活の中

でのこと (日常) であったか､ それとも普段と異な

る､ いわゆる非日常であったかを判断してもらった

ところ､ 日常 37.6％､ 非日常 62.4％との回答を得

た｡ 印象に残る想起では､ 本人が非日常のこととし

て記憶しているものが多いとされているが､ 今回の

食事の記憶調査においても類似の傾向が見られてい

る｡ この日常―非日常の区分は､ 後述する食事のイ

メージ評価との関連で興味ある結果が得られている｡

5) 食事の規則性と普段の食事状況・習慣 (食事

スタイル)

普段の食事スタイルを判断するため､ 食事の規則

性について､ どちらともいえない､ を含む５ポイン

トで評価した (とても規則的－とても不規則 平均

3.64､ SD=1.03､ 最頻値４)｡ また､ いつも誰と食

事をすることが多いかの回答では､ 家族と一緒､

16.3％､ 友達や同僚と一緒 20.9％､ 一人で 55.8％､

恋人 3.0％､ その他 3.0％であった｡ この食事状況

(相手) と食事の規則性との関連で､ 状況間に､ p<.05

で有意な結果がみられ (F=3.42, df=2)､ その後の

検定では (Dunnett T3)､ 家族と一緒のグループ

は､ 友達や一人で食事するグループの間の比較で､

いずれも規則性の平均値が有意に高い (順に､ m=

4.21, m=3.33, m=3.54,p<.05)｡ 友達や一人で食事

するグループ間には有意な結果はみられない｡ 自分

にとって食事とは何か (意味) について､ 生きるた

め､ 栄養補給､ 健康維持といった生理的な要因をあ

げるほか､ 楽しみ､ コミュニケーションの場､ 落ち

着ける時間といった精神的機能面をあげて食事を位

置づける回答が多くみられる｡

6) 食事場面のイメージ評価との関連

①想起された食事場面とイメージ評価について

全体 (４項目：手続き 2) 参照) で､ 平均 23.0

(SD=6.03, range=4-28)､ 各尺度では､ 平均 5.71―

5.78の間に位置する｡ 居住形態別および性別間では､

いずれも有意な差はみられない｡

②食事場面の日常―非日常性とイメージ

全てのイメージに関して有意な差がみられ(p<.01)､

いずれの場合でも非日常の評価がより肯定的な結果

となっている (４項目順に､ m=5.09,6.19, t=-2.96,

df=46.8, m=5.13, 6.15, t=2.97, df=45.0, m=4.88,

6.21, t=-3.04, df=43.3, m=4.94, 6.25, t=-3.40, df=

47.7)｡ 食事場面の時期や季節､ 場所では､ 有意な

差はみられない｡

③食事相手がいる場合と一人の食事場面のイメージ

GLM (UNIANOVA) とその後の多重比較によっ

て食事状況の比較を行ったところ､ だれかとともに
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Fig.2-1 想起された食事場面の季節 (％)

Fig.2-3 想起された食事の場所・状況 (％)

Fig.2-2 想起された食事相手 (％)

Fig.1 印象に残る食事場面の記憶分布
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食事する場合では相互に有意な差はみられなかった

が､ 一人で食事する場面は､ イメージ評価の点で､

家族・親戚､ 友達､ 知人､ 複合カテゴリー間で有意

に異なる結果がみられる (Table.１)｡ 個別項目で

は､ ｢明るい－暗い｣､ ｢暖かい－冷たい｣ の尺度で､

他の全てのグループとの比較で､ 一人の食事場面が

より否定的なイメージで捉えられ(p<.01)､ ｢楽しい－

嫌な｣ では､ 知人との違いはなかったが､ その他の

グループ間で有意であった (p<.05)｡ ｢よい－悪い｣

ではその傾向がみられたにとどまったが (p<.10)､

いずれにせよ､ 一人の食事場面の想起が否定的なイ

メージと合わせ示されている｡

7) 食事場面の記述のキーワードとイメージ評価

Table.２に､ 自由再生された食事場面の記述を分

かち書きし, キーワードとしてリストアップした｡

結果的に､ この食事場面の調査サンプルでは､ ポ

ジティブー中立的な出来事が多くを占めることとなっ

た｡ ここでは､ 一部ではあるが､ 最も低いイメージ

評価 (平均) から､ 最も高いイメージ評価の例を順

にあげてある｡

印象に残る食事場面で評価が悪く､ 嫌悪的な感情

と共に想起された中には､ 食事中､ 常時怒られてい

た記憶と合せ再生されたもの､ 不安､ 緊張､ 孤独感

と自分のおかれている物理的状況 (一人でガランと
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Table２

自由記述のキーワード例 (分かち書き) と食事場面のイメージ



した部屋にいる) が記述されたもの､ 嫌いなものを

無理して最後まで食べさせられた記憶 (給食時間後

の食事) などがあげられる｡

興味深いのは､ もともと個人的に苦手なものをだ

れかに強制されて食べた経験が嫌悪的な感情と随伴

すると､ 極端にイメージ評価が低い場合が多い｡ し

かし､ 嫌いなものを食べる状況でも､ 周囲の対人的

な要因､ 例えば､ 先生にみてもらって食べるなど､

その際の周囲にいる人との関係性の質 (信頼､ 親密

さ等) によっては､ 必ずしも評価が低くならず､ 逆

に､ イメージ評価で高い傾向を示すケースがある｡

また､ イメージ評価の高い記述は､ 友人や仲間な

ど多数の人とともに食事する状況が多くあり､ 久し

ぶりの家族や親戚との再会や､ 家族の記念日等､ 日

常でない､ 特別な日の出来事の中の食事場面が並ぶ｡

ここに共通するのは､ 食事に付随する同席者同士

の会話や食事中の話の弾んだ様子を含む記述である｡

その他､ Table.２に掲載できなかったが､ 印象的

な食事場面として､ 摂食した食べ物のまずさ

(distaste)､ 食べ物の味や匂い､ 食べ物のテクスチャー

等から､ 以後､ 感覚的､ 感情的にその食材を嫌うきっ

かけとなった場面がいくつかあげられている｡ 例え

ば､ 食べ合わせなど､ 個々に摂食すればそれほどで

もないが､ 一緒に食べることで､ 口の中の感触等､

違和感が生じるもの (例えば､ 牛乳と納豆)､ 危険

性 (danger) を学習する―摂食したことでネガティ

ブな結果 (例､ 嘔吐) となったものなどが示されて

いる｡ いずれも食事場面における周囲との関わり､

社会的文脈の記述とともに再生されている｡

４. 総括

本研究の調査方法は､ 自由再生法 (Fromholt &

Larsen, 1991：1992) によっている｡ その利点は､

ある出来事を思い出すことで､ そこからまた別の出

来事が思い出され､ 次々と記憶の検索が行われ､ よ

りダイナミックな展開を見せる可能性にあるとされ

る｡ 一定の制約 (制限時間や数) はあるが､ 自由に

記憶を再生でき､ 時系列的に年齢とともに人の記憶

がどのように分布するのか､ さらにその記憶の構造・

検索メカニズムがどのようなものか等を探るためよ

く使用される｡

現在､ 記憶における社会的特性は､ 心理学､ 社会

学､ コミュニケーション､ 歴史や文化人類学を含む､

学際的領域の関心事に成長している｡ 思い出し､ 想

起することは､ 日常生活の重要な部分であり､ 想起

する際の選択の原則は､ 日常生活の社会的活動に由

来し､ 日常生活の要求に見合うように展開するとさ

れる (Shotter, 1990)｡

特に､ 人生における印象深い出来事など､ 個人の

過去におこった出来事や経験にかかわる記憶は､ 自

伝的記憶 (autobiographical memory) とされ､

日常記憶 (everyday memory：Neisser,1982) 研

究が盛んになった後､ 記憶領域の研究者の関心を集

めるようになった (高橋, 2006)｡

この人生の出来事の記憶の再生について､ その分

布を調べてみると､ ある一定の典型的な形状を示す

という指摘がある｡ つまり､ 多少の違いが生じると

しても､ 結果的には､ 類似の分布を見るのである｡

青年サンプルを使った､ Rubin､ GrothとGoldsmith

(1984) の研究では､ 言語的ラベル､ 写真､ におい

によって呼び起こされた記憶を比較し､ すべてのキュー

タイプ (cue type) で､ 類似の年齢分布を見出だ

し､ 自伝的回想の分布が幼年期記憶健忘､ レミニッ

センス･バンプ (reminiscence bump) や劇的な報

告の減少を含んだパターン後の親近効果 (recency

effect) が示されてきた｡ すなわち､ 最も初期の数

年の生活のうちに記憶の減少 (数) が報告され､ 10

～30歳の年齢の間に生じる出来事を不相応に覚えて

いるような自伝的な記憶のバンプが認められ､ その

後､ 記憶の分布が急速に下降し､ 記憶の機能が低下

する状態があるとされる (Berntsen & Rubin,2002：

Buchanan ら, 2005)｡

例えば､ 日本でも､ 人生の全期間に渡る自分の人

生の記憶を研究する中で､ 高齢者を調査の協力者と

した研究 (高田, 2002：2006､ 高田ら, 2005) では､

印象深かった出来事を思いつくまま記述するよう依

頼し､ 生起した年齢や時期を書き出してもらうと､

結果的に､ 20歳代前半の平均再数がやや少ないこと

を除けば､ 典型的な自伝的記憶の分布を示したとし

ている｡
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また､ この自伝的記憶研究では､ 感情との関連研

究で､ 情動的な覚醒と結び付けられた出来事を一層

鮮やかに覚えており､ 中立の出来事に比べ､ ゆっく

りと忘れられるとしている (Berntsen & Rubin,

2002：Conway, 2003)｡

学生 (平均20.8歳) を協力者とした研究 (高田,

2003) で､ 記述された出来事の情緒的評価 (５段階､

極めて快－極めて不快) の回答を整理した結果､ ど

ちらでもないが最も少ないU字型を示し､ 情緒的に､

特に印象深いものがその評価内容に関わらず思い出

しやすいとしている｡

最近になって､ より感覚的な､ 例えば､ 味ととも

に摂食時の重要な要素の一つでもある､ 匂いなど､

嗅覚的情報を手がかりにする研究で､ これまでの知

見と異なる見方を示す研究成果が提出されるように

なった｡

Willander, J. と Larsson, M. (2006) の研究で

は､ 人生全般に渡った記憶について､ ①嗅覚的に呼

び起こされた記憶の年齢分布が言葉と写真によって

合図された記憶とは違うかどうか､ また､ ②呼び起

こされた記憶の経験上の特質が異なったキューに関

して変化するかを調査した｡ 93人の高齢者が３つの

キュータイプ (言語､ 写真､ あるいは､ 匂い) の１

つを提示され､ この与えられたキューに対して､ ど

んな自伝的な出来事でも話すように頼まれた｡ その

結果､ 嗅覚の情報によって引き起こされた自伝的な

記憶が言語的､ および視覚的情報と結び付けられた

記憶より古かったことを見いだしている｡ また､ 匂

いによって呼び起こされた記憶がより強い感情と関

連づけられているとし､ 研究結果のパターンから､

この匂いによって呼び起こされた記憶が他の記憶の

経験と異なっているかもしれないと指摘した (同様

に､ Herz & Engen, 1996：Herz & Schooler,

2002)｡

食事場面の記憶には､ 食事内容 (食材､ 調理方法

等)､ 味､ 匂いなど､ 特に､ 感覚的な情報が埋め込

まれており､ 対人的情報や状況・環境的要因 (摂食

時) と輻輳し､ より複合的な記憶や特異なパターン

(例えば､ バンプや分布の形状､ 親近性の特徴など)

を引き起こす可能性がある｡ しかも､ その記憶の再

生の際には､ しばしば､ より強い情動を随伴させて

いる｡

現在まで､ 多くの自伝的記憶研究が､ 利用可能な

証拠として言語的な合図に偏向し､ その他のキュー

タイプが個人的な出来事の記憶にどのように影響を

与えるかについての認識が希薄だといわれる｡ 同様

に､ 記憶をたどる際に､ 限定された場面設定 (例え

ば､ 食事場面) において､ どのような違いがあるか

についての詳細な研究は､ 量､ 質ともに少ない｡

食事に関わる出来事の記憶の再生には､ 生理的な

(味覚・嗅覚等) 記憶の情報や､ その際の情動的な

喚起の経験がともなっている｡

味覚的情報に呼び起こされたものやその味覚的経

験を伴って想起される記憶についても､ 嗅覚情報に

関連する記憶が､ 他と比べ特異なパターンをみせ､

より情動的であるという報告がなされるように､ 従

来の一般的な記憶特性とは違った特徴を考える必要

があるかもしれない｡
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１. 戦後における過疎地域の歩みと過疎対策

1945年 敗戦｡ 食糧難が続く｡

1955年 燃料革命で､ 木炭や薪の需要低下｡ 高度経

済成長始まる (～74年)｡

1960年 農作業機械化で役牛が姿を消し始める｡

1963年 ｢38豪雪｣ で挙家離村に拍車がかかる｡

1964年 木材輸入の自由化開始｡ 以後段階的に関税

引き下げ｡

1970年 過疎法制定｡ コメ減反政策開始｡

1974年 オイルショック｡ 低成長へ｡

1988年 日米､ 牛肉・オレンジ輸入自由化に合意｡

1993年 冷害でコメ凶作､ タイ米など緊急輸入｡ バ

ブル経済の崩壊｡ ウルグアイラウンド交渉合

意､ コメ市場の部分開放など決まる｡

2000年 中山間地域等直接支払制度スタート｡

2001年 WTO新ラウンド開始｡ 平成の大合併本格

化 (～05年)｡

� 第１次過疎時代の過疎地域と過疎対策

1955年以降､ 日本経済の高度成長の過程で､ 農山

漁村を中心とする地方の人口が急激に大都市に流出

した結果､ 地方において一定の水準や地域社会の基

礎条件の維持が困難になるなど深刻な問題が生じた｡

いわゆる第１次過疎時代である｡ 特に北海道､ 東北､

中国､ 九州からの人口流出現象が顕著であった｡ 流

出人口は､ 京浜・中京・京阪・瀬戸内地帯という重

化学工業地帯を中心とする地域に集中した｡ 1973年

の第一次石油ショックまで人口流出は続いた｡ 人口

減少に起因する地域社会の諸問題に対処するため､

1970年に過疎地域対策緊急措置法が制定され､ 1980

年には過疎地域振興特別措置法が制定されたのであ

る｡ こうした国による過疎対策諸法の制定期を第一

次過疎対策期 (1970年代から1980年代) として位置

づけることができる｡

1965年から1980年にかけて変貌する日本の過疎地

域を生活調査手法で検討した ｢現代日本の山村生

活注１)｣ によれば､ 過疎地域における生活問題を､
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1970年の調査をもとに ｢総じてこれは産業､ 生活､

生活環境全般にわたる山村としての後進性をいかに

すみやかに克服するかの問題､ いいかえれば僻地性

の解消が重大問題だった｣ ととらえている｡ また､

1980年の同様の調査からは､ 過疎地域の農業生産力

の低下や生計維持のための雑多な公用労働依存の進

行を背景に､ ｢山村なるが故の問題とあわせ都市的

性格の実現維持にかかわる問題との重畳としてあら

われるところに特徴がある｣ としている｡ ｢現代日

本の山村生活｣ は､ 国の第一次過疎対策ではいっこ

うに解決されず､ 取り残されてきた過疎地域の住民

生活実態を示しているといえる｡

� 第２次過疎時代の特徴

1970年代から1985年頃までが第２次過疎時代とさ

れる｡ 第１次との相違点は､ 都道府県レベルでも､

市町村レベルでも人口減少が続いた第１次過疎時代

に対し､ 第２次過疎時代は市町村レベルでの人口減

少の継続に対し､ 都道府県レベルでは人口増加に転

じた点である｡ これまで吸引源となっていた東京で

人口減が始まるとともに､ 各地方都市が主な吸引源

となったことが特徴である｡

� 第３次過疎時代と過疎地域自立促進法

1986年以降は再び都道府県レベルでも市町村レベ

ルでも人口減少が進行する｡ まさに第３次過疎時代

といえる｡ この特徴は､ 北海道､ 東北､ 中・四国､

九州の各地方での人口流出が再び顕在化するととも

に､ 高度経済成長期の先導的・機軸的な人口吸収地

域であった東京に加え､ 大阪でも人口減少化が始まっ

たことである｡

この間､ 低経済成長という経済基調への変化の基

で､ 社会福祉・社会保障政策の原理原則の改変を含

む ｢規制緩和｣ が展開される｡ 具体的には消費税の

導入､ 年金・保険水準の実質的低下､ 教育費の国民

負担増など､ 国民生活の不安定化が促進され､ 日本

の経済構造転換が進められたのである｡ また､ 過疎

地域における生活の基礎的条件の整備と地域の自立

促進のために､ 当該地方公共団体自らの自主的努力

を求め､ 1990年に過疎地域自立促進特別措置法が制

定された｡ 自立促進法に基づき国においても財政､

金融､ 税制等総合的な支援措置が講じられてきてい

る｡ また､ 過疎化の防止と集落機能の維持のために

｢生産機能｣ と ｢その他｣ の集落維持機能の弱体化

に対する対策も講じられてきた｡

その主な対策の具体的な柱は､ ①若夫婦､ 就学児

童世帯､ あとつぎのいる世帯の減少を防止する対策､

②Ｕターン､ Ｉターン､ 新住民が入ってくるような

対策､ ③基幹的な農林業での収益悪化に対する対策､

④耕作放棄地・施業放棄林の増加防止対策､ ⑤外部

就労依存の対策､ ⑥65歳以上高齢者を50％以下に下

げる対策､ ⑦村祭りや伝統芸能などの担い手づくり

対策である｡ こうした従来の対策で果たして成果が

上がっているのであろうか｡

� 危機的状況にある過疎地域

総務省の ｢平成16年度版過疎地域の概要注２)｣ (以

下 ｢概要｣ とする) によれば､ ｢社会減の幅は縮小､

自然減の幅は拡大している｣ としている｡ また､

｢概要｣ では過疎地域の人口構成を､ 全国と比較し

20年以上先行した高齢社会となっているとしている｡

社会動態・自然動態の同時的マイナスは､ ｢高齢

化の進行に加えて出生者数そのものが少なくなって

世代交代が出来ないという絶対的な人口減少の時代､

地域の担い手そのものが存在しなくなるという厳し

い時代に入った｣ とし､ ｢これがさらに進めば､ 人

口減少→集落の自然消滅→自治体そのものの消滅､

という状況になりかねない｣ と警告を発している研

究者もいる｡ 過疎地域自立促進法が過疎地域の人口

減少に歯止めをかけられなかったどころか､ 過疎地

域の集落崩壊という危機的状況に対してもなんら効

果的対策を持ち得なかったのである｡

｢概要｣ では､ ｢過疎地域の財政力はきわめて脆

弱､ 産業・雇用は全国に比較して依然格差が見られ

る｣ としている｡

過疎地域を抱える県レベルでは､ 在宅離農､ 農耕

地の放棄や管理放棄林の拡大による農林業での収益

悪化､ 外部就労への依存進行､ 伝統的産業衰退､ 山

菜取りなどの減少など過疎地域の ｢生産機能｣ の低

下は深刻な問題として受け止められている｡ また､
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集落機能 (集落のもつ資源管理機能､ 生産補完機能､

生活扶助機能) が不全状態に陥り､ 機能維持困難に

至る集落が増えている｡

｢概要｣ では､ 水道普及率の格差､ 市町村道整備

水準の格差､ 福祉医療の格差､ 教育施設の格差など

全国の整備率との格差を示している｡

このように総務省の ｢概要｣ を見る限り､ 集落崩

壊は一層増加する傾向にあり､ 過疎地域の少子化・

高齢化は衰えを知らない急速な速度で進行している｡

過疎地域は未だに社会資源整備比率がきわめて低

いと言わざるを得ない｡ 集落移転や再編､ またUJI

ターン者・交流居住に期待を持たせるためには少な

くとも､ 安心して生活できる生活基盤の整備と医療・

教育・福祉施設整備が前提となろう｡

先に見た国土省による対策 (過疎地域自立促進特

別措置法1990年) では､ ｢過疎地域の再生｣ にかか

る対応策が示されたが､ しかしその効果は全く現れ

ていなく､ 再生にはほど遠い実態である｡

２. 過疎地域等における集落の実態

国土交通省はこのほど ｢平成18年度国土形成計画

策定のための集落の状況に関する現況把握調査｣ を

まとめ2007年２月に中間報告を､ ８月に最終報告を

発表した注３)｡ (以下 ｢平成18年度現況把握調査｣ と

する) これによれば､ 全国の過疎地域にある約62,000

集落の内､ ４％強にあたる2,641集落が高齢化など

で消滅する可能性がある｡ 内､ 422集落は､ 10年以

内に無くなる可能性があるという｡ 地域別では中国､

四国が多く､ いずれも500集落近くが消滅の危機を

迎えている｡ 同様の調査は､ 1999年にも実施されて

おり､ その時は､ 消滅の可能性のある集落は2,109

集落だった｡ また前回調査時点から今までに実際に

消滅した集落は､ 当時､ 消滅の可能性が指摘されて

いなかった集落も含めて191集落であった｡ 消滅原

因としては､ 住民の転居や死去などによる ｢自然消

滅｣ が57％で最も多く､ ｢公共工事による集団移転｣

が20％と続いている｡

前節で示したように､ これまで三次にわたって地

域の過疎化が進展してきたといわれている｡ 1995年

以降から限界集落化や集落消滅危機が声高に叫ばれ

ており､ 2000年代に入り集落の崩壊は一層拍車がか

かっている｡ これは第４次過疎時代の到来ともいえ

るのではないか｡

３. 限界集落住民生活調査の目的

｢限界集落というのは､ 量的には65歳以上の人口

が集落の半数を超えている集落注４)｣ である｡ その

行き着く先は集落消滅である｡ 集落は自治的共同的

な自律的社会集団という側面と同時に､ 集落間の共

同や地区・町村自治体・県の協力や支援という集落

外の社会関係で支えられている側面がある｡ 限界集

落においてはこの２つの側面が今後の集落再編や自

律的発展にかかわる重要視点であるといえる｡ これ

までの研究はいわば集落外部の福祉基盤と集落のか

かわりを整理したにすぎない｡ 本研究は､ 集落住民

の生活実態調査を通して､ 集落内部からの自律的発

展､ 再編の大きな流れの中で集落形態維持に必要な

要素を探り､ 住民の福祉的生活を確保するための方

策を検討するものである｡

４. 調査の対象と方法

① 対象となる限界集落の世帯数と住民数

島根県大田市温泉津町湯里地区６集落の全戸調査

(62世帯130名) 2006年８月実施

島根県浜田市金城町美又地区２集落の全戸調査

(33世帯62名) 2007年８月実施

② 限界集落に至る経緯と環境の変化について次の

内容を把握する

ａ､ 限界集落の定義 ｂ､ 限界集落に至る経緯

ｃ､ 対象市町村の現状 (地理､ 産業､ 交通､ 生活､

福祉､ 住民組織､ 合併問題等) ｄ､ 対象限界集落

の現状 (世帯構成､ 交通・地理､ 就業､ 生活､ 福祉､

住民組織)

③ 集落全戸調査の実施 (各戸聞き取り調査)

④ 住民懇談会の開催

⑤ 調査結果の分析

⑥ 調査研究報告書の作成と調査結果報告会の開催
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５. 項目別調査結果と分析

� 調査対象地域の高齢化状況

① 大田市温泉津町湯里地区の高齢化率

2005年９月30日現在の温泉津町内行政区別人口に

よれば湯里地区は全17集落､ 721人､ 315世帯､ 65歳

以上高齢者317人､ 高齢化率43.97％である｡

今回調査の湯里地区６集落の高齢化率

野田集落 13人､ ８世帯､ 65歳以上高齢者10人､

高齢化率76.92％

西垣内集落 37人､ 15世帯､ 65歳以上高齢者12人､

高齢化率32.43％

願成寺集落 16人､ ８世帯､ 65歳以上高齢者10人､

高齢化率62.5％

郷 集落 36人､ 18世帯､ 65歳以上高齢者10人､

高齢化率55.56％

老原集落 19人､ ８世帯､ 65歳以上高齢者８人､

高齢化率42.11％

矢滝集落 ９人､ ５世帯､ 65歳以上高齢者８人､

高齢化率88.89％

６集落合計 130人､ 62世帯､ 65歳以上高齢者68人､

高齢化率52.3％

② 浜田市金城町美又地区の高齢化率

2007年８月１日現在の金城町内行政区別人口によ

れば美又地区 全32集落､ 1,481人､ 542世帯､ 65歳

以上高齢者517人､ 高齢化率34.9％

今回調査の美又地区２集落の高齢化率

植松集落 47人､ 18世帯､ 65歳以上高齢者25人､

高齢化率53.19％

新原集落 33人､ 15世帯､ 65歳以上高齢者18人､

高齢化率54.55％

� 項目別調査結果と分析

① 世帯構成と高齢者

ａ､ 湯里地区６集落の世帯構成と高齢者

○調査対象世帯数は54世帯､ 不在のために２世帯の

世帯構成は不明であった｡

○独居老人世帯数は15世帯､ 27.7％である｡

野田集落 ①80歳 (女) ②83歳 (女) 西垣内集

落 ①71歳 (女) ②76歳 (女) ③76歳 (女) ④77

歳 (女) 願成寺集落 ①83歳 (女) ②84歳

(女) 76歳 (女) 郷集落 ①97歳 (男) ②70歳

(女) ③83歳 (女) ④入院中のため年齢不明 (女)

⑤不在のため年齢不明 (男) ⑥78歳 (男)

老人独居世帯には家族介護能力は全くないとい

える｡ そうした意味からも老人独居世帯は家族介

護限界点にあるといえる｡

○老人夫婦世帯は14世帯､ 25.9％である｡

野田集落 ①78歳・73歳 ②87歳・85歳 (妻は

入院中) ③82歳・75歳 西垣内集落 ①78歳・74

歳 願成寺集落 ①78歳・74歳 郷集落 ①73

歳・70歳 ②夫障害者のために未調査 ③88歳・

81歳 (妻は要介護２) ④65歳・妻の年齢不明 ⑤

78歳・76歳 (夫身障手帳２級) 老原集落 ①79

歳・73歳 矢滝集落 ①75歳・70歳 ②70歳・60

代後半 ③81歳・77歳

老人夫婦世帯の家族介護力は極めて低い｡ 85歳

の妻は入院中の為に87歳の夫が独居を続けている
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表１：湯里地区世帯構成

集落名

世

帯

数

老

人

独

居

老

人

夫

婦

老
人
と
子
供

老
人
夫
婦
と
子
供

老
人
含
む
三
世
代

夫

婦

夫
婦
と
子
供

独

居

不

明

野 田 8 2 3 2 0 0 0 0 1 0

西垣内 13 4 1 1 0 3 0 3 1 0

願成寺 8 3 1 0 0 1 0 1 0 2

郷 15 6 5 0 1 2 0 0 1 0

老 原 6 0 1 1 0 2 2 0 0 0

矢 滝 4 0 3 0 0 0 0 0 1 0

合 計 54 15 14 4 1 8 2 4 4 2



ケースや､ 81歳の妻 (要介護２) を88歳の夫がヘ

ルパー派遣などを受けて老々介護しているケース､

また､ 夫が障害者で妻が介護しているケースなど､

危機的状況の老人夫婦世帯が４ケース含まれてい

る｡ 妻や夫の介護負担は極めて重く､ 在宅介護を

維持できる状態ではない｡ そうした意味からも､

老人夫婦世帯は家族介護限界点にあるといえる｡

○老人と子どもの二人暮らし世帯は４世帯､ 7.4％

である｡

野田集落 ①78歳 (母)・不明 ②84歳 (父)・

56歳 (不明) 西垣内集落 ①78歳 (母)・45歳

(息子) 老原集落 ①85歳・不明

同居の息子の介護能力は極めて低い｡ また､ 娘

であっても日中は就労しており介護能力は低い｡

従って､ 老人と子どもの同居世帯は､ 家族介護限

界点にあるといえる｡

○老人夫婦と子どもの同居世帯は１世帯､ 1.8％で

ある｡ 老人を含む三世代同居世帯は８世帯､ 14.8

％である｡

○65歳未満夫婦世帯は２世帯､ 3.7％である｡ 65歳

未満夫婦と子どもの同居世帯は４世帯､ 7.4％で

ある｡ 65歳未満独居世帯は３世帯､ 5.5％である｡

○老人を含む世帯が43世帯で調査世帯数の82.6％を

しめる｡

ｂ､ 美又地区２集落の世帯構成と高齢者

○新原集落では不在の老人夫婦世帯が１件あった｡

(本表に算入済み)

○老人独居世帯 (５世帯)､ 16.6％である｡

植松集落 ①74歳 (男) ②86歳 (女) ③82歳

(女) 新原集落 ①89歳 (女) ②82歳 (女)

老人独居世帯には家族介護能力は全くないとい

える｡ また､ 本人が重介護を必要とする状態に陥っ

た場合は､ 施設入所が唯一の選択肢とされ､ 集落

外に転居することとなる｡

そうした意味からも､ 老人独居世帯は家族介護

最限界点にある世帯と位置づけられる｡

○老人夫婦世帯 (７世帯)､ 23.3％である｡

植松集落 ①82歳 (夫) 72歳 (妻) ともに通院

加療中 ②73歳 (夫) 69歳 (妻) 夫通院中 ③74

歳 (夫) 74歳 (妻) 夫要介護５であり退院したば

かり｡ 妻の介護負担は極めて重い｡

新原集落 ①71歳 (夫) 70歳 (妻) 夫婦で移送・

付添ボランティア ②77歳 (夫) 77歳 (妻) とも

に通院加療中 ③76歳 (夫) 74歳 (妻) 妻は認知

症にて介護サービス利用中､ 夫の介護負担は極め

て重い ④81歳 (夫) 77歳 (妻)

老人夫婦世帯の家族介護力は極めて低い｡ 植松

集落及び新原集落に見られる事例の通り､ 妻及び

夫の介護負担は極めて重く､ 在宅介護を維持でき

る状態ではない｡ そうした意味からも､ 老人夫婦

世帯は家族介護限界点にあるといえる｡

○老人のみの世帯 (１世帯)､ 3.3％である｡

植松集落 ①86歳 (弟) 91歳 (姉) 姉は通院加

療中

姉弟ともにかなり高齢のため介護能力があると

はいえない｡ そうした意味からも､ この世帯は家

族介護限界点にあるといえる｡

○老人と子どもの世帯 (２世帯)､ 6.6％である｡

植松集落 ①83歳 (母) 47歳 (息子) 母は要介

護２｡ 町内在中の２人の娘が分担介護中｡ 同居の

息子の介護能力は極めて低い｡ ②84歳 (母) 59歳

(息子) 息子の介護能力低い｡

○施設入所のため居住していない世帯は１世帯｡ 家

族が病院入院もしくは施設入所している世帯は３

世帯ある｡
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表２：美又地区世帯構成

集

落

名

世

帯

数

老 人 世 帯
65歳未満
世 帯

施

設

入

所

老

人

独

居

老

人

夫

婦

老

人

の

み

の

世

帯

老

人

と

子

供

老
人
と
子
ど
も
夫
婦

老
人
夫
婦
と
子
ど
も

老
人
夫
婦
と
子
供
夫
婦

老
人
含
む
三
世
代
同
居

老
人
含
む
四
世
代
同
居

夫

婦

夫

婦

と

子

供

独

居

植 松 17 3 3 1 2 2 1 1 1 1 0 0 1 1

新 原 13 2 4 0 0 2 0 1 1 0 3 0 0 0

合 計 30 5 7 1 2 4 1 2 2 1 3 0 1 1



ｃ､ 高齢化と介護限界

温泉津町湯里地区の６限界集落では独居老人と老

人夫婦世帯が29世帯53.7％を占める｡ 老人と子ども

の二人暮らし世帯を含めると33世帯61.1％をしめ､

家族介護能力限界点にある｡ また､ 金城町美又地区

の植松・新原両集落における独居老人・老人夫婦・

老人のみ・老人と子どもの各世帯は合計15世帯で全

世帯数の50％に相当し､ 家族介護能力が限界点に達

していると推察される｡ 限界集落における高齢者世

帯はそのすべてで家族介護能力が限界点に達してお

り､ 社会的介護の提供や準備を必要とする｡

② 高齢者の収入源は年金

ａ､ 湯里地区６集落の高齢者と主な収入源

○不明は調査拒否２世帯､ 不在３世帯､ 不明２世帯､

入院中１世帯であった｡

○年金収入は39世帯 (すべて老人世帯)､ 72.2％で

ある｡

○給与収入は６世帯 (５世帯は65歳以下世帯１世帯

のみ老人同居世帯) で11.1％である｡

○その他収入は１世帯 (65歳以下世帯預金取り崩し)

で1.8％である｡

○老人世帯は年金が収入源となっている｡ 年金額は

老齢基礎年金 (月額27,000円程度) が多く､ 年額

30万円に満たない独居老人世帯もある｡ 独居老人

世帯では一般的に年間70万円の年金だけで生活し

ている｡ 老人夫婦世帯でも年間140万円に満たな

い｡

○独居老人世帯15世帯､ 老人夫婦世帯14､ 障害者を

持つ世帯１､ 老人と子どもの二人暮らし世帯４の

計34世帯63％が経済的困難性を抱えている世帯と

推察される｡

ｂ､ 美又地区２集落の高齢者と主な収入源

○新原集落に､ 65歳未満夫婦世帯で夫が障害者福祉

年金受給､ 夫婦でアルバイト収入の世帯があった｡

(表では給与・賃金収入としている)

○老人はすべて年金を受給｡ 給与賃金収入は65歳未

満の者で構成された老人のいない世帯である｡

○生活保護受給世帯１､ 60歳の独居世帯｡ 通院・買

い物等医療生活支援に必要な拠点までの交通手段

整備を訴えている｡ 灯油代金の値上がり厳しい｡

台所の修繕費の捻出が出来ない等｡

○老人のすべては国民年金を受けている｡ 年金額は

老齢基礎年金 (月額27,000円程度) が多く､ 年額

30万円に満たない独居老人世帯もある｡

○65歳未満夫婦世帯であるが､ 夫は精神分裂病のた

め通院加療中､ 障害者年金と夫婦のアルバイト収

入で生活している世帯が１世帯あった｡ また､ 老

人夫婦と娘の同居世帯１は娘がパート賃金収入の

ため経済的困難性を抱える世帯といえる｡

○従って､ 経済的困難性を抱えている世帯は生活保

護世帯１､ 世帯主が障害者の世帯１､ 独居老人世

帯５､ 老人夫婦世帯７､ 老人のみ世帯１､ 老人と

子ども世帯・老人夫婦と子ども世帯４の合計19世

帯､ 63.3％が経済的困難性を抱えている世帯と推

察される｡

ｃ､ 高齢者と経済的困窮

○湯里地区６集落の生活圏は大田市に属する｡ 市役

所や病院は大田市にある｡ 約15キロ離れており､

病院へは湯里駅からバスもしくはJRを利用して
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表３：湯里地区主な収入

集落名 世帯数
主な収入源

不明
年金 給与 その他

野 田 8 7 1 0 0

西垣内 13 10 3 0 0

願成寺 8 5 0 1 2

郷 15 10 0 0 5

老 原 6 4 2 0 0

矢 滝 4 3 0 0 1

合 計 54 39 6 1 8

表４：美又地区主な収入

集落名 世帯数
老人の主な収入源

年金 生活保護 給 与 ・
賃金収入 その他

植 松 17 15 1
(60歳) 0 １

(施設入所)

新 原 13 9 0 ３
(65歳未満)

１
(不在･年金？)

合 計 30 24 1 3 2



大田市に向かう｡ 個人医院や役場支所は温泉津地

区にある｡ 約10キロがなれており､ 湯里駅からバ

スもしくはJRを利用する｡ 湯里駅周辺には公民

館､ 日用品販売店､ 農協支所､ 郵便局など生活関

連施設があるが､ 集落から湯里周辺まで約３～５

キロ離れており､ しかも狭い急坂な道路のため､

老人は交通機関がなくては外出は不可能な状態で

ある｡ 大田市までタクシーでは往復１万円､ 温泉

津までは５千円以上必要となる｡

○願成寺､ 野田､ 西垣内､ 矢滝などの集落では簡易

水道はなく､ 各戸で水を引いている｡ 激しい風雨

の後は落ち葉が重なり水源場は使用不能になる｡

老人にとって修理は辛い仕事である｡ 山水を引く

管理費は当然自己負担となり､ 一定の補修費が必

要となる｡

○願成寺集落８世帯の内､ 自家用の米を栽培してい

るのはわずか１世帯のみである｡ 他の世帯は田畑

を高齢のため放棄している｡ 従って鳥獣被害が激

しく､ その管理は困難を極める｡ 少ない年金生活

ではあるが､ 出費は米・野菜・日用品から電気代・

ガス代に至るまでかさんでくる｡

○金城町美又地区２集落の生活圏は江津市に相当す

る｡ 通院・買い物等医療や生活に必要な拠点まで

８キロから10キロはなれており､ バスの通う５キ

ロ先の跡市まで歩くかタクシーを利用する｡ 江津

までタクシー利用往復１万円必要で現金支出とな

る｡

○介護保険制度の改定により在宅サービス利用に定

額負担が導入され､ 利用回数の低い世帯では割高

となった｡ また､ １割負担も現金支出となり負担

感が増している｡

○光熱水費 (電気代・簡易水道維持費・ガス灯油代)

などの現金支出負担は大きい｡ また､ 社協会費､

老人会費､ 近隣の冠婚葬祭時のつきあい費など､

現金支出も当然負担しなくてはならない｡

○湯里地区６集落34世帯と美又地区２集落19世帯の

計53世帯､ 63.1％が経済的困窮性の高い世帯とい

える｡ 限界集落では全世帯数の2/3超に相当する｡

③ 他出子

ａ､ 湯里地区６集落の他出子

○他出子がいる世帯は42世帯78％である｡ 不明内訳

は12世帯 (調査拒否２､ 不在４､ 調査不能１､ 入

院１､ 不明４)｡

○他出先は島根県大田市､ 島根県内､ 広島県内､ 近

畿地方が多い｡

ｂ､ 美又地区２集落の他出子

○他出子のいる世帯は23世帯で､ 75％に相当する｡

○他出先は､ 広島県・島根県が多く､ 続いて近畿地

方となっている｡

ｃ､ 高齢者の福祉課題と他出子

○湯里地区６集落､ 美又地区２集落の計８集落にお

ける他出子のいる世帯総数は65世帯77.2％であっ

た｡ ただし不明世帯数14世帯においてもそのほと

んどに他出子がいることが推察される｡

○廃屋や荒廃林､ 荒廃耕作地がめだつ｡ 残された土

地や山林・農耕地をどのように受け継ぐのか課題

である｡

○不在地主化にともない､ 高齢者の様々なストック
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表５：湯里地区他出子

集落名 世帯数 他出子が
ある世帯 不 明

野 田 8 8 0

西垣内 13 9 4

願成寺 8 5 3

郷 15 11 4

老 原 6 6 0

矢 滝 4 3 1

合 計 54 42 12

表６：美又地区他出子

集落名 世帯数
他出子がある世帯

他出子あり 不明

植 松 17 14 0

新 原 13 9 １ (不在)

合 計 30 23 １ (不在)



(文化的・精神的・物質的) をどのように地域に

受け継ぐか課題である｡

○共有財・共同財としての山林・田畑をさらに概念

的に拡大し､ 残った集落民と他出子が共同で保存・

維持・管理する方策の検討が求められている｡

④ 高齢者と福祉サービス

ａ､ 湯里地区６集落の高齢者と福祉サービス

○介護サービス受給世帯は７世帯､ 12.9％である｡

妻が入院中と本人 (女) が入院中の２ケースがあ

るが､ 介護保険関連施設入所中という事例は聞か

なかった｡ 西垣内集落では､ 週一回デイサービス

に通所｡ 願成寺集落では家事援助型のヘルパー派

遣１世帯と､ デイサービス通所 (要支援２) であ

る｡ いずれも独居老人｡ 郷集落では97歳男性がヘ

ルパーの派遣を受けていた足が不自由なため家事

援助を受けている｡ また､ 78歳男性が同じくヘル

パー派遣と給食の配食サービスを受けている｡ い

ずれも独居老人である｡ また､ 妻が要介護２で夫

が介護者の世帯では在宅介護サービス (ヘルパー

派遣とデイサービス通所) を利用している｡ 老原

集落では老人と息子の世帯であるがヘルパー派遣

を受けている｡

○その他サービス (ミニデイサービスや給食サービ

スなど) 受給世帯は15世帯､ 27.7％である｡ 野田・

西垣内の集落にはミニデイが行われており積極的

参加が見られるが､ 他の集落では不参加やミニデ

イの未実施がみられる｡ 特に矢滝集落や願成寺集

落は他の集落とは離れており､ 戸数も少ないため

にミニデイの開催方法や交通手段を検討する必要

がある｡

○福祉サービスを全く受けていない世帯は27世帯､

50％であった｡ 集落間が狭隘な坂道や地理的に離

れているために福祉サービスを受けにくい状況に

あることが窺える｡

ｂ､ 美又地区２集落の高齢者と福祉サービス

○施設サービス利用者は植松集落にて１世帯あり､

自宅は不在のままである｡ 同じ集落の98歳 (男)

は老人保健施設に入所中､ 妻は在宅で独居となっ

ている｡ 要介護１で訪問看護とヘルパーのサービ

ス受給中だが４日前から､ 腰が痛く動けない状態｡

介護者もいなく孤立感は増している｡ 新原集落の

87歳 (男・要介護４) は一昨年から老人保健施設

に入所している｡ 自宅には娘夫婦が (夫71歳妻70

歳) がおり､ 自宅介護の困難性を話していただい

た｡ 同じ新原集落では浜田の病院退院後近隣に施

設入所先がなく広島県の大朝の病院に入院してい

る80歳 (女) の方がいる｡ 浜田市内では介護保険

関連施設への待機者は70名を越えるという｡ 従っ

て､ 両集落では施設介護サービス受給世帯は３世

帯｡ 治療と介護のために病院入院世帯は１世帯で

ある｡

○在宅介護サービスは社協経営のさんあいホーム

(ケアマネ及びヘルパー派遣とデイサービス) を

利用する世帯が８世帯ある｡ 江津の訪問看護を利

用する世帯が２世帯ある｡ 浜田のヘルパー派遣事

業を利用する世帯が１世帯ある｡ 総じて在宅サー
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表７：湯里地区福祉サービス

集落名 世帯数

サービス受給

不明介 護
サービス

そ の 他
サービス

野 田 8 0 5 0

西垣内 13 1 7 0

願成寺 8 2 1 2

郷 15 3 2 4

老 原 6 1 0 0

矢 滝 4 0 0 1

合 計 54 7 15 7

表８：美又地区福祉サービス

集落名 世帯数

サービス受給

在

宅

介

護

サ

ー

ビ

ス

施

設

介

護

サ

ー

ビ

ス

そ

の

他

の

福
祉
サ
ー
ビ
ス

不

明

植 松 17 4 2 2 0

新 原 13 4 1 5 １
(不在)

合 計 30 8 3 7 １
(不在)



ビスの利用については評価されているが､ デイサー

ビスの利用回数が少ないこと､ 民間のホームヘル

プ派遣への不満､ 介護保険以前のヘルパーによる

声かけ訪問の復活を望むこと､ 入浴サービスの充

実など要望がでている｡ 現在の金城町での在宅サー

ビスでは要介護３～５までの重度者 (植松集落に

１世帯) は在宅継続は難しいと考えられる｡ また､

新原集落では認知症の妻を夫が介護している世帯

があり､ 在宅介護の限界点に達している世帯と考

えられる｡ 金城町内では重度者の在宅ケースはな

く､ 短期入所を何回もつないで施設入所待機をし

ている｡

○その他サービスは①いきいきサロン利用は新原集

落５世帯､ 植松集落２世帯の７世帯である｡ 植松

集落の２世帯は現在では利用していない｡ また､

食事サービスもあったが現在は行っていないとい

う｡ ②外出支援では美又診療所まで通院支援のバ

スが両集落に来る｡ 浜田・江津まで通院バスを希

望する｡ ③生活支援で自家用車を使いボランティ

アが外出支援を行っている｡ 利用実態は把握でき

ていないが､ 車を所有しない老人夫婦や独居老人

世帯が利用している｡

○月々の費用負担がかかることを理由に緊急通報装

置をとりやめた世帯が２世帯あった｡

○日常生活支援 (外出支援・買い物・掃除・草取り・

緊急時対応等) の限界点に達している世帯は老人

独居世帯５､ 老人夫婦世帯の内で車を保有しない

世帯３あった｡ 従って30世帯中８世帯27％が日常

生活支援限界世帯となる｡

ｃ､ 限界集落における高齢者福祉サービスのあり方

○湯里地区６集落における在宅サービスによる在宅

介護の限界点に達している世帯は､ 介護サービス

受給世帯７と入院中の２世帯､ 障害者が同居する

世帯２の合計11世帯20.3％である｡ また､ 美又地

区２集落における在宅介護サービスによる在宅介

護の限界点に到達している世帯は､ 施設入所世帯

３､ 重度者世帯１及び認知症老人のいる世帯１で

ある｡ 在宅介護限界世帯は５世帯で16％である｡

○８集落合計すると16世帯19％が在宅介護限界世帯

である｡

○住民の生活圏拡大に伴う､ サービスの未配達又は､

交通手段の未整備による住民とサービスが未連結

となっている｡ 福祉サービスのネットワークを誰

が (行政は遠くなっている) どう結んでいくのか

検討課題である｡

○また合併による行政サービスの縮小｡ 福祉制度の

一元化による､ サービス低下｡ 福祉バスの運行や

タクシー利用料割引制度がなくなっている｡ 助成

の再開や新しい交通システム整備を早急に検討す

る必要がある｡

○介護保険料や利用料の負担増により､ 介護サービ

スを受けたくても受けられない状況がみられる｡

所得保障とともに負担軽減策を積極的に導入すべ

きである｡

○以上の状況から､ 限界集落では施設サービスへの

要望が高まっている｡ 一方在宅サービスが伸び悩

んでいる｡ 20％近い在宅介護限界世帯への対応策

を整えるとともに､ 十分な量と質の保障された在

宅サービス提供のあり方が求められている｡

⑤ 限界集落における生活困難性

ａ､ 湯里地区６集落の高齢者と生活困難性

○買い物や通院など外出が不便とした世帯が21世帯

で､ 38.8％ある｡ 総回答数は42件であり､ その50

％が外出不便をあげている｡

○生活圏は大田市に属する｡ 市役所や病院は大田市
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表９：湯里地区生活困難

集

落

名

世

帯

数

経

済

困

窮

孤

独

感

住

居

問

題

買
物
通
院
外
出
不
便

山
林
農
地
管
理

食
事
掃
除
家
事
困
難

積

雪

被

害

鳥

獣

被

害

生

活

道

管

理

野 田 8 0 0 1 2 1 2 0 0 0

西垣内 13 0 0 0 6 1 0 0 1 0

願成寺 8 1 1 1 4 0 0 1 0 0

郷 15 0 1 1 7 1 0 1 0 0

老 原 6 0 1 0 1 1 1 2 0 0

矢 滝 4 0 0 0 1 0 0 0 1 1

合 計 54 1 3 3 21 4 3 4 2 1



にある｡ 大田市までタクシーでは往復１万円､ 温

泉津までは５千円以上必要となる｡ タクシー割引

制度が合併によりなくなり､ 外出不便を感じるこ

とが多くなっている｡

○続いて､ 山林や農地に管理が高齢のために出来な

い､ 積雪時の被害､ 修復が出来ないがそれぞれ４

世帯､ 7.4％である｡ 総回答数に対しては9.5％と

なる｡

○高齢により山林農地管理が難しくなっている｡ 山

林・農耕地は荒廃し､ 先年の大雨の被害により生

活道路にも影響がでている｡ 個人所有地といえど

も行政や民間による管理手法を検討する必要があ

る｡ 残念ながら営農組合などは無い｡ また､ 雪害

は少なくなっているが､ 冬場の凍結は狭隘急坂な

生活道に大きな影響を与えている｡ 老人の外出阻

害の要因となっている｡

○続いて､ 孤独感を訴える者､ 住居に不安を抱える

者､ 食事や掃除など家事に不安を抱える者がそれ

ぞれ３世帯5.5％である｡ 総回答数に対しては7.1

％となる｡

○孤独感を訴えている２世帯は独居老人世帯である｡

また､ 三世代同居世帯においても話し相手がいな

いと孤独感を訴えているケースもある｡ 同じ集落

内の老人同士のコミュニケーションの場が求めら

れる｡ 独居老人世帯は声には出さないが､ ほぼす

べてが孤独感を持つのではないか｡ 緊急通報装置

については設置世帯は皆無であった｡ 行政からの

整備計画は本町にはなかったのであろう｡ 緊急時

対応策が望まれる｡

○庭や室内掃除や家事援助を独居老人２世帯が困難

性を示している｡ 息子と同居している老人世帯も

１世帯同様に生活困難性を示している (ヘルパー

派遣世帯だが､ 回数を増やす必要あり)｡ いずれ

も高齢により日常生活上の困難性が増してきたも

のと思われる｡

○続いて､ 鳥獣被害が２世帯､ 3.7％である｡ 総回

答数に対しては4.7％となる｡ 願成寺集落では田

畑を耕作している世帯はわずか１世帯になった｡

町からの鳥獣被害対策用電柵に対する補助は３世

帯が合同して申請しなければ受け付けないという

厳しいもの｡ 集落内では農耕地や山林が荒廃し鳥

獣の出没回数が年ごとに増えている｡ 電柵をしな

くては個人所有地のみならず集落にとっても被害

が出る状況である｡ １世帯でも助成可能な対応策

が急がれる｡

○続いて､ 経済困窮､ 生活道路の補修管理がそれぞ

れ１世帯､ 1.8％である｡ 総回答数に対しては2.3

％となる｡ 経済困窮を訴えている独居老人は､ 障

害者手帳保持者でもある｡ 最低生活保障の充実が

望まれる｡ 生活水準は都会より低いかもしれない

がわずかの年金ではゆとりのある生活は営めない｡

限界集落での生存､ 生活の有価値性を再認識し､

生活権と生存権を保持できる社会保障を徹底すべ

きではないか｡ 生活道路補修については前回の洪

水被害の後遺症が残っていることを示している｡

○生活困難性に回答しなかった世帯は､ 植松集落で

は６世帯｡ 新原集落では６世帯であり､ いずれも

65歳未満夫婦世帯か多世代同居世帯である｡ 一方､

何らかの生活困難性を示した世帯は17世帯59％で

半数を超える｡ 今回示された延べ37件の生活困難

性は高齢者に特有の困難性であるとともに､ 限界

集落化している中山間地域の社会的生活困難性と

して理解し､ 集落を単位として行政による社会的

解決策を図るべきであろう｡

ｂ､ 美又地区２集落の高齢者と生活困難性

○生活保護世帯では灯油の値上がりなど生活費用の

捻出に苦慮している (１世帯)｡ 夫が精神障害者

の夫婦世帯では､ 年金とアルバイトでは経済的に
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表10：美又地区生活困難

集

落

名

世

帯

数

経

済

困

窮

生

活

経

費

の

負

担

増

孤

独

感

住

居

問

題

買

物

通

院

外

出

不

便

外
出
支
援(

付
き
添
い
な
ど)

山

林

農

地

管

理

食

事

掃

除

家

事

困

難

庭

や

道

路

の

草

取

り

緊
急
時
の
対
応(

救
急
車
含
む)

風

雨

積

雪

被

害

不

安

生

活

道

管

理

不

明

植松 17 0 1 1 4 3 2 1 3 2 1 0 0 0

新原 13 1 0 1 1 2 1 1 4 1 0 2 1 １
(不在)

合計 30 1 1 2 5 5 3 2 7 3 1 2 1 １
(不在)



苦しいこと､ 転居も検討している (１世帯)｡

○孤独感を示されたのはともに独居老人 (２世帯)

である｡ 外出はデイサービスセンターと通院に限

られる｡ 家への来訪者はへルーパーである｡ 福祉

委員や外出支援ボランティアの見守りはあるが他

人との接触の機会はきわめて少ない｡ 精神的なケ

アの必要性は高い｡ 以前はヘルパーが声をかけて

いてくれていたが介護保険制度になってそうした

ことがなくなったことを嘆く声も聞かれた｡

○日常生活支援上の生活困難 (延べ18件) として､

買物・通院など外出の不便さ (５世帯)､ 外出支

援・付き添いの必要性 (３世帯)､ 食事作りや室

内の掃除など家事困難性 (７世帯)・庭や道の草

取り (３世帯) となっている｡ いずれも独居老人

世帯もしくは老人夫婦世帯が多い｡

○買物通院不便は跡市まで４から５キロ､ 美又まで

５キロ程度かかり､ 三世代同居世帯では子ども車

に同乗し受診し､ 買物は子どもに買ってきてもら

うのが一般的｡ しかし受診の不定時性や買物では

自分の好みのものを行いたい希望が高く､ 子ども

の車への同乗は限定され､ 外出の不便さはかわら

ない｡

○外出時に付き添う外出支援は独居老人世帯には欠

かせない｡ 同じ集落内に外出支援 (外出支援に自

家用車を出し､ 付き添いも行うボランティア) が

ある｡

○家事援助はヘルパー業務として利用者世帯には提

供されているが､ その提供量が不足していたり､

介護保険認定外の独居老人世帯や老人夫婦世帯に

おいても家事困難性を示している世帯がある｡

○庭や道の草刈りの困難性を示す世帯は､ 独居老人

世帯や老人夫婦世帯に多い｡ 集落内の比較的若い

世代がボランティアで草刈りをしているのが実情

である｡

○高齢化による足腰の虚弱化から､ トイレ風呂の改

修､ 段差の解消のための住宅改修の必要性を示し

ている (５世帯)｡ 高齢化しても住み続ける意志

を強く持ち住居改善の費用援助を希望している｡

○緊急時の対応は独居老人世帯 (１世帯) から示さ

れた｡ 合併前では､ 金城町の負担によって緊急通

報装置が独居老人世帯に配置されていた｡ 合併後

民間会社に運営委託され､ 費用経費の自己負担が

始まり多くの独居老人世帯は装置を取りはずした｡

代換えの対応策が望まれている｡ これまで､ 救急

車を呼んでから病院到達まで２時間かかったとい

う例がある｡ 集落への進入路を間違えたものと思

われるが､ 集落の医療生活圏は江津市であり､ 病

院は江津市の方が近い｡ ｢旧金城町が浜田市に合

併されているので､ 浜田市から救急車をよぶこと

なる｣ とする行政側の見解に対し､ 疑問視する集

落住民の声が聞かれる｡ 住民の医療や生活圏域を

重視した緊急時対応策を明示した現実的解決が急

がれる｡

○山林管理・生活道路の管理 (延べ３件)｡ 営農組

合による高齢者の稲作支援は高い評価を受けてい

る｡ しかし､ 山林や耕作地の荒廃は目立っている｡

生活道路は車一台がやっと通える程度｡ バスの運

行は困難でマイクロバスが何とか走れる｡ 災害な

どにより生活道が寸断した場合は集落の孤立化が

懸念される｡

○最近は少ないが雪害や風雨被害時の不安 (２世帯､

いずれも独居老人世帯) を示している｡ 山間地の

ために急勾配の傾斜地に住居があり､ 凍結時の外

出はとても危険｡ 特に高齢者はこれまで風雨豪雪

被害を経験しており､ 今でも不安が絶えない｡

ｃ､ 高齢者の生活ニーズ

○なぜ限界地に住み続けるのか｡ 湯里地区の住民の

多くは出稼ぎ者であった｡ 男性は左官や大工､ 女

性は女中として都市での労働に従事｡ 出稼ぎ者が

何らかの理由でＵターンし､ 古里で帰っている｡

もしくは長男で農家を継承している｡ 限界集落住

民に共通することだが､ 古里で生活をする安心感

や帰属性を住民がもっている｡ また､ ヨヅクハデ

や石見神楽など伝統文化にたいする地域性保存継

承意識も強く感じられる｡

○一人暮らし高齢者の割合が島根県東部よりも西部

は圧倒的に高い｡ (05年国勢調査結果から)｡

○介護サービスは受けたくても受けられない｡ 介護

保険料や利用料のなど､ 年金からの天引きや現金

支払いが経済的負担増となって利用の際の壁となっ
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ている｡ 福祉サービス・医療サービスは費用負担

を伴わないように制度を再検討すべきではないか｡

○年金が唯一の現金収入｡ そこから近隣との関係を

維持するための冠婚葬祭にかかる費用負担が生活

を圧迫｡ 独居老人世帯は田畑を高齢のため放棄し

ている｡ 従って鳥獣被害が激しく､ その管理は困

難を極める｡ 少ない年金生活ではあるが､ 出費は

米・野菜・日用品から電気代・ガス代に至るまで

かさんでくる｡ 年間40万円に満たない年金生活で

はぎりぎりの生活といえる｡ 人としてゆとりのあ

る生活にはほど遠い｡

○利用者の絶対数の減少と生活圏の拡大化によりサー

ビス提供体制が極めて希薄になっている｡ 従って

限界集落内において普通の生活を営むことに困難

性を示す｡ 保育所､ 学校､ 医療､ その他の社会サー

ビス圏域の広域化とサービスの浸透連結をどう図っ

ていくのか､ 具体的かつ緊急に検討をしなくては

いけない｡

○都市部では行政の切り落としたサービスをNPO

法人などが肩代わりして､ 急速にその数が増加し

ている｡ 反面､ 中山間地域にはNPOの設置は少

なく､ 限界集落では行政サービスの切り捨てが直

接的に住民に影響を及ぼしている｡

⑥ 高齢者の政策要望

ａ､ 湯里地区６集落の高齢者と政策要望

○その他 ｢都市交流の推進｣､ ｢弱者から募金・寄付

金・介護保険料などの徴収をやめて欲しい｣ など

があった｡

○移動手段の確保が31世帯､ 57.4％であった｡ 総回

答数は97件であり､ 31.9％である｡ 具体的には福

祉バスの巡回やタクシー補助制度の復活である｡

平成19年８月30日に開かれた調査報告会の席上で

地区社協会長は住民のアクセス確保のために ｢予

約乗り合いタクシー制度｣ を行政とともに検討し

ている旨発言があった｡

○続いてタクシー助成の再開が23世帯､ 42.5％であっ

た｡ 総回答数に対して23.7％である｡

○続いて有害鳥獣対策が18世帯､ 33.3％であった｡

総回答数に対して18.5％である｡ 現在３世帯合同

で申請した場合に助成する制度であるが､ 単独申

請にも助成制度を適用できるように緩和して欲し

い｡ 集落単位で検討すべきことでもあろう｡

○続いて福祉の充実が７世帯､ 12.9％であった｡ 総

回答数に対して7.2％である｡ 在宅介護サービス

を利用しやすくすること､ 施設入所も可能にする

こと､ 経費負担を軽減することなどが望まれる｡

○続いて農地保全対策が５世帯､ 9.2％であった｡

総回答数に対して5.1％である｡ 集落単位で対応

策を行政側にも検討してもらいたい｡ また､ 営農

組合の設置についても検討して欲しい｡

○続いて高齢者の生きがい､ 社会参加の対策､ 及び

商工業の振興がそれぞれ４世帯､ 7.4％であった｡

総回答数に対して4.1％である｡ いずれも老人に

対する生きがい・社会参加・就労の場を確保する

ことを要望するものである｡ 基幹的拠点として湯

里地区に必要と思われる｡

○続いて集落拠点整備による集落活性化対策が２世

帯､ 3.7％であった｡ 総回答数に対して2.0％であ

る｡ 具体的には集会所の整備､ 特に高齢者向けに

改修やミニデイ利用のための増築などである｡ い

ずれの集会所も老朽化しており､ 集落の拠り所を

整備することは急務であろう｡

○続いて電動三輪車購入助成､ 住宅改造助成､ 医療

の充実がそれぞれ１世帯､ 1.8％であった｡ 総回

答数に対して1.0％である｡
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表11：湯里地区政策要望

集
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世

帯

数

タ
ク
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助
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再
開

移
動
手
段
確
保

電
動
三
輪
助
成

住

宅

助

成

集
落
拠
点
整
備
活
性

有
害
鳥
獣
対
策

農
地
保
全
対
策

医

療

の

充

実

福

祉

の

充

実

生
き
が
い
社
会
参
加

商
工
業
の
振
興

野 田 8 4 3 1 1 2 2 1 0 0 0 0

西垣内 13 6 11 0 0 0 7 0 0 2 2 2

願成寺 8 4 4 0 0 0 3 2 0 0 0 0

郷 15 7 8 0 0 0 3 1 1 1 1 1

老 原 6 2 4 0 0 0 1 1 0 3 1 1

矢 滝 4 0 1 0 0 0 2 0 0 1 0 0

合 計 54 23 31 1 1 2 18 5 1 7 4 4



ｂ､ 美又地区２集落の高齢者と政策要望

○最も多い要望は移動手段の確保 (17世帯) である｡

植松・新原集落住民の医療生活圏域は江津市であ

り跡市がもっとも近距離に位置する町である｡ 浜

田市金城町内では美又が最も近い町である｡ それ

ぞれ４から５キロ程度離れている｡ 集落の高齢者

の要望は商店や診療所としては美又に､ 福祉施設

は雲城まで､ 医療施設は江津市に､ 商店は跡市へ

通うことのできる福祉バスや福祉タクシーを巡回

(週に数回でもよい) してほしいと要望している｡

また､ 地区社協ではボランティア組織で高齢者の

外出支援用車両の手配を行っており､ 保険や運行

会社との調整など諸課題の解決に向けて検討を進

めている｡

○生活支援に関わる援助の要望は６世帯ある｡ これ

は買物・配達・掃除・草刈り・声かけなど家事援

助や手助けなどであり､ 高齢化に伴い社会生活能

力の低下により生じたものである｡ 介護保険制度

では対応できるものではなく､ 市独自の生活支援

策が必要となる｡ 又､ 生活支援においても一部は

集落内でボランティア活動がなされており評価で

きる｡ 住民と集落単位の協力を得て行政で生活支

援策を制度化する必要がある｡

○個別の対応策として､ 住宅整備への助成 (４世帯)

と緊急時の対応 (２世帯) がある｡ いずれも個別

の要望であるが､ 特に高齢化と移動手段の限定よ

り地域関係の希薄化が憂慮される過疎地域では､

個人的能力には限界があり､ 社会的対策を行う必

要がある｡ また､ 集落での救急の際に､ 早い連絡

があれば､ 集落の人々が協力しあえるとの地域住

民の相互扶助能力を高める仕組みづくりをもとめ

る声もあがっている｡

○二つ目に多くあがった要望は､ 有害鳥獣被害対策

である (８世帯)｡ 営農組合を組織化して農業基

盤の管理と維持をおこなっているが､ サルやイノ

シシによる被害は毎年厳しいものになりその対策

に追われているところである｡ 行政からの支援策

を強く要望している｡ 加えて山林農地の保全対策

(１世帯) がある｡ 里山が崩壊し､ 山林農地の荒

廃化を防ぐ抜本的対策が望まれている｡

○次に､ 安心して住み続けることのできる医療保健

福祉対策とその充実である (７世帯)｡ 施設福祉

サービスはいつでも入所できる状況になく､ 町外

や広島県の施設や病院に入らざるを得ない状況｡

施設整備の量的充実を要望している｡ 在宅サービ

スは重介護型のデイサービスやホームヘルプの利

用回数は少なく､ 経費負担の軽減も含めて利用回

数の増加がはかれる方策を検討すべきであろう｡

また､ 移動支援や家事援助型のホームヘルプの利

用増加・いきいきサロンやミニデイサービスなど

の予防型の通所サービスを活性化することも必要

である｡ さらに､ 見守りや声かけなどケアの専門

家とボランティアが一体となって高齢者に精神的

安心感を得るとともに､ 緊急時の対応策も検討す

べきではないか｡

○集落の課題として生活道路の整備 (１世帯) と集

落拠点の整備・集会所の整備 (２世帯) があがっ

ている｡ 道路は急峻でカーブも多くまた狭隘なた

めバスが入れない｡ 集落を結ぶ生活道路を改修し

てほしいとの要望が出ている｡ また､ 集会所も集

落人口の減少のために利用度合いが減少している｡

施設設備を改修整備し高齢者が自由に利用できる

場として活性化してもらいたい｡
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表12：美又地区政策要望
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合計 30 6 17 4 1 2 8 1 7 2 1 4 3 4 2 1
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○転居の希望が１世帯からでている｡ 集落機能の衰

退と産業基盤の減少により､ 家剤的困窮と生活困

難性の高まりによる転出の希望である｡ 仮にそう

せざるを得ない場合は､ 転居に伴う費用や新居で

の住宅借り入れの際の援助方法を検討してほしい｡

○集落と町の活性化と進行のために､ 地域人材の養

成と人づくり (４世帯)､ 農商工業の進行と就労

の場の確保 (４世帯)､ 高齢者の生きがい・社会

参加と就労の場の確保 (３世帯)､ 伝統分化の継

承と発展策 (２世帯)､ 都市との交流による地域

の活性化策 (１世帯) などあわせて14件示されて

いる｡ 限界集落に住む住民の前向きで真剣な声を

今後の地域活性化政策に反映してほしい｡

ｃ､ 美又地区２集落住民からの ｢合併の影響｣ と

｢政策要望｣

○合併の影響として行政サービスの低下 (６世帯)

社協サービスの低下 (４世帯) があがっている｡

○行政サービスの低下では､ 役場が遠くなったと感

じている (①本庁の浜田市はきわめて遠いこと②

役場の福祉職員や保健師による声かけや見守りが

なくなった③窓口の対応が悪い､ 誰に相談してよ

いか分からない④広報体制が雑になった｡) など､

実質的なサービス低下ではなく､ 職員の住民に対

する姿勢や雰囲気､ 気楽に相談できないことなど

が示されている｡ 限界集落では高齢者がほとんど

を占めており､ きめの細かさや情報提供上の工夫､

日常的なふれあいが重視されるのでこうした面で

の配慮を欠かすことはできない｡

○社協サービスの低下には､ 会費の負担感増やデイ

サービスなどのサービス受給回数の低下､ へルパー

による声かけへの期待などが示されている｡ 社協

こそが行政と地域住民を結ぶ福祉政策のパイプ役

としての自覚を新たにし､ 住民の声をきめ細かく

吸い上げていく機能を充実させてほしい｡

○いずれも合併の影響といえるものかどうかは定か

ではないが､ 役場や社協それぞれの本来的役割を

示す指摘内容と思われる｡

○美又地区の郵便局や農協がなくなり､ 美又地区に

移ったために不便を感じている (８世帯)｡ 特に

高齢者のみの世帯に多くみられる｡ 年金を引き下

ろすためにタクシーを利用せざるを得ない実態も

ある｡

○介護制度の改定と合併が重なり､ 介護経費の負担

が増したと解釈している高齢者が多い｡ いずれも､

定額負担による負担増と､ 定額負担に比してサー

ビス利用率が低い為に負担感が増加している｡

(３世帯)

○郵政民営化など地方切り捨て政策と､ 合併による

合理化推進への不安が全般的政策批判 (３世帯)

となって現れている｡

○営農組合による集落農業の継続と維持管理を高く

評価する高齢者が多い (５世帯)｡ 特に高齢化に

より営農ができなくなり農耕地が荒廃していくな

かで､ 営農組合の活動は高齢者の生活の支えとなっ

ている｡

○独居老人の移送や付き添い､ 又草刈りや掃除など

集落住民によるボランティア活動を高く評価する

高齢者がいた (１世帯)｡ 制度の谷間であったり

制度そのものが未整備であったりする過疎地域の

福祉政策はきわめて遅れているといえる｡ そうし

た中でボランティアによる自主的救済活動が継続

している｡ 今後はこの活動を支援し､ 行政とも連

携して生活支援制度を構築することが望まれる｡

ｄ､ 限界集落における政策課題と展望

今回調査の対象となった８限界集落における､ 政

策要望をまとめると次の３点に集約される｡ ①僻地

で生活できるだけの年金の保障②介護保険料や利用
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表13：美又地区合併の影響
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料など公的経費の負担減③交通費の負担軽減措置を

図ることが求められている｡

営農組合による集落農業の継続と維持管理が高く

評価されている｡ また､ 独居老人の移送や付き添い､

又草刈りや掃除など集落住民によるボランティア活

動も高く評価されている｡ このような､ 共同で営農

活動を維持していく試みや､ 住民の助け合いボラン

ティア活動､ また伝統文化 (石見神楽) の継承に限

界集落住民の誇りと気概を見いだすことができる｡

限界集落という言葉をはねかえし､ 限界的生活状況

を飲み込み噛み砕いて､ 元気の源として生活し続け

る集落住民に敬意を表したい｡ また､ 限界集落に住

む高齢者の生活能力と精神的たくましさを再評価す

るとともに､ 人間的価値に視点を置いた地域政策福

祉政策の展開が求められている｡

６. 過疎地域等における今後の集落対策のあり方

国土交通省の ｢平成18年度現況把握調査｣ によれ

ば､ 集落消滅要因を①集団移転事業による移転 ②

公共事業による移転 ③廃坑による廃村等 ④自然

災害による分散転居 ⑤自然消滅 ⑥その他 ⑦不

明の７項目に分類している｡ ①から④は行政が何ら

かの形で関予しており地域施策の結果によるものな

ので事前に行政として対応策を図って当然のことで

ある｡ ⑤の自然消滅集落は平成11年調査時に以降消

滅した集落 (191集落) の58.1％ (111集落) を占め

ている｡ 自然消滅に至った理由を環境､ 生活､ 産業､

道路交通､ 医療福祉､ 生活水準などの側面から把握

することが求められている｡

今回の限界集落高齢者生活調査結果から､ 過疎地

域等における限界集落の実態と住民の生活維持と集

落維持に係る取組等を踏まえた上で､ 今後の集落対

策のあり方を検討する上での視点を整理した｡

� 集落の荒廃や消滅に対する３つの基本視点から

の集落対策の検討

国土交通省の ｢平成18年度現況把握調査｣ によれ

ば ｢向こう10年間に400余りの集落で消滅の可能性

があるとされているが､ 我が国全体が人口減少社会

に突入したことを踏まえると､ 今後過疎地域等にお

ける集落の消滅が加速することが危惧される｣ とし

ている｡

今回の限界集落住民生活調査においても消滅した

集落の跡地では､ 住宅や水田等の管理が行われず災

害の危険性が高まったり､ 景観が阻害されたりする

おそれがあることが住民から指摘されている｡ この

ままでは耕作放棄を追認し､ 一気に山里荒廃へと進

むおそれがある｡ 単なる国土保全という観点からの

集落対策ではなく､ 人間の生活を主体として総合的

な次の３つの観点から集落対策を検討する必要があ

ろう｡

① 限界集落に住み続けることの価値認識 (人間

としての生存権・生活権の実質的保障) を基点

とすること

② 環境資源に着目した限界集落の公益的機能や

ルーラルアメニティの維持・増大の必要性の再

認識した上で､ 自然環境保全と人類生存環境保

持の思想的基盤の確立をおこなうこと

③ 自然と共生する循環型社会の先進地としての

地域運営 (集落の維持と再生の為の支援政策)

を目指すこと

� 集落の実態や現状に即した社会的サービスの提

供

集落は地域における最も基本的な生活圏であり､

生活を維持する上で最低限の社会的サービスが提供

されることが必要である｡ このような社会的サービ

スとしては､ バスなど日常生活を支える交通手段の

確保や生活環境基盤の整備､ 食料品・生活必需品の

調達や郵便・金融などのサービス､ 医療・福祉など

の生活支援サービスなどが挙げられる｡

その際集落を基点とした､ 生活圏域・福祉圏域・

医療圏域・産業圏域を検討すべきである｡ 現状では

それぞれの圏域拠点が行政区単位で中核市を拠点と

して展開している｡ 従って､ 中核市にリンクする周

辺部の集落という構図から抜けきれない｡ 施設整備､

サービス拠点を中核市の配置することを否定するの

ではなく､ 集落住民と社会サービスが密着し利用可

能な形態をそれぞれの集落からみすえたサービス提
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供のあり方を再検討すべきであろう｡

そのためには､ 日常で必要なサービスを一カ所で

受けることができるシステムの構築､ 近隣集落との

連携によるサービスの提供､ さらには､ 行政だけで

はなく､ 地域住民や民間事業者､ NPOなど多様な

担い手との連携・協働など､ 地域の特性やサービス

の特性に即した社会的サービスの提供の手法が考え

られる｡

その際も集落高齢者の生活を基点とした､ 道路交

通整備､ 上下水道の確保､ 精神的ケア､ 緊急時対応

の整備を行うべきである｡ また､ 生活維持のための

最低生活基盤整備を早急に図ることと､ 激変する集

落環境と集落生活様式の変化に対応できる､ 人間ら

しい生活を維持していくための経済保障が求められ

ている｡

一方､ 条件の厳しい集落では今後人口減少と高齢

化が一層深刻になることが予想され､ こうした社会

的サービスを持続的に提供することが大きな課題と

なる｡

人口減少･高齢化が進行する中で必要な社会的サー

ビスを提供し集落を維持していくためには､ 行政が

地域の実情や住民ニーズをきめ細かに把握した上で､

効率的で持続可能な地域経営の仕組みを作ることが

必要である｡

次に､ 今回行政へのヒアリング調査において報告

を受けた､ 行政 (市町村や社会福祉協議会) のおこ

なう過疎集落対策の具体例を４点あげる｡

① 浜田市三隅町の ｢地区協議会 (旧三隅町) に

よる民間委託･ひゃこるバス運営事業｣ と ｢NPO

法人による高齢者障害者向け移動支援事業｣ の

事例｡

② 大田市温泉津町湯里地区の市民提案型事業で

ある ｢予約乗り合いタクシー事業｣ の事例｡

③ 浜田市金城町美又地区社会福祉協議会の

｢NPO法人による移動支援事業構想｣ の事例｡

④ 浜田市三隅町井野地区の ｢井戸掘削補助事業｣

の事例｡

� 住民発意による集落活性化の取組への支援

過疎地域では､ 早くから人口減少や高齢化に直面

し､ 地域コミュニティの崩壊への危機意識を住民自

身が強く持っていたことから､ 早くから集落のもつ

自治的な機能を再評価し､ その機能の維持・保全を

図る取組を住民主導で展開してきたところも少なく

ない｡ 今回調査においても､ 地域文化の継承 (石見

神楽) や集落景観の保全など､ 地域アイデンティティ

の形成を通じて集落への愛着や帰属意識を高めるこ

とにより､ 集落活性化を図っている取組がみられる｡

また､ 行政としても､ 住民の地域づくりに対する

自発的な活動を支援し､ 住民主体での新たな組織づ

くりを促すなど､ 積極的に住民を参画させることに

より集落機能の維持と集落活性化を図る施策を考え

ており､ 市町村ごとに創意工夫もみられる｡

こうした住民発意による集落対策に対して､ 行政

はいわば ｢地域アドバイザー｣ としてその取組を側

面的に支援していくとともに､ 多様な主体の参画を

促し､ 活力ある集落づくりを展開する機会を拡げて

いくことも重要である｡

限界集落住民が今最も求めているのは､ 人材では

ないか｡ 地域活動のリーダー不足､ 農林業の後継者､

田畑や山林の荒廃を防止するための管理人､ 保健・

看護・介護等専門職の派遣､ 生活支援援助者等々｡

行政職員､ 看護・介護専門職員､ 農林業後継者や管

理者をどう派遣するか検討すべきであろう｡ 学生や

NPOボランティア､ 都市農村人材交流､ 農村留学

なども大切だが､ 行政が本腰を入れて実現可能な対

応策を住民とともに検討すべきとおもわれる｡

浜田市は合併にあたり自治区構想を提案し､ 旧町

村を自治区として自治区住民協議会を組織化してい

る｡ また､ 集落組織レベルでは ｢新しい住民自治組

織によるまちづくりシステム｣ を提案しているので､

その４つのポイントを示す｡

① 自治会単位での地域課題の抽出と､ 集落点検

マップの作成

② 地区まちづくり推進委員会とまちづくり会議

③ 地域振興アドバイザー派遣制度

④ 地域のお宝マップの作成

� 限界集落住民が取り組んでいる先進事例を再評

価し維持する方策の検討
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限界集落は､ 農林水産業の振興からは見捨てられ

てきた地域であり､ 再開発や新規産業の導入には大

きな困難が伴う｡ 再開発や新規産業の導入はほとん

ど不可能に近い｡ 従って従来型の農業の広域的集団

的営農管理の方法を模索する必要があるのではない

か｡

今回の限界集落の調査から､ 産業の保全や維持管

理に営農組合が大きな役割を果たしていることが判

明した (浜田市金城町美又地区植松集落・新原集落

における営農組合の事例)｡ 高齢化に伴い耕作でき

なくなった田畑を､ 営農組合に参加した集落の手に

よって維持し､ あわせて環境保全にも貢献している

例をもっと積極的に評価すべきではないか｡ 営農組

合が今後も維持できるよう人材の派遣や資金の導入

を積極的に行う政策や制度をあらたに検討する必要

がありはしまいか｡

また､ 今回の限界集落調査から明らかになった

NPOや地区社協によるボランティアを中心とした､

福祉バスや巡回バス､ 福祉タクシーの運行､ 住民の

相互扶助的移動支援や見守り活動など積極的に評価

すべきではないか｡

また､ 集落の誇りとして伝統文化をかろうじて保

持し､ 集落への帰属意識を維持している例も積極的

に評価すべきではないか｡ 確かにリーダー人材不足

や集落人口の急激な減少及び高齢化は､ 集落への帰

属意識の崩壊という住民の精神面への悪影響が顕著

である｡ そうしたなかで､ 集落住民の相互扶助意識

と伝統文化を拠り所にした集落への帰属意識の保持

は最も重視すべき点ではないか｡ それらを今後どの

ように支えていくのか､ 住民と行政が十分話し合っ

て､ 新しい制度化への道を見つけていくことが求め

られている｡

24代続いた家が朽ち果て､ 山林に還元されていく

姿を､ 残った住民が毎日看取り続けている｡ 過去800

年続いた集落も､ 昭和・平成のわずか20年～30年間

で消滅へ向かっている｡ 過疎地域の農漁村集落は､

今大きな歴史的転換期にさしかかっているといえる｡

本研究は､ 平成16年度から平成19年度の文部科学

省科学研究費､ 研究課題 ｢限界集落における高齢者

福祉に関する研究｣ (一般研究Ｃ・課題番号16530394)

により行われています｡ 集落調査スタッフとして､

佛教大学浜岡政好教授､ 岡崎祐司教授､ 関谷龍子講

師､ 岩手県立大学佐藤嘉夫教授､ 大阪樟蔭女子大学

林彌富元教授､ 島根県立大学魁生由美子准教授に参

加いただきました｡ また浜田市社会福祉協議会金城

支所及び大田市社会福祉協議会温泉津支所には事前

調査資料の提供などの協力を得ました｡ 厚く感謝の

意を表します｡

注

１. 国民生活センター編 ｢現代日本の山村生活｣

1985年３月発行

２. 総務省自治行政局過疎対策室編 ｢平成16年度版

『過疎対策の現況について』 概要版｣ 2005年７月

発行

３. ｢平成18年度現況把握調査｣ では､ ｢過疎地域等

における集落の実態｣ として次のように記述して

いる｡

｢集落の状況は､ その集落のおかれた地理的条

件や気象条件､ 歴史的経緯等にも大きく影響され

るため､ 地域性がある｡ 例えば､ 中部・近畿・四

国などの地域では山間地の集落の割合が高く､ 北

海道や東北などの地域では平地の集落の割合が比

較的高い｡ 集落規模を見ると､ 中国・四国・北陸

などでは小規模集落が多く､ 逆に近畿・東北・九

州などでは比較的小規模集落は少ない｡ また､ 高

齢者割合では､ 中国・四国などで高齢者割合の高

い集落が多い｡ 地形的な末端集落も､ 四国圏では

約１割を占めるが､ 北海道､ 東北､ 九州では約５

％程度となっている｡

しかしながら､ このような地域性はあるものの､

過疎地域等における集落全般について見られる傾

向も多い｡ 前回調査時 (平成11年) と比べると､

全国の人口はほぼ横ばいであるのに対し､ 過疎地

域等の人口は約１割減少している｡ この結果､ 全

国的に集落の小規模化が進んでいる｡ また､ 全て

の地域で高齢化がさらに進んでおり､ 特に､ 北海
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道・東北・九州では高齢化が急速に進んでいる｡

また､ 前回調査時と比較すると､ 集落の平均人口

は減少しているものの平均世帯数は増加しており､

高齢者割合も前回より大きくなっていることから､

過疎地域等の集落における世帯分離と一人暮らし

高齢者の増加等の世帯動向がうかがえる｡

また､ 地方分権改革の進展の中､ 市町村合併が

進展しており､ 平成10年度末には3,232あった市

町村が､ 平成17年度末には1,821と市町村の数は

大幅に減少している｡ この結果､ 全体として市町

村の区域が広がっており､ 集落から役場の本庁ま

での距離は広がる傾向にある｡｣

気になるのは通行距離である｡ ｢役場まで20㎞

以上離れている集落｣ の調査指標は車を保持して

使用する事を前提としていると考えられる｡ 多く

の高齢者は車を持たず社会生活上の困難性が極め

て高く､ 移動手段の確保が重要課題となっている｡

徒歩で５㎞１時間かかる｡ 徒歩で20分､ １～２㎞

の通行距離を調査指標として検討すべきではない

か｡ 生活者住民の視点で考えた調査指標を持つこ

とが必要ではなかろうか｡

続いて ｢過疎地域等の中でも条件の厳しい集落

の実態｣ として次のように記述している｡

｢過疎地域等における62,273集落の約１割は世

帯数10世帯未満の小規模集落である｡ 集落のおか

れている条件が厳しくなるほど小規模集落の割合

は高くなっており､ 集落の条件ごとに世帯数10世

帯未満の集落の割合を見ると､ 役場 (本庁) まで

の距離が20㎞以上離れている集落では約15％､ 山

間地の集落では約２割､ 地形的に末端にある集落

ではさらに小規模集落が多く､ 世帯数10世帯未満

の集落が約３割を占めている｡

また､ 過疎地域等における集落では高齢者の割

合も高くなっており､ 65歳以上の高齢者の割合が

50％以上の集落が全体の１割以上を占めている｡

これも集落のおかれている条件が厳しくなるほど

高齢者の割合が高くなっており､ 高齢者割合50％

以上の集落の割合を見ると､ 役場 (本庁) までの

距離が20㎞以上離れている集落では約２割､ 山間

地の集落では約25％､ 地形的に末端にある集落で

は約35％を占めている｡

地形的に末端にある集落とそうでない集落との

間で人口規模や高齢化の状況等に大きな開きが生

じているが､ 地形的に末端にある集落は市町村の

中でも周辺部に位置することが多く､ 同じ市町村

内であっても中心部と周辺部での集落の状況の違

いがうかがえる｡

このように､ 山間地や地形的に末端にある集落

は､ 他の集落よりも人口規模が小さく高齢者の割

合も高く､ 人口減少や高齢化の影響も大きい｡｣

また ｢集落機能の維持状況に関する実態｣ を次

のように記述している｡

｢集落機能の状況についてみると､ 全体の約15

％ (8,859集落) では､ 機能が低下もしくは維持

困難になっている｡ 特に､ 小規模集落や高齢化の

進んだ集落ではその傾向が顕著であり､ 集落規模

が10世帯未満の集落では､ 約半数の集落が､ 機能

低下もしくは維持困難と考えており､ 高齢者割合

が50％以上の集落では､ 約４割の集落が､ 機能低

下もしくは維持困難と考えている｡ また､ 役場

(本庁) からの距離が20㎞以上の集落の約25％､

山間地の集落の約３割､ 地形的に末端に位置する

集落の約４割が､ 同様に機能低下もしくは維持困

難と考えている｡

ここでもまた､ 条件の厳しい集落ほど集落とし

ての機能の維持が困難になっているが､ 特に小規

模化や高齢化による要因が大きく影響しているこ

とがうかがえ､ 集落機能の維持のためには､ 担い

手の確保が不可欠であると考えられる｡｣

(参考) 国土交通省が示す集落機能の３類型

資源管理機能：水田や山林などの地域資源の維持

保全に係る集落機能

生産補完機能：農林水産業等の生産に際しての草

刈り､ 道普請などの相互補助機能

生活扶助機能：冠婚葬祭など日常生活における相

互扶助機能

集落維持の方法としてまず ｢担い手の確保｣ が

考えられるが､ 藤山浩氏 (島根県中山間地域研究

センター主任研究員) は2000年国勢調査島根県郡

部町村の集計データより､ ｢県内中山間地域人口
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を最も特徴づけるものは､ 人口の28.9％が60代・

70代で占められている｣ として ｢特に65歳～74歳

のいわゆる前期高齢者世代は構成比で15.9％に上

り､ 実に６人に１人がこの年齢層という､ まさに

『主力世代』 を形成している｡｣ とし､ 島根県の中

山間地域では現在 ｢主力世代｣ の引退局面が始まっ

ているとも述べている｡

限界集落では地域組織の世話役 (自治会長､ 民

生員､ 社協役員､ PTA役員､ 農協役員など地域

リーダーであり集落機能の中核を占める人) の人

材不足で､ 同一人に役が集中し 『役害』 という現

象が起こっている｡ 集落の世話役は55歳～65歳代

に集中し､ 美又地区調査では過労で倒れた事例も

見られる｡

４. 大野晃氏は ｢経済｣ (新日本出版社1991年７月

号) ｢山村の高齢化と限界集落－高知山村の実態

を中心に－｣ という論文の中で ｢限界集落｣ 概念

を明らかにしている｡

大野晃氏は最近の論文 ｢限界集落と沈黙の林｣

(月刊地域づくり：平成19年８月号：財団法人地

域活性化センター) において､ 限界集落に住む老

人の姿を次のように活写している｡

『現代山村の姿は 独居老人が滞留する場と化

したむら｡ 人影もなく､ 一日誰とも口をきかずに

テレビを相手に夕暮れを待つ老人｡ 天気が良けれ

ば野良に出て野菜畑の手入れをし､ 年間三十六万

円の年金だけが頼りの家計のため､ 移動スーパー

の卵の棚に思案しながら手を伸ばすしわがれた顔｡

バス路線の廃止に交通手段を失い､ タクシーで

の気の重い病院通い｡ 一カ月分の薬を頼んだが断

られ､ 二週間分の薬を手にアジの干物を買い､ 家

路を急ぐ老人｡ テレビニュースの声だけが聞こえ

るトタン屋根の家が､ 女主人の帰りを待っている

むら｡

家の周囲を見渡せば､ めぐら地 (家周りの田畑)

に植えられた杉に囲まれ､ 日も射さない主人なき

廃屋｡ 苔むした石垣が階段状に連なり､ かつて棚

田であった痕跡をそこにとどめている杉林｡

何年も人の手が入らず､ 間伐はおろか､ 枝打ち

すらされないまま放置されている線香林｡ 日が射

さず､ 下草も生えないむき出しの地表面｡ 野鳥の

さえずりもなく､ 枯れ枝を踏む乾いた音以外に､

何も聞こえない ｢沈黙の林｣｡ 田や畑に植林され

た杉に年ごとに包囲の輪を狭められ､ 息を凝らし

て暮らしている老人｡

これが､ 病める現代山村の偽らざる姿であり､

｢限界集落と沈黙の林｣ はまさにその象徴である｡

限界集落の増加は､ 山村の人びとの暮らしを困難

なものにしているだけでなく､ ｢山の荒廃｣ をも

招き､ 自然環境にも大きな影響を及ぼしている｡

住み処を奪われた野鳥が姿を消し､ 保水力を失

い荒廃した人工林は､ 水枯れの沢を生むだけでな

く､ 時として鉄砲水を発生させ､ これが川底を変

え､ 水生昆虫やエビ､ カニ､ 川魚の住み処を奪う｡

また､ 線香林が部分的林地崩壊を招き､ むき出し

の表土が雨で河口に流され､ これが沈殿堆積し､

磯枯れした死の海をつくり出している｡

保水力の低下した山は､ 渇水問題や鉄砲水によ

る水害を発生させ､ これが下流域の都市住民や漁

業者の生産と生活に大きな障害を生んでいる｡

それゆえ､ ｢限界集落と沈黙の林｣ に象徴され

る山村の問題は､ 下流域の都市住民や漁業者にとっ

て､ 対岸の火事で済まされなくなってきており､

いまや国民総意で山村の問題を考えなければなら

ない段階にきている｡』

(平成19年11月29日受理)

���������	
��
���������
��
����� � － 63 －



Abstract

This paper discusses a second language classroom activity to increase students' awareness of the or-

ganization of ideas in a narrative. The results of a questionnaire informing the design of the materials

suggested that students became bogged down in the lexicon in news articles written in English and, as

a result, were unable to grasp the overall meaning. After the activity, students completed another ques-

tionnaire; the results indicated that students learned how to comprehend the overall meaning of stories

recounting a past event and overcame affective barriers toward newspaper articles. Students also noted

that because they became familiar with the narrative template, they were better able to focus on the

main points of a written or spoken text. In addition, the learning was transferable, with a large major-

ity applying their new knowledge to the speaking skill.

In spite of the recognized importance of non-grammatical competencies, including discourse,

sociolinguistic, and strategic, the traditional approach to second language (L2) education has been to di-

vide grammar into discrete, independent points, ignoring larger discourse and authentic communica-

tion (e.g., Byrd, 1997). As I was walking down the street one day, a boy yelled, "This is a pen,"

demonstrating the fact that grammatical competence does not enable L2 learners to use the language

appropriately (i.e., to possess sociolinguistic competence). Similarly, grammatical competence, alone,

does not provide L2 speakers and writers with the generic competence that is required to "manipulate

genre conventions" (Bhatia, 1997, p. 313).

Japanese secondary L2 education focuses on meeting the requirements of high school and university
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entrance examinations, thereby emphasizing grammatical competence. As a result, most Japanese stu-

dents entering tertiary education have not had the opportunity to develop their L2 generic competence.

Willis (2000) noted that when writing L2 classroom materials, exercises that raise learners' awareness

of typical and useful features of language must be included. One method for doing this and developing

students' generic competence is the inclusion of genre analysis in the L2 classroom.

Genre analysis utilizes studies of texts in Anthropology, Communication Research, Ethnography,

Linguistics, Psycholinguistics, Sociology, Sociolinguistics, and Psychology (e.g., Bhatia, 1997;

Bradford-Watts, 2003; Hatch, 1992). It reveals common patterns, templates, and scripts in specific text

structures and attempts to explain why a text is written or spoken as it is (Bhatia, 1997). By teaching

genre analysis for narratives, descriptions, procedures, and argumentation, students begin to see how

key elements of a text (e.g., the character and spatial orientation in narrations) interact with one an-

other. This type of classroom instruction focuses explicitly on increasing students' awareness of a

genre, and as a result, Bradford-Watts (2003) asserted that genre-based material is outcome-based.

When introducing genre analysis to L2 students for the first time, the narrative genre should be used.

First, it is familiar to students. Storytelling traditions can be found in almost all cultures (Hatch, 1992,

p. 165), and the recounting of an event, accident, or occurrence as narrative makes up a significant por-

tion of everyday conversation (Jones, 2001; McCarthy, 1991). In addition, many written and aural news

stories are recounts of "this is what happened" (Hatch, 1992, p. 164). Second, the narrative template is

the most universal genre (Hatch, 1992, p. 165). Consequently, students' first language experiences may

be more pertinent and helpful with narrative activities than when doing activities with description, pro-

cedure, or argumentation. Third, although they may be unaware of it, even students in traditional L2

classrooms have experience with the genre. For example, when students learn the past tense, they are

asked to talk about what they did yesterday. This is a recount of events, a narrative.

Even though the narrative is familiar, students need specific instruction on how narratives are organ-

ized (i.e., the textual structure). Menking (2007) found that although some Japanese university students

had the ability to comprehend the details of a news story, they were unable to retell it. He noted, for ex-

ample, that when students had to retell the story, some did not provide the spatial orientation or main

character, and this made it difficult for the interlocutor to begin to understand the event.

Bronia So (2005) noted that genre learning is generally inadequate because rather than representing

the genre, texts often focus on a grammar point. Byrd (1997) emphasized that this ignores both the na-

ture and authentic uses of English. Consequently, in order to be truly effective, genre instruction must

use authentic materials, which provide learners with a natural mix of grammar structures that belong

together. News stories are a readily available source of authentic material, and newspaper articles are

often integrated into the L2 classroom to teach vocabulary and grammar, test comprehension, develop

reading skills (e.g., scanning), and discuss current events, civilization, and culture (Krajka, 2000;

Seedhouse, 1994); however, many Japanese tertiary students find newspapers written in English to be

too difficult to understand (Kitao, 1996). Kitao outlined an approach to teaching newspaper organiza-

tion (e.g., the business section, feature stories) and the grammar of news articles, but he did not use a

genre template to teach how a news article might be organized or to enhance students' attempts at over-

coming lexical barriers to comprehension.
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Materials Development

The classroom activity described in this paper was first created for English majors at a Japanese jun-

ior college. The students have an intermediate ability in their L2, English. Before the activity, students

responded to a questionnaire; their responses informed the materials design process. First, the results

of the questionnaire indicated that only one of the thirteen students (7.7 percent) listened to the news

in English outside of class and two students (15.4 percent) read it. However, a majority of the students

were interested in listening to and reading the news in English. This was an important discovery that

was instrumental in deciding to incorporate a news story into the L2 curriculum. Activities that "focus

on issues that are relevant and meaningful to students … can be intrinsically motivating and can en-

gage learners directly" (Taylor, 1987, p. 49).

Second, students' comments on the questionnaire reflected their overwhelming belief that the news is

extremely difficult to understand, with vocabulary one of the major obstacles to reading and compre-

hending the news in English. Students also asserted that there are words and phrases that are unique

to the news. This suggests the students lacked the skills to deduce the overall meaning of an article and

instead focused on the unfamiliar lexicon, floundering in the words.

In addition to concerns about vocabulary, the students felt listening to the news in English provided

further challenges, with 11 (84.5 percent) of the students mentioning the fact that the natural speed of

news made it difficult for them to "catch everything." Based on the results of this questionnaire, a task-

driven, genre-based activity using a modified authentic newspaper account was designed. A second ac-

tivity, discussed in Lieske (in press), was also designed to increase students' awareness of linguistic

characteristics of the narrative genre, deixis markers, and grammatical cohesive ties.

A written news story rather than a listening text was used for two reasons. First, when students can

read the story, they do not have additional anxiety related to processing the text in real time. Second,

a written text allows students to focus on the key points without worrying about elements unique to

listening, including reduced forms, rate of delivery, speech errors, and the inability to stop the input

midstream.

A simple post-activity questionnaire was designed to give students the opportunity to reflect on their

learning. It was believed that by completing the questionnaire, the students would more fully realize

how they could transfer their new knowledge to their personal L2 uses and needs.

Goals of the Activity

The primary aim of the new material was to increase students' awareness of the organization of ideas

in narratives so they can comprehend the overall meaning of a narrative, including a recount of past

events. The classroom activity emphasizes procedural knowledge rather than declarative knowledge and

encourages students to be active participants in the discovery process. It was hypothesized that the ac-

tivity would reinforce skills to overcome lexical barriers. It was hoped that through the activity at least

some of the students would begin to view news stories as accessible forms of real-world, out-of-class L2

reading and listening.
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Activity

The classroom activity combines a task-based and genre-based approach to classroom instruction

that allows students to discover the narrative template as they recount a past activity and retell a

story. Both of these types of storytelling are communicative functions that these students need to regu-

larly understand and produce when using their L2 outside of the classroom. As the classroom procedure

outlined in Appendix 1 demonstrates, the activity can be broadly divided into five interrelated steps.

Brainstorming

Students were asked to name different stories, including those in their daily lives. This not only

began to introduce students to the concept of telling stories but it also instantiated their schemata and

scripts. At first, students were uncertain how to respond, so one example (i.e., what I did yesterday) was

given. After this, students gave examples of stories such as:
● comics, TV, movies, books;
● Cinderella;
● stories in the news;
● "if I were an animal;"
● dreams.

One student's suggestion, "what kind of food Japanese people eat," led to a dialogue about how this

type of discussion is different than a story or a recount of an event.

Elements of a Story

Next, students were asked to identify the major elements of a story. Questions were used to help stu-

dents define the following elements:
● event;
● character;
● time;
● place;
● plot;
● conclusion or ending.

After students identified these elements, they determined which are usually given at the beginning,

middle, and end of a story. Examples were then given of how the conclusion is often predictable (e.g.,

science fiction books: The humans win the fight and the aliens leave. Action movies: The good guy wins,

and the bad guy loses or dies. In Cinderella and love stories: They live happily ever after.) These first

two steps in the activity demonstrated to students their considerable knowledge of the genre, narration.

Talking about Last Night: A New Perspective

Students were asked to use the elements of a story to talk about what they had done the previous

night. Discussing past activities is a common task in the L2 classroom, but it is rarely referred to as

storytelling. Because students were comfortable with the task, their affective barriers were low and

they could focus on the task (Ellis, 1994).
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Teaching the Narrative Organizational Structure

Students were given a news article that recounts a sailor's struggle to survive after being left at sea

for almost two days. The reader is expected to have some prior conceptual and sociocultural knowledge

to fully understand the article. For example, the reader must realize Lieutenant can be abbreviated Lt

and that it refers to a person's rank in the Navy. This article, which was challenging because these stu-

dents did not have this essential knowledge, was chosen so the students would be forced to focus on

skills and strategies rather than relying on linguistic comprehension of the story.

Although the typical discourse structure for narratives is not so rigid that there is not variation

(Paltridge, 2000), there is a basic narrative template (e.g., Hatch, 1992). As Table 1 demonstrates, the

story follows this organizational structure. The narrative about the sailor trying to survive also resem-

bles the generic structure of a conversation involving some crisis or misfortune (Jones, 2001, p. 156).

Before discussing the content, students were instructed to look at the picture with the news article.

After a student correctly identified it as a ship, a brief discussion emphasized the importance of using

the title and non-textual clues to predict the type of story.

Students then examined the article. By providing synonyms for the words in the title, students were

able to surmise that the story revolves around survival in the water. This task also demonstrated the

importance of rephrasing and understanding alternative word choices. Using simple questions related

to the elements of a story (e.g., Who is the main character?), students were able to quickly and easily

identify the hero, the place, the time, and the basic event in the first paragraph. With assistance, they

also realized that the first paragraph contained a summary of the conclusion (i.e., he survived). The pro-

gression of events as well as the severity of the problem were simply and easily explained, and questions

prompted students to identify other indications of time, place, and character.

The first time this activity was used, students were asked to evaluate the story by formulating a les-

son to show the reader why the article is important. Many students believed the story demonstrates the

principle, "never give up," although some students felt the illocutionary meaning was "integrate man-

agement in the Navy" or "be careful to avoid accidents."
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●The article's title is the abstract for the narrative.
●The first paragraph includes the spatial orientation, the time, and the main character.
●Beginning with the second paragraph, the story line is "set up" (Hatch, 1992, p. 166) through the

introduction of the problem. The goal (i.e., survival) becomes obvious to the reader.
●The plot continues as the hero works toward the goal.
●After the resolution, the story concludes with a coda of evaluative comments that help the reader

determine "why this story is worthy of telling" (Hatch, 1992, p. 166).

Table 1. Application of narrative template to the news story.



Applying the Template: Telling a Story

Students were instructed to work in pairs and use the elements of a story (i.e., the narrative template)

to tell their partner a story from one of their favorite movies, books, comics, or TV shows. This content

was quite different from and more complex than their earlier story about last night, emphasizing both

the versatility and the usefulness of the template.

When this author used this activity at another college, the students seemed to have less confidence in

their ability to retell a story. As a result, I first had an all-class demonstration. Using a series of ques-

tions and prompts, I coached one of the more dynamic students to begin the storytelling process.

Struggling to know how to begin when I did not react to the Japanese movie's title, he said, "It's a love

story." This allowed for a discussion of the importance of providing an overview that allows the inter-

locutor to begin to imagine and eliminate possible settings, including characters (e.g., There will not be

aliens.) and plots (e.g., Someone will probably not be killed.). By the time the student had given the ori-

entation of the story, it was obvious that the other students realized they, too, could tell a story. At this

point, the pairs of students began to do the task.

Classroom Results

Students reflected on the activity as they completed a simple post-activity questionnaire, which pro-

vided feedback on perceived learning and the effectiveness of the activity. Because the questionnaire was

administered to inform the materials development process and not to test L2 language, students were

allowed to respond in either English or Japanese. For the following discussion, Japanese responses have

been translated into English.

Students were asked whether they thought the classroom instruction was helpful, and all 13 students

responded affirmatively. The questionnaire also asked, "How will you use or apply what we studied

today?" Students were allowed to give multiple responses to this open-ended questionnaire item. The

majority indicated they would apply the learning to three language skills, although one student

thought she would use it with all four skills and for storytelling.

Students' comments to both questions demonstrate the types of perceived learning and the benefits of

the activity. For example, one student asserted, "Today was good because you used English to explain

each of the places where the important points were. Usually when we hear an explanation like this, it

is in Japanese, so today was better." Another student wrote, "It was difficult to try to tell my partner

a story from TV and the movies, but it was good practice." Perceived learning included an increased

awareness of discourse structure, the development of learning strategies, direct application to the

speaking skill, and a lowering of affective barriers to accessing the news in English.

Using Discourse Structure to Comprehend Meaning

Students must be aware of the structure of ideas so they are better able to decipher "the overall mean-

ing of a text" (Clarke & Silberstein, 1987, p. 241). The students' questionnaire responses indicate this

goal of the activity was successful. All of the students mentioned a new empowerment in being able to

comprehend and convey stories by using the main points. For example, one student noted, "It seems like

I will get used to reading even long articles if I keep reading them. And, (It's important!!) if I can grasp
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the point of the story, it's no problem!" Another asserted, "I was able to experience reading an English

news story and really understand it by starting from the big points and working through the content."

Development of Learning Strategies

Learners are better equipped to handle increasingly complex real-world listening and reading texts

when they can infer meaning using context, use synonyms in apposition to overcome unknown lexicon,

and guess a message without comprehending every word (e.g., Clarke & Silberstein, 1987; Field, 2007).

Twelve students (92.3 percent) indicated they began to develop strategies for more effective reading (see

Table 2). Similarly, seven students thought that when they listen to something for the first time, they

will now focus on the main points rather than trying to understand every detail. In addition, one stu-

dent noted that she learned to guess the ending.

Speaking

Eleven students (84.6 percent) indicated they would use what they had learned in speaking situations.

For example, while one student noted, "I'm going to try to speak to make people understand easily

[sic]," another "realized that when I want to tell something to someone, if they don't understand the

words I am using, I can use words with similar meaning and the person will somehow be able to figure

out what I am trying to convey." Comments such as these demonstrate students' increased awareness

of the importance of adjusting or approximating the message in order to communicate more effectively.

Seven students (53.8 percent) specifically mentioned the ability to organize their aural communication

or the ability to tell a story better. One student wrote, "First I tell the main and add some informations

[sic]." Another student asserted, "When I tell someone a story, I try to describe those five topics [sic]."

A third student said that she was bad at speaking and storytelling so she wanted to try to use what we

had studied, while yet another student explained that if she were in an accident, she might be able to

convey what had happened by using the elements of a story that we had discussed.
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● "Until today, I thought that I had to understand each word one by one, but today I realized how

to understand the main points. I also understood that if I get the main points, I will be able to un-

derstand a lot of the content."
● "I realized that it is OK to understand the main points when I am reading something difficult,

that I don't have to try to understand absolutely every detail."
● "If I try to find those 5 topics first from the article, I can understand the news even there are

some unknown words [sic]."

Table 2. Some of the students' comments indicating they began to develop effective reading strategies.



Lowered Affective Barriers Make the News More Accessible

Learners' affective states are not static; they can negatively influence students' responses to learning

activities and students' ability to concentrate on L2 learning (Ellis, 1994). In addition, "learners must be-

come familiar with the experience of not understanding every word that they read or hear" (Field, 2007,

p. 34) so that when they do not comprehend everything, students are not struck with debilitating anxi-

ety. After the activity, one student wrote, "I have always hated reading English news articles because

they are difficult, but I realized that if I catch these important points, I can read the stories." Another

student implied her anxiety toward reading newspaper articles had decreased when she noted, "I real-

ized that if I can catch the most important places, I can easily read and understand the news, but until

now, I have not tried to read the news on my own because there are difficult words." Five other students

also noted a new accessibility to news stories, which is in stark contrast with their pre-activity ques-

tionnaire responses. This change suggests the activity helped over half of the students begin to over-

come affective barriers toward news articles that are in English. Because negative anxiety has been

shown to have a negative correlation with grades in L2 courses and with speaking and writing perform-

ance (Oxford, 1999), this metamorphosis may positively influence students' future L2 progress.

Conclusion

When students view news articles that are in English as a series of incomprehensible words, affective

barriers limit their desire to try to read or listen to them. When, however, they see many news stories

as nothing more than narratives, the news is demystified, making it more accessible for out-of-class

learning. The activity described in this paper allowed students to undergo this transformation.

Students deciphered a newspaper article that, at first glance, appeared to be too advanced for them, and

they comprehended the main points of the article with minimal dictionary work. As a result, they dis-

covered the fact that lexicon does not have to preclude all comprehension, and they realized they could

use organizational structure to comprehend the overall meaning of narratives, including recounts in the

news media. This discovery process enabled them to develop learning strategies that they indicated they

will apply to their English speaking, reading, listening, and storytelling skills. Finally, over half of the

students' affective barriers toward news stories were lowered, further demonstrating the positive re-

sults from using a simple activity to increase students' awareness of the narrative template.
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Appendix 1

Classroom Procedure for Teaching the Narrative Template

１. Ask students to name different stories or types of stories in their lives. If necessary, give them a min-

ute to brainstorm in pairs. Write their ideas on the board as they are given.

２. As students refer to their brainstorming ideas, ask them to give important elements of a story. Write

them on the board as they are given.

３. Have students get into pairs. Ask them to use the elements of a story to tell their partner what they

did last night.

４. Pass out a newspaper article, or a modified authentic article, that recounts an event. Have students

identify the elements of a story (i.e., those identified in step 2). If necessary, ask simple questions to

help students do this. Provide synonyms, alternative word choices, and rephrases to help students

comprehend the main ideas in the story.

� When selecting and modifying the article, choose one that is lexically complex but not grammati-

cally complicated.

５. Ask students to get back into their pairs. Explain that they are going to tell their partner a story

from one of their favorite TV shows, movies, books, or comics. Tell them to use the elements of a

story outlined on the board. Have students do the task.

� The instructor might want to demonstrate how too few details make the story uninteresting. For

example, give a story such as "There was a man. He fought the aliens. The aliens left." Ask stu-

dents questions such as "Was the story interesting? Why or why not?"

� The instructor might want to also demonstrate how too many details can create a problem for

the listener, who may find it difficult to follow the long explanations. For example, say, "There

was a tall, dark, handsome man who was wearing a tan leather coat, a red and green plaid shirt,

blue jeans that were too short and tight, a straw hat…" This example can also be used to remind

students that they do not need to use complex lexicon to convey the essence of a story.

(平成19年11月30日受理)
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こ
と
を

｢

風｣

と
い
う

｢

も
の｣

の
存
在

(｢

あ
る｣)

と
し
て
表
現
す
る
。

｢

雨｣

は
水
の
粒
の
動
き(｢

こ
と｣)

で
あ
る
が
、｢

雨
が
降
る｣

の
よ
う
に
、｢

雨｣
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を

｢

も
の｣

と
し
て
扱
い
、
体
言

(

名
詞)

の
機
能
を
持
た
せ
る
。

｢

雲｣

は
遠
く
か
ら
眺
め
れ
ば

｢

も
の｣

で
あ
る
が
、
刻
々
と
変
化
し
、
飛
行
機
で

近
づ
い
て
通
り
抜
け
れ
ば
、
水
の
粒

(

霧)

の
流
れ

(｢

こ
と｣)

で
あ
っ
た
り
、
た
だ

白
い
霧
状
の
広
が
り

(

何
も
な
い
白
い
空
間)

(
｢

さ
ま｣)

で
あ
っ
た
り
す
る
。
遠
く

か
ら
眺
め
れ
ば

｢

あ
る｣

よ
う
に
見
え
る
が
、
近
づ
け
ば

｢

な
い｣

よ
う
に
見
え
る
。

｢

雲
が
浮
か
ぶ｣

の
よ
う
に
、｢

雲｣

を

｢

も
の｣

と
し
て
扱
い
、
体
言

(

名
詞)

の
機

能
を
持
た
せ
る
。

｢

雨｣

も

｢
雲｣
も
現
象

(

あ
ら
わ
れ
る
か
た
ち
・
す
が
た)

で
あ
る
が
、
い
ず
れ

も
本
質
は
同
じ

｢
水｣
で
あ
る
。｢

水｣

の
う
ご
き
や
さ
ま
で
あ
る
。

ま
た
、｢

見
る
こ
と
が
大
切
だ
。｣

の
よ
う
に
、｢

見
る
こ
と｣

(
｢

こ
と｣)

を

｢

も

の｣

と
し
て
扱
い
、
体
言

(
名
詞)

の
機
能
を
持
た
せ
る
。｢

赤
み
が
さ
す
。｣

｢

美
し

さ
は
た
と
え
よ
う
も
な
い
。｣

の
よ
う
に
、｢

赤
み｣

｢

美
し
さ｣

と
い
う

｢

さ
ま｣

を

｢

も
の｣

と
し
て
扱
い
、
体
言

(

名
詞)
の
機
能
を
持
た
せ
る
。

つ
ま
り
、
和
語
の

｢

も
の｣

は
、｢

(
空
間
的
に
捉
え
る)

も
の｣

｢

こ
と｣

｢

さ
ま｣

を

(

総
称
で
は
な
く)

普
遍
的
に
捉
え
る
も
の

(

注
１)

で
も
あ
る
。

現
象
は
、｢

あ
ら
わ
れ
る
か
た
ち｣

(

自
然
現
象
、
生
命
現
象
な
ど)

で
あ
り
、｢

あ

ら
わ
す
か
た
ち｣

(

文
化
現
象
、
社
会
現
象
、
言
語
現
象
な
ど)

で
あ
る
。

現
代
日
本
語
で
は
、｢

山
が
あ
る｣
｢

木
が
あ
る｣

｢

鳥
が
い
る｣

｢

人
が
い
る｣

と

｢

も
の｣

の
存
在
を
表
現
す
る
。
意
思
の
な
い
も
の
の
存
在
は

｢
あ
る｣

、
意
思
の
あ
る

も
の
の
存
在
は

｢

い
る｣

で
表
現
す
る
。

古
代
日
本
語
で
は
、｢

山
在あ

り｣
｢

木
在
り｣

｢

鳥
在
り｣

｢

人
在
り｣
と
存
在
を
表
現

し
、｢

鳥
居ゐ

る｣
｢

人
居
る｣

は
そ
れ
ぞ
れ

｢

鳥
が
止
ま
る｣

｢

人
が
坐
る｣
を
意
味
す

る
。｢

風
立
つ｣

｢

雲
立
つ｣

に
対
し
て
、｢

風
居
る｣

｢

雲
居
る｣

と
い
う
表
現
が
あ
り
、

｢

居ゐ

る｣

は

｢

低
い
姿
で
と
ど
ま
る｣

と
い
う
原
義
を
示
す
。｢

山
つ
霊み

現あ

る｣
｢

く
く

の
霊ち

(

木こ

霊だ
ま)

現
る｣

に
対
し
て
、｢

山
在あ

り｣
｢

木
在
り｣

と
い
う
表
現
が
あ
る
。

｢

現あ

る｣

は
霊
的
存
在

(

神
霊
・
精
霊
な
ど)

が
霊
的
世
界
か
ら
地
上
世
界
に
出
現
す

る

(

顕
現
す
る)

こ
と
を
意
味
し
、｢

在あ

り｣

は
霊
的
存
在
が
地
上
世
界
に
顕
現
し
た

さ
ま
を
意
味
す
る

(

注
２)

。
平
安
時
代
に
は
、｢

人
在
り｣

は
人
間
の
生
存
・
生
活
を
意
味
す

る
。｢

現あ

ら
は
る｣

(

現
代
語

｢

あ
ら
わ
れ
る｣)

は
霊
的
存
在
が
持
続
的
に
広
範
囲
に

お
の
ず
か
ら
顕
現
す
る
こ
と
、｢

現あ

ら
は
す｣

(

現
代
語

｢

あ
ら
わ
す｣)

は
霊
的
存
在

が
持
続
的
に
広
範
囲
に
そ
の
意
思
を
具
体
的
な
も
の

(

知
覚
で
き
る
も
の)

を
通
じ
て

示
す
こ
と
を
意
味
す
る

(

注
３)

。
古
代
日
本
人
は
、
存
在
を
現
象

(

霊
的
現
象)

と
し
て
捉
え

て
い
た
。

和
語
の

｢

か
た
ち｣

は
、｢

形
か
た
ち｣

(

輪
郭
あ
る
視
覚
的
な
像)

を
含
む

｢

象
か
た
ち｣

(

輝
き
、

響
き
、
動
き
、
広
が
り
な
ど)

を
表
す
。｢

か
た｣

は
原
形(

型
、
図か

た)

を
表
し
、｢

ち｣

は
勢
い
や
方
向
を
示
す

(

注
４)

。

二
、
意

味

胎
生
期
、
幼
児
期
、
少
年
期
を
経
て
、
青
年
期
に
は
、
生
き
る
意
味
を
問
う
よ
う
に

な
る
。
自
分
と
は
何
か
。(

他
者
を
含
む)

人
間
と
は
何
か
。
生
存
に
ど
ん
な
意
味
が

あ
る
の
か
。
も
の

(

自
分
、
他
者
、
他
物)

の
存
在
に
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
か
。

(

自
他
を
含
む)

世
界
と
は
何
か
。
自
分
と
世
界
と
は
ど
う
関
わ
る
の
か
。
意
味
へ
の

問
い
は
広
が
る

(

深
ま
る)

。
意
味
へ
の
問
い
は
、
社
会
的
な
約
束
事
を
覚
え
る
な
か

で
減
じ
て
い
く
が
、
成
人
後
も
無
意
識
に
続
き
、
何
か
強
烈
な
体
験
に
よ
る
人
生
の
節

目
に
、
再
び
意
識
に
昇
っ
て
、
尖
鋭
化
す
る
。

意
味
と
は
何
か
。
ま
ず
、
字
義
を
辿
っ
て
み
よ
う

(

注
５)

。

漢
語
の

｢

意｣

の
訓
は
、｢

こ
こ
ろ｣

｢

お
も

(

ひ)｣
｢

お
も

(

ふ)｣
｢

あ
あ｣

な
ど

で
、
原
義
は

｢

こ
と
ば
と
な
ら
な
い
心
の
な
か
の
お
と
、
こ
と
ば
以
前
の
お
も
い｣

で

あ
る
。
お
も
い
が
明
確
に
な
れ
ば
、
意
識
、
意
志
、
意
図
、
志
向

(｢

こ
こ
ろ
ざ
し｣)

を
表
す
。

漢
語
の

｢

味｣

の
訓
は
、｢

あ
ぢ｣

｢

あ
ぢ

(

は
ひ)｣

｢

あ
ぢ

(

は
ふ)｣

な
ど
で
、

原
義
は

｢

か
す
か
な

(

微
妙
な)

味
を
感
じ
る
さ
ま｣

で
あ
る
。

熟
語
の

｢

意
味｣

の
原
義
は
、｢

こ
と
ば
と
な
ら
な
い

(

こ
と
ば
以
前
の)

心
の
な

か
の
お
も
い
の
か
す
か
な
お
も
む
き
の
か
み
わ
け｣

で
あ
る
。

漢
語
の

｢

義｣

の
原
義
は
、｢

わ
が
行
動
の
美
し
く
正
し
い
こ
と｣

で
、｢

よ
い｣

｢

正
し
い
道｣

｢

行
動
の
立
派
な
こ
と｣

｢

筋
道｣

｢

わ
け｣

を
表
す
。

和
語
で

｢
意
味｣

に
相
当
す
る
こ
と
ば
は
、｢

こ
こ
ろ｣

｢

む
ね｣

｢

お
も
む
き｣

｢

わ

け｣

な
ど
で
あ
る

(
注
６)

。
｢

こ
こ
ろ｣
の
原
義
は
、｢

こ
こ

(

胸)

に
こ
ご
る

(

こ
り
か
た
ま
る)

と
こ
ろ
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(

に
あ
る
も
の)｣

で
、｢

心
臓｣

｢

お
も
い
の
あ
ら
わ
れ
る

(

か
た
ま
る)

場｣
｢

お
も

い
の
か
た
ま
り｣

を
表
す

(

注
７)

。
古
代
人
は
心
臓
に
お
も
い
が
あ
ら
わ
れ
る
と
考
え
て
い
た

(

緊
張
す
る
と
心
臓
が
ド
キ
ド
キ
す
る)

。｢

こ
こ
ろ｣

の
宛
字
は

｢

心｣
(

漢
語
の
原
義

は
心
臓)

で
あ
る
。｢

こ
こ
ろ｣

は

｢

あ
ら
ゆ
る
精
神
活
動
の
も
と
に
な
る
も
の｣

｢

精

神
活
動
の
傾
向｣

｢

人
知
れ
ず
お
も
い
を
抱
く
と
こ
ろ｣

で
、｢

気
配
り｣

｢

思
い
や
り｣

｢

情
緒
的
感
受
性｣

｢

情
趣｣

｢

意
志｣

｢

本
質｣

｢

中
心｣

｢

根
拠｣

｢

作
品
の
主
題｣

な

ど
を
表
す
。
な
お
、
漢
語
の

｢

気｣

に
は
古
代
中
国
人
の
宇
宙
観
が
示
さ
れ
る
が
、
日

本
人
は
こ
の
思
想
を
受
容
し
、｢

こ
こ
ろ｣

か
ら

｢

気｣

が
発
し
て
の
び
て
い
く
と
い

う
捉
え
方
も
あ
ら
わ
れ
た
。

｢

む
ね｣

の
宛
字
は

｢
胸｣

｢

宗｣
｢

旨｣

で
あ
る
。
胸
に
は
心
臓
が
あ
る
。｢

胸
が

痛
む｣

｢

胸
が
高
鳴
る｣

の
よ
う
に
、｢

心｣
｢

思
い｣

を
表
す
。
心
臓
は
身
体
の
中
心

で
あ
る
。｢

む
ね｣

は
主
な
も
の
、
中
心
の
も
の

(

宗む
ね)

を
表
す
。
さ
ら
に
、
趣
意
、

意
見
、
述
べ
た
い
こ
と
の
中
心
・
要
点

(
旨む

ね)

を
表
す
。

｢

お
も
む
き｣

は
そ
の
方
に
顔
が
向
く
こ
と

(

面お
も

向む

き)

で
、
興
味
・
関
心
を
覚
え

る
こ
と
、
同
意
し
て
従
う
こ
と
、
好
意
を
寄
せ
る
こ
と
を
表
す
。
ま
た
、
そ
の
方
に
向

か
っ
て
行
く
こ
と

(

赴
お
も
む

き)

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
心
が
そ
の
方
に
向
か
う
こ
と
、
心
の

向
か
う
さ
ま

(

趣
お
も
む
き

)

で
、
感
興
、
情
趣
、
趣
旨
、
事
情
を
表
す
。

｢

わ
け｣

は
動
詞

｢

わ
く｣

(

下
二
段
活
用)

の
連
用
形
か
ら
の
転
成
名
詞
で
、
原

義
は

｢

わ
け
る
こ
と｣

で
あ
る
。
も
の
ご
と
を
わ
け
る
と
、
事
情
が
わ
か
る
。
区
別
、

違
い

(

分わ

け)

を
表
し
、
判
断
内
容
、
筋
道
、
理
由
、
事
情
、
情
の
機
微

(

訳わ
け)

を
表

す
。
も
の
ご
と
を
判
断
し
て
、
事
情
を
知
る

(

関
係
が
わ
か
る)

こ
と
を
表
す
。

｢

こ
こ
ろ｣

｢

む
ね｣

｢

お
も
む
き｣

は
も
と
も
と
身
体
語
で
あ
る
が
、
身
心
語
と
し

て
、
心
の
な
か
の
お
も
い
を
表
す
。｢

わ
け｣

は
、
心
の
な
か
の
お
も
い
に
応
じ
て
、

も
の
ご
と
を
わ
け
て
、
も
の
ご
と
の
関
係
や
事
情

(

事
柄
・
情
緒)

を
知
る
こ
と
を
表

す
。｢

こ
こ
ろ
ざ
し｣

は
複
合
動
詞

｢

こ
こ
ろ
ざ
す｣

(
｢

さ
す

(

刺
す
、
差
す
、
射
す
、

挿
す
、
指
す)｣

は
直
線
的
に
或
る
方
向
に
向
か
う
意)

の
連
用
形
か
ら
の
転
成
名
詞

で
、
原
義
は

｢

こ
こ
ろ
の
向
か
う
と
こ
ろ

(

さ
き
、
方
向)｣

で
あ
る
。

｢

あ
じ
わ
い(

あ
ぢ
は
ひ)｣

は
複
合
動
詞｢

あ
ぢ
は
ふ｣

(
｢

は
ふ(

延
ふ
、
這
ふ)｣

は
の
び
る
意)

の
連
用
形
か
ら
の
転
成
名
詞
で
、
舌
先
だ
け
で
な
く
心
で
深
く
感
じ
続

け
る
こ
と
、
様
々
な
感
覚
や
感
情
を
も
た
ら
す
深
み
を
表
す
。

英
語
の

"m
eaning"

は
動
詞

"m
ean"

(

こ
こ
ろ
が
向
か
う
、
意
図
す
る)

の
名

詞
形
で
、
個
人
的
意
味
を
表
す
。｢

意
味｣

と
い
う
漢
訳
語
が
宛
て
ら
れ
る
。

"signification"

は
名
詞

"sign"
(

記
号
の
意)

を
含
む
名
詞
で
、
記
号
的
意
味
、

社
会
的
意
味
を
表
す
。
同
じ
く

｢

意
味｣

と
い
う
漢
訳
語
が
宛
て
ら
れ
る
。

"significance"

も
名
詞

"sign"
(

記
号
の
意)

を
含
む
名
詞
で
あ
る
が
、
文
脈

(

脈
絡)

的
意
味
を
表
す
。｢

意
義｣

と
い
う
漢
訳
語
が
宛
て
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
意
味
と
は
、
主
体

(

自
分
、
そ
の
人
自
身
、
人
々)

の
心

の
想
い
が
も
の
ご
と

(

事
物
、
人
、
想
い)

に
向
か
い
、
も
の
ご
と
を
分
け
、
そ
れ
ぞ

れ
関
係
づ
け
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。
も
の
ご
と
に
は
、
目
に
見
え
る(

知
覚
で
き
る)

も
の
ご
と

(

他
者
を
含
む)

だ
け
で
な
く
、
心
の
な
か
に
浮
か
ぶ
も
の
ご
と

(

記
憶
の

な
か
の
も
の
ご
と
、
想
像
の
な
か
の
も
の
ご
と
、
心
の
な
か
に
湧
き
上
が
る
感
情)

も

含
ま
れ
る
。
意
味
と
は
、
自
分

(

自
分
達)

と
も
の
ご
と

(

他
者
を
含
む)

と
の
関
係

(

状
況)

を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
も
の
ご
と
に
よ
っ
て

自
分(

自
分
達)

に
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
何
が
示
さ
れ
る
か(

ど
う
い
う
関
係
か)

と
い
う
個
人
的
な
解
釈
、
相
互
の
理
解
、
集
団
の
合
意
、
社
会
的
な
約
束
・
規
則
、
直

観
的
な
洞
察
に
よ
る
。

簡
潔
に
言
え
ば
、
意
味
と
は
、
主
体
の
関
係
づ
け
に
よ
る
現
象
の
措
定

(

関
係
の
な

か
に
措お

き
定
め
る
こ
と)

で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
主
体
は
人
間

(

個
人
、
集
団)

で
あ
る
と
す
る
。
関
係
づ
け
る
の
は
人

間
で
あ
り
、
人
間
が
意
味
を
つ
く
る
。
犬
や
猫
も
、
身
の
回
り
の
も
の
ご
と
を
関
係
づ

け
て
い
る
。｢

猫
に
小
判｣

｢

猫
に
鰹
節｣

と
い
う
こ
と
わ
ざ
も
あ
る

(

猫
と
い
う
主
体

に
と
っ
て
の
関
係
づ
け
で
あ
る)

。
こ
こ
で
は
、
考
察
の
対
象
外
と
す
る
。
意
味
は
価

値
と
も
関
わ
る
。
神
が
意
味
を
与
え
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。
絶
対
的
な
関
係
づ
け

と
し
て
の
神
意
で
あ
る
。
別
途
、
考
察
す
る
。

三
、
現
象
と
意
味

主
体
の
想
い
が
現
象
に
向
か
い
、
現
象
を
主
体
が
想
い
で
受
け
止
め
る
と
い
う
相
互

作
用
が
あ
り
、
主
体
が
現
象
を
わ
け
て
関
係
づ
け
る
と
こ
ろ
に
意
味
が
生
じ
る
。
主
体
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の
心
象

(

こ
こ
ろ
に
つ
く
る
か
た
ち)

と
な
る
。
解
釈
・
理
解
に
よ
っ
て
関
係
づ
け
る

が
、
解
釈
・
理
解
は
認
識
の
あ
り
方
に
基
づ
き
、
さ
ら
に
価
値
の
置
き
方
に
基
づ
く
。

心
象
は
、
様
々
な
形
式
で
具
体
的
に
表
現
さ
れ
る
。
簡
単
に
図
示
し
て
み
る
。

現
象
に
は
、
主
体

(

人
間)

の
目
の
前
に

(

心
に)

あ
ら
わ
れ
る
か
た
ち

(

自
然
現

象
、
生
命
現
象
、
心
理
現
象)

と
主
体

(
人
間)

自
身
が
つ
く
り
出
し
て
あ
ら
わ
す
か

た
ち

(

文
化
現
象
、
社
会
現
象
、
言
語
現
象)
が
あ
る
。
人
間
の
行
為
、
生
産
物

(

加

工
品)

、
道
具
、
法
制

(

法
律
・
制
度)

、
記
号
、
言
語
表
現
、
芸
術
作
品
な
ど
の
人
間

活
動
と
そ
の
結
果
は
、
あ
ら
わ
す
か
た
ち
で
あ
る
。

意
味
に
は
、
様
々
な
階
梯

か
い
て
い(

段
階)

が
あ
る
が
、
単
純
化
し
て
、
ま
ず
、
示
す
も
の

(

現
象)

と
示
さ
れ
る
も
の

(

意
味)

と
を
対
応
さ
せ
て
み
る
。
前
者
を
上
段
に
、
後

者
を
下
段
に
記
し
て
、
例
を
挙
げ
て
み
る
。

①
黒
い
雲
の
出
現

(

自
然
現
象)

―
雨
が
降
る
こ
と

(

生
活
経
験
／
科
学
的
知
識)

―
不
吉
な
出
来
事

(

詩
の
文
脈
／
巫み

女こ

の
託
宣

た
く
せ
ん)

②
紅
葉

(

生
命
現
象)

―
陽
に
光
る
綺
麗
な
も
の

(

幼
児
の
直
感)

―
お
皿

(

幼
児
の
ま
ま
ご
と
遊
び)

―
秋
に
赤
く
な
る
葉

(

社
会
的
通
念)

―
色
素
の
沈
澱

(

科
学
的
研
究)

―
料
理
の
季
節
感

(

女
将

お
か
み

の
心
配
り)

―
生
命
の
輝
き

(

詩
的
・
哲
学
的
な
直
観)

③
感
覚

(

生
理
現
象)

―
感
覚
さ
れ
る
も
の

(

色
／
音
／
香
／
味
／
…)

④
知
覚

(

心
理
現
象)

―
知
覚
さ
れ
る
も
の

(

事
物
、
人
、
自
分
の
身
体)

⑤
感
情

(

心
理
現
象)

―

(

生
存
の
た
め
の)

意
識
の
変
容
に
対
す
る
モ
ニ
タ
ー
機

能

(

動
機
・
評
価
機
能)

(

認
知
科
学
の
知
見)

⑥
思
考

(

心
理
現
象)

―

(

生
存
の
た
め
の)

状
況
に
対
す
る
内
的
な
働
き
か
け

⑦
記
憶

(

心
理
現
象)

―
過
去
に
経
験
し
た
も
の
ご
と

(

事
物
、
人
、
想
い)

⑧
想
像

(

心
理
現
象)

―
現
場
に
な
い
も
の
ご
と

(

事
物
、
人
、
霊
的
存
在
、
想
い)

⑨
夢

(

心
理
現
象)

―
無
意
識
の
な
か
の
も
の
ご
と

(

事
物
、
人
、
霊
的
存
在
、

想
い)

⑩
笑
顔

(

表
情)

―
喜
び

(

生
活
経
験)

―
親
愛
感
／
困
惑
／
悲
し
み
／
…

(

人
間
関
係
へ
の
配
慮)

①
〜
⑩
の
現
象
は
、
あ
ら
わ
れ
る
か
た
ち
で
あ
る
。
自
然
現
象
の
な
か
に
生
命
現
象

が
あ
り
、
生
命
現
象
の
な
か
に
人
間
の
身
体
現
象

(

生
理
現
象
、
表
情)

や
心
理
現
象

が
あ
る
。
た
だ
し
、
②
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
わ
す
か
た
ち
で
あ
る
こ
と
も
あ
る

(

ま
ま

ご
と
や
懐
石
料
理
で
は
、
象
徴
と
な
る)

。
⑩
に
つ
い
て
は
、(

無
自
覚
に)

表
情
が
あ

ら
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、(

自
覚
し
て)

表
情
を
つ
く
る
こ
と
も
あ
る
。
後
者
は
、

あ
ら
わ
す
か
た
ち
で
あ
る
。

①
②
⑩
の
現
象
は
観
察
さ
れ
、
場

(

脈
絡
、
状
況)

に
応
じ
て
、
様
々
に
解
釈

(

理

解
、
合
意
、
約
束
、
洞
察)

さ
れ
る
。
③
〜
⑨
の
現
象
は
内
観
さ
れ
、(

生
活
経
験
を

踏
ま
え
な
が
ら)

学
問
的
に
解
釈
さ
れ
る
。

②
で
、
懐
石
料
理
に
添
え
ら
れ
る
紅
葉
は
も
ち
ろ
ん
食
べ
ら
れ
な
い
。
紅
葉
は
暗
に

示
す
も
の
で
あ
り
、
暗
に
示
さ
れ
る

(

暗
示
さ
れ
る)

も
の

(

含
意)

は
季
節
感
と
い

う
情
趣
で
あ
る
。(

暗
示
が
或
る
脈
絡
で
慣
用
さ
れ
れ
ば
、
象
徴
と
な
る
。)

女
将
の
も

て
な
し
の
心
遣
い
だ
け
で
な
く
、
経
営
感
覚
も
示
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

②
で
、
少
年
期
に
学
校
で

｢

紅
葉｣

は

｢

秋
に
赤
く
な
る
葉｣

と
覚
え
、
辞
書
に
も

そ
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
、
成
人
後
も
そ
の
よ
う
に
理
解
し
て
社
会
生
活
を
送
る
。
生
活

経
験
に
よ
る
社
会
通
念
と
し
て
の
概
念

(

辞
書
的
意
味)

あ
る
い
は
意
味
の
輪
郭
で
あ

る
。
紅
葉
一
般
に
つ
い
て
包
括
的
に
示
さ
れ
る
社
会
的
意
味
で
、
個
人
の
想
い
は
捨
象

さ
れ
る
。
同
じ
く
主
体
を
捨
象
し
て

(

主
体
と
切
り
離
し
て)

、
科
学
的
に

｢

紅
葉｣

を
徹
底
的
に
対
象
化
す
る

(

物
と
し
て
扱
う)

と
き
、｢

紅
葉｣

は

｢

ア
ン
ト
シ
ア
ン
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主
体

(

お
も
い)

線
描
、
絵
、
造
形

↓
美
術

←
→

意
味

(

示
さ
れ
る
も
の)

↓
心
象
↓
音
の
組
合
せ

↓
音
楽

現
象

(
わ
け)

→

表
情
、
身
振
り
↓
こ
と
ば
↓
文
学

(

も
の
ご
と)

想
像
力

仕
草
、
振
舞
い
↓
行
動

↓
演
劇

←

↓

関
係
づ
け
↑
解
釈
、
理
解
、
合
意
、
約
束
、
洞
察
↑
認
識
体
系
↑
価
値
体
系

世
界

(

諸
現
象)



な
ど
の
色
素
の
葉
の
部
分
へ
の
移
動
と
沈
澱｣

と
い
う
物
理
現
象
と
し
て
捉
え
ら
れ
る

が
、
い
の
ち
の
は
た
ら
き
は
切
捨
て
ら
れ
る
。
こ
の(

そ
の
、
あ
の)

紅
葉
に
よ
っ
て
、

今
こ
こ
に
生
き
て
い
る
自
分

(

あ
る
い
は
彼
、
彼
女)

に
示
さ
れ
る
も
の
が
、
意
味
の

内
実
で
あ
り
、
個
人
的
意
味
で
あ
る
。
社
会
的
通
念
に
捉
わ
れ
な
い
幼
児
や
芸
術
家

(
画
家
、
詩
人
な
ど)

は
、
直
感

(

直
観)

的
に
、
紅
葉
を
も
の
そ
の
も
の
と
し
て

(

本
質
を)
観
る

(

洞
察
す
る)

こ
と
も
あ
る
。
落
日
に
も
通
じ
る
最
後
の
生
命
の
輝

き
と
そ
の
循
環
へ
の
希
望
で
あ
る
。
普
遍
的
意
味

(

真
意)

が
示
さ
れ
る
。

⑩
で
、
笑
顔
に
よ
っ
て
自
然
に

(

一
般
的
に)

示
さ
れ
る
も
の
は
喜
び
で
あ
る
。
生

活
経
験
に
よ
る
社
会
通
念
と
し
て
の
意
味
の
輪
郭
で
あ
り
、
社
会
的
意
味
で
あ
る
。
喜

び
と
い
う
感
情
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
も
の
は
、(

或
る
出
来
事
に
よ
る
感
覚
の
突
出
が

も
た
ら
す)

意
識
の
状
態
の
変
容
に
対
す
る
プ
ラ
ス
評
価
の
情
緒
と
し
て
の
満
足
で
あ

る
。
或
る
欠
乏
を
回
復
す
る
欲
求
を
満
た
す
こ
と
で
あ
る
。
欲
求
に
は
、
生
理
的
欲
求
、

心
理
的
欲
求

(

願
望)

、
精
神
的
欲
求

(
意
志
、
希
望)

の
三
段
階

(

三
つ
の
レ
ベ
ル)

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
脳
幹
、
大
脳
辺
縁
系
、
大
脳
新
皮
質
の
機
能
と
対
応
す
る
。
何
か

食
べ
て
空
腹
を
満
た
す
と
き
、
親
し
い
人
達
と
食
事
を
す
る
と
き
、
困
難
な
仕
事
を
達

成
し
た
と
き
の
喜
び
は
、
そ
れ
ぞ
れ
満
足
の
次
元
が
異
な
る
。
個
人
を
め
ぐ
る
状
況
に

応
じ
て
、
意
味
の
内
実
ま
た
は
個
人
的
意
味
が
示
さ
れ
る
。

⑩
で
、
笑
顔
を
つ
く
っ
て
人
間
関
係
を
円
滑
に
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
場

(

脈
絡
、

状
況)

に
応
じ
て
、
様
々
な
含
み

(

含
意)

が
暗
に
示
さ
れ
る
。
初
対
面
の
挨
拶
で
、

会
釈
と
と
も
に
に
こ
や
か
な
笑
み
を
浮
か
べ
る
と
き
、
今
後
と
も
良
好
な
人
間
関
係
と

自
分
に
と
っ
て
有
益
な
配
慮
を
望
む
意
思
が
示
さ
れ
る
。
本
心
は
拒
絶
し
た
い
が
相
手

と
の
人
間
関
係
を
壊
し
た
く
な
い
と
き
、
困
惑
し
た
笑
み
を
浮
か
べ
て
、
婉
曲
的
な
断

り
が
示
さ
れ
る
。
芥
川
龍
之
介
の
小
説

『

手
巾

ハ
ン
ケ
チ』

に
あ
る
よ
う
に
、
相
手
に
心
配
を
か

け
ま
い
と
笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら
息
子
の
死
を
報
告
す
る
と
き
、
示
さ
れ
る
意
味
の
内

実

(

真
意)

は
悲
し
み
で
あ
る
。

⑪
積つ

み

木き

―
家

(

幼
児
の
想
像
と
表
現)

(

象
徴)

⑫
十
字

(

架)

―
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
政
治
思
想
犯
の
処
刑
具

(

道
具)

／

救
い
主
の
贖

し
ょ
く

罪ざ
い(

人
類
の
救
い)

(

キ
リ
ス
ト
教
信
仰
圏)

(

象
徴)

⑬
材
木
―
杖つ

え

・
棹さ

お

・
武
器

(

道
具)

／
机
・
家

(

加
工
物)

⑭
机
―
作
業
す
る
た
め
の
台
と
支
え

(

社
会
的
機
能)

／
踏
み
台

(

道
具)

⑮
石
―
包
丁
・
礫

つ
ぶ
て(

道
具)

／
装
飾
品
・
家

(

加
工
物)

／
ハ
ン
バ
ー
グ

(

幼
児
の

ま
ま
ご
と)

(

象
徴)

／
貨
幣

(

記
号)

／
彫
像

(

芸
術
作
品)

⑯
写
真
―
現
物
／
写
す
人
の
想
い

⑰
肖
像
画
、
静
物
画
、
風
景
画
―
人
物
、
事
物
、
風
景
／
写
す

(

描
く)

人
の
想
い

⑱
交
通
信
号
の
色
―
人
や
車
の
移
動
の
仕
方

(

記
号)

⑲
右
側
歩
行
―
道
路
の
安
全
な
利
用

(

法
制)

⑳
課
長
―
組
織
の
な
か
の
或
る
業
務
の
担
当
責
任
者

(

法
制)

�
行
動
―

(

生
存
の
た
め
の)

環
境
に
対
す
る
働
き
か
け

�
抱
擁
―
愛
情

�
頷
き
―
肯
定
／
相
槌

あ
い
づ
ち

／
会
釈
／
複
雑
な
想
い

�
指
さ
し
―
方
向
／
事
物
／
命
令
／
非
難
／
達
成
へ
の
意
志
／
約
束
の
成
就

�
声
―
情
緒
、
意
思

�
節
目
の
あ
る
声
・
模
様
・
手
振
り
の
組
合
せ
―
こ
と
ば

(

談
話
・
文
章
・
手
話)

�
芸
術
作
品
―
精
神

(

情
緒
、
思
想
、
直
観)

⑪
〜
�
の
現
象
は
、
あ
ら
わ
す
か
た
ち
で
あ
る
。
個
人
ま
た
は
集
団
に
よ
る
人
間
活

動
で
あ
る
。
外
観
的
に
言
え
ば
、
文
化
現
象
で
あ
る
。
文
化
現
象
の
う
ち
、
集
団
に
よ

る
も
の
は
社
会
現
象
で
あ
る
。
人
間
活
動
に
は
、
言
語
活
動
も
含
ま
れ
る

(

行
動
の
な

か
に
は
、
言
語
行
動
も
含
ま
れ
る)

。
文
化
現
象
の
な
か
に
、
言
語
現
象
が
あ
る
。
た

だ
し
、
⑮
に
つ
い
て
は
、
自
然
現
象
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
か
た
ち
を
そ
の
ま
ま
用
い
る

こ
と
も
あ
れ
ば
、
加
工
し
て
用
い
る
こ
と
も
あ
る
。(

石
の
存
在
の
意
味
を
問
う
こ
と

は
難
し
い
。)

�
に
つ
い
て
は
、
生
命
現
象
あ
る
い
は
生
理
現
象

(

ま
た
は
表
情)

と

し
て
あ
ら
わ
れ
る
か
た
ち
が
、
反
射
的
、
共
鳴
的
、
感
染
的
に
叫
び
声
、
怒
声
、
悲
鳴
、

泣
き
声
と
な
っ
て
突
発
的
な
情
緒
を
表
す
こ
と
も
あ
る
。
抑
揚
や
強
弱
、
声こ

わ

音ね

を
変
え

て
、
意
識
的
に
声
を
つ
く
っ
て
あ
ら
わ
す
か
た
ち
が
相
手
に
意
思
を
示
す
こ
と
も
あ
る
。

⑪
⑫

(
後
者)

⑮

(

第
三
ケ
ー
ス)

は
、
象
徴
す
る
も
の
と
象
徴
さ
れ
る
も
の
の
関

係

(

象
徴)
で
あ
る
。
象
徴
と
は
、
或
る
脈
絡
に
お
け
る
別
の
次
元

(

の
も
の
ご
と)

へ
の
転
換(
変
換)

で
あ
る
。
象
徴
的
意
味(

脈
絡
的
意
味)

が
示
さ
れ
る
。
象
徴
は
、

芸
術
の
芽
生
え
と
も
な
る
。
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⑫

(

前
者)

⑬

(

前
者)

⑭

(

後
者)

⑮

(

第
一
ケ
ー
ス)

は
、
道
具
と
す
る
も
の

と
道
具
と
さ
れ
る
も
の
の
関
係

(

道
具)

で
あ
る
。
道
具
的
意
味

(

普
通
は
社
会
的
意

味)

が
示
さ
れ
る
。
道
具
は
、
加
工
と
も
関
わ
る
。

⑬
(

後
者)

⑮

(

第
二
ケ
ー
ス)

は
、
加
工
す
る
も
の
と
加
工
さ
れ
る
も
の
の
関
係

(
加
工)

で
あ
る
。
加
工
的
意
味
が
示
さ
れ
る
。
加
工
は
、
芸
術

(

ア
ー
ツ)

の
芽
生

え
と
な
る
。

⑭

(

前
者)
で
は
、
概
念
的
意
味

(

社
会
的
意
味)

が
示
さ
れ
る
。

⑯
⑰
の
前
者
は
、
写
す
も
の

(

写
像
す
る
も
の)

と
写
さ
れ
る
も
の

(

写
像
さ
れ
る

も
の)

の
関
係

(
写
像)
で
あ
る
。
写
像
的
意
味
が
示
さ
れ
る
。
写
像
は
、
芸
術
と
も

関
わ
る
。
⑯
⑰
の
後
者
は
、
芸
術
の
芽
生
え
と
も
な
る
。
な
お
、
漢
字
の
う
ち
、
象
形

文
字
は
写
像
に
よ
る
記
号
で
あ
る
。
手
話
と
い
う
言
語
を
構
成
す
る
手
振
り
は
、
写
像

的
な
身
体
記
号
で
あ
る
。

⑮(

第
四
ケ
ー
ス)

⑱
は
、
記
号
と
す
る
も
の
と
記
号
さ
れ
る
も
の
の
関
係(

記
号)

で
あ
る
。
記
号
と
は
、
或
る
集
団
の
約
束
に
よ
る
別
の
次
元

(

の
も
の
ご
と)

へ
の
転

換

(

変
換)

で
あ
る
。
記
号
的
意
味

(

社
会
的
意
味)

が
示
さ
れ
る
。
�
〜
�
は
、
身

体

(

か
ら
発
す
る
も
の)

の
一
部
を
記
号
と
す
る
も
の
と
し
て
用
い
る
身
体
記
号
と
な

る
こ
と
も
あ
る
。
線
描

(

手
の
動
き)

と
と
も
に
、
言
語
記
号

(

言
語
に
用
い
ら
れ
る

記
号)

の
芽
生
え
と
な
る
。

⑲
⑳
は
、
法
制
と
す
る
も
の
と
法
制
と
さ
れ
る
も
の
の
関
係

(
法
制)

で
あ
る
。
法

制(

法
律
・
制
度)

は
、
約
束
・
規
則
の
体
系
で
あ
る
。
法
制
的
意
味(
社
会
的
意
味)

が
示
さ
れ
る
。
現
代
社
会
で
は
、
成
人
後
、
退
職
す
る
ま
で
、
役
職
を
中
心
と
す
る
法

制
的
意
味
が
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
る
。
胎
生
期
か
ら
青
年
期
ま
で
の
意
味
へ
の
問

い
は
忘
れ
去
ら
れ

(

意
識
下
に
追
い
や
ら
れ)

、
個
人
的
意
味
は
見
失
わ
れ
、
し
ば
し

ば
人
間
疎
外
が
も
た
ら
さ
れ
る
。

�
は
、
言
語
と
す
る
も
の
と
言
語
さ
れ
る
も
の
の
関
係

(

言
語)

で
あ
る
。
言
語
と

は
、
も
の
ご
と

(

人
間
の
意
思)

の
表
現
・
伝
達
の
方
法
で
、
或
る
集
団

(

民
族)

の

約
束
の
体
系(

語
彙
体
系
、
文
法
体
系
、
表
現
体
系)

に
よ
る
身
体
記
号
体
系
で
あ
る
。

言
語
的
意
味

(

社
会
的
意
味
、
概
念
的
意
味
、
記
号
的
意
味
、
脈
絡
的
意
味
、
論
理
的

意
味
、
象
徴
的
意
味
、
情
緒
的
意
味
、
個
人
的
意
味
、
精
神
的
意
味)

が
示
さ
れ
る
。

言
語
は
、
象
徴
、
記
号
、
概
念
、
写
像
、
法
制

(

約
束
の
体
系)

な
ど
か
ら
複
合
的
・

総
合
的
に
展
開
し
て
成
立
し
、
さ
ら
に
レ
ト
リ
ッ
ク
体
系
、
象
徴
的
表
現
体
系
を
含
む

表
現
体
系
に
よ
っ
て
、
言
語
芸
術

(

文
学)

に
展
開
す
る
。

�
は
、
作
品
と
し
て
表
現
す
る
も
の
と
表
現
さ
れ
る
も
の
と
の
関
係

(

芸
術)

で
あ

る
。
表
現
す
る
技
術
は
必
要
と
さ
れ
る
が
、
生
産
物
や
加
工
物
、
道
具
、
記
号
と
違
っ

て
、
作
品
は
社
会
生
活
に
有
用
な
機
能
を
示
さ
な
い
。
音
、
色
、
身
体
の
動
き
、
こ
と

ば
な
ど
を
素
材
と
し
て
、
精
神
を
表
現
す
る
。
何
が
表
現
さ
れ
て
い
る
か
は
、
鑑
賞
す

る
人
に
よ
っ
て
様
々
に
解
釈
さ
れ
る
。

�｢

鯛
は
鯛
だ｣

―
強
調
、
価
値

(

ト
ー
ト
ロ
ジ
ー)

�｢

薔ば

薇ら

の
花｣

―

｢

少
女
の
�｣

(

比
喩)

�｢

冷さ

め
た
コ
ー
ヒ
ー｣

―
失
恋

(

詩
的
象
徴)

こ
と
ば
の
脈
絡

(

話
脈
、
文
脈)

の
な
か
で
、
表
現
す
る
も
の
と
表
現
さ
れ
る
も
の

の
関
係

(

言
語
表
現)

が
あ
る
。

�
は
、｢

Ａ
は
Ａ
だ｣

と
い
う
ト
ー
ト
ロ
ジ
ー

(

自
同
律)

で
、
Ａ
に
つ
い
て
何
も

述
べ
て
な
い
か
ら
、
論
理
的
意
味
と
し
て
は
無
意
味
で
あ
る
が
、
脈
絡

(

場
、
状
況)

の
な
か
に
置
か
れ
る
と
、
表
現
的
意
味
と
し
て
は
、
評
価
的
感
情
を
伴
う
強
調
の
意
味

と
な
る
。｢

腐
っ
て
も
鯛｣

と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
。

�
は
、
喩た

と

え
る
も
の
と
喩
え
ら
れ
る
も
の
の
関
係

(

比
喩)

で
あ
る
。｢

Ａ
の
よ
う

な
Ｂ｣

(

Ａ
は
喩
え
る
も
の
、
Ｂ
は
喩
え
ら
れ
る
も
の)

と
い
う

(

Ａ
と
Ｂ
を)

比
べ

る
喩
え
で
、
Ａ
と
Ｂ
の
間
に
共
通
性
が
あ
る
。
�
で
は
、｢

赤
み
が
さ
し
て
生
命
感
の

あ
る
こ
と｣

と
い
う
共
通
性
が
あ
る
。
こ
こ
で
、
注
意
す
べ
き
は
、
�
の
表
現
的
意
味

と
し
て
は
、｢

少
女
の
�｣

だ
け
で
な
く
、｢

薔
薇
の
花｣

の
イ
メ
ー
ジ

(

心
象)

も
重

ね
合
わ
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
古
代
日
本
語
に
お
け
る
序じ

ょ

詞こ
と
ば、

掛か
け

詞こ
と
ば、

縁

語
な
ど
と
同
様
に
、
イ
メ
ー
ジ
の
重
ね
合
わ
せ
が
あ
る
。
表
現
さ
れ
た
世
界
が
、
読
者

に
と
っ
て
、
心
象
世
界
と
な
っ
て
広
が
る
の
で
あ
る
。

�
は
、
象
徴
す
る
も
の
と
象
徴
さ
れ
る
も
の
の
関
係

(

象
徴)

で
あ
る
。
こ
と
ば
の

象
徴
的
な
組
合
せ
で
あ
る
。
プ
レ
ヴ
ェ
ー
ル(

二
十
世
紀
フ
ラ
ン
ス)

の
詩
の
な
か
で
、

男
女
が
カ
フ
ェ
ー
で
待
ち
合
わ
せ
、
男
は
別
れ
話
を
切
り
出
し
て
、
ほ
と
ん
ど
コ
ー
ヒ
ー

に
口
も
つ
け
ず
に
去
っ
て
行
く
。
女
は
去
っ
た
男
の
背
中
を
見
送
っ
た
後
、
テ
ー
ブ
ル
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の
上
に
し
ば
ら
く
う
つ
伏
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
女
の
前
に
は
、
冷
め
た
コ
ー
ヒ
ー
が
置

か
れ
て
い
る
。
こ
の
文
脈
の
な
か
で
は
、
冷
め
た
コ
ー
ヒ
ー
は
、
暗
に
男
の
女
へ
の
冷

め
た
恋
心
を
示
し
て
い
る
。
取
り
残
さ
れ
た
女
に
と
っ
て
は
、
失
恋
の
象
徴
と
な
る
。

象
徴
は
、
脈
絡
の
な
か
で
解
釈
さ
れ
る
別
の
次
元(

の
も
の
ご
と)

へ
の
転
換(

変
換)

で
あ
る
。
コ
ー
ヒ
ー
と
恋
の
間
に
、
共
通
性
は
な
い
。
象
徴
に
よ
っ
て
、
表
現
さ
れ
た

世
界
は
、
日
常
現
実
の
風
景
か
ら
心
象
風
景
へ
と
二
重
写
し
に
転
換
す
る
の
で
あ
る
。

四
、
表
現
と
意
味

主
体
と
現
象
と
の
相
互
作
用
の
な
か
に
意
味
が
生
じ
、
心
象
と
な
り
、
表
現
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
、
単
純
化
し
て
、
示
す
も
の
を
現
象
、
示
さ
れ
る
も
の
を
意
味
と
し
て
、
論

じ
て
き
た
。
し
か
し
、
表
現
と
意
味
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
す
る
と
き
、｢

示
す
も
の｣

と
し
て

｢

示
す
者｣

(

示
す
主
体
、
表
現
者)

と

｢

示
す
物｣
(

表
現
主
体
が
示
す
も
の

ご
と)

を
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。｢
示
さ
れ
る
も
の｣

と
し
て

｢

示
さ
れ
る
者｣

(

示
さ
れ
る
主
体
、
解
釈
者
、
鑑
賞
者)

と

｢
示
さ
れ
る
物｣

(

表
現
主
体
に
よ
っ
て
解

釈
主
体

(

鑑
賞
主
体)

に
示
さ
れ
る
も
の
ご
と)
を
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と

い
う
の
も
、
現
象
に
も

｢

あ
ら
わ
れ
る
か
た
ち｣

と

｢
あ
ら
わ
す
か
た
ち｣

が
あ
り
、

表
現
は
後
者
に
関
わ
る
か
ら
で
あ
り
、
言
語
表
現
の
う
ち
比
喩
表
現
の
と
こ
ろ
で
見
て

き
た
よ
う
に
、
表
現
的
意
味
は
示
さ
れ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
示
す
も
の
に
も
関
わ
っ

て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
表
現
主
体
が
籠こ

め
た
意
味
が
あ
り
、
解
釈
主
体

(

鑑

賞
主
体)

が
受
け
止
め
た
意
味
が
あ
り
、
両
者
が
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
し
、
芸
術
表

現
で
は
、
む
し
ろ
一
致
し
な
い
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
も
言
え
る
。
簡
単
に(
下
段
に)

図
示
し
て
み
る
。

現
象
Ａ
は
あ
ら
わ
れ
る
か
た
ち
で
、
自
然
現
象
、
生
命
現
象
な
ど
、
こ
の
宇
宙
そ
の

も
の
の
は
た
ら
き
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
こ
の
宇
宙
を
現
象
さ
せ
る
根
源
的
な
力
あ
る

い
は
初
動
的
な
力
は
、
人
間
に
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
宇
宙
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、

古
来
、
人
間
は
直
観
的
に
、
あ
る
い
は
信
じ
る
こ
と
を
突
き
詰
め
て
、
様
々
に
表
現
し

て
き
た
。
古
代
中
国
で
は
タ
オ

(

大
極
、
無
極
、
混
沌
と
し
た
根
源
的
な
気)

、
古
代

イ
ン
ド
で
は
ブ
ラ
フ
マ
ン
即
ア
ー
ト
マ
ン

(

梵
我
一
如)

あ
る
い
は
ダ
ル
マ

(

法)

、

真
言
密
教
で
は
大
日
如
来
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
で
は
ピ
ュ
シ
ス

(

自
然)

あ
る
い
は
普
遍

的
イ
デ
ア

(

直
観
的
観
念
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
る
普
遍
精
神)

、
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
で

は
ヤ
ハ
ヴ
ェ

(

神)

と
名
づ
け
た
。
古
代
日
本
で
は
、
ア
イ
ヌ
・
縄
文
的
な

(

環
太
平

洋
的
な)

ア
ニ
ミ
ズ
ム

(

祖
霊
信
仰
を
含
む
汎
自
然
神
信
仰)

の
上
に
、
記
紀
神
話
で

は
中
国
の
タ
オ
イ
ズ
ム

(

混
沌
一
気
が
陰
陽
二
気
に
あ
ら
わ
れ
て
運
動
が
生
じ
万
物
が

あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
思
想)

を
導
入
し
、
そ
れ
を
軸
に
各
地
の
伝
承
を
集
め
て
体
系
づ

け
る

(

か
す
か
に
古
代
ユ
ダ
ヤ
教
の
影
響
が
あ
る
と
い
う
説
も
あ
る)

。

あ
ら
わ
れ
る
か
た
ち
〜
示
す
も
の

(

現
象
Ａ)

←
示
さ
れ
る
も
の

(

意
味
Ａ)

←
→
解
釈
・
洞
察

示
さ
れ
る
人

(

解
釈
者

(

洞
察
者)

Ａ)

〜
示
す
人

(

表
現
者
Ａ)

←

あ
ら
わ
す
か
た
ち

(

表
現
Ａ)

〜
示
す
も
の

(

現
象
Ｂ)

(

意
味
Ａ)

←
示
さ
れ
る
も
の

(

意
味
Ｂ)

←
→
解
釈
・
鑑
賞

示
さ
れ
る
人

(

解
釈
者

(

鑑
賞
者)

Ｂ)

山
が
存
在
す
る
意
味
は
何
か
。
な
ぜ
雨
が
降
る
の
か
。
な
ん
の
た
め
に
石
は
存
在
す

る
の
か
。
な
ん
の
た
め
に
花
が
咲
き
、
枯
れ
る
の
か
。

詩
人
や
画
家
た
ち
は
、
こ
の
宇
宙
に
あ
ら
わ
れ
る
か
た
ち
の
意
味
、
い
の
ち
の
意
味

を
問
い
続
け
、
直
感

(

直
観)

的
に
洞
察
し
、
象
徴
を
用
い
て
表
現
す
る
。

現
象
Ａ
に
示
さ
れ
る
意
味
Ａ
を
洞
察
し
、
示
さ
れ
る
人

(

解
釈
者

(

洞
察
者)

Ａ)
は
そ
の
意
味
Ａ
を
想
像
力
に
よ
っ
て
心
象
化
し
、
色
や
こ
と
ば
を
素
材
と
し
て
か
た
ち

(

表
現
Ａ)

に
あ
ら
わ
し
、
示
す
人

(

表
現
者
Ａ)

と
な
る
。
あ
ら
わ
す
か
た
ち

(

表

現
Ａ)

は
示
さ
れ
る
人(

解
釈
者(

鑑
賞
者)

Ｂ)

の
目
の
前
に
示
す
も
の(

現
象
Ｂ)

(

意
味
Ａ
が
籠
め
ら
れ
て
い
る)

と
し
て
示
さ
れ
る
。
示
さ
れ
る
人

(

解
釈
者

(

鑑
賞

者)

Ｂ)

は
あ
ら
わ
す
か
た
ち

(

表
現
Ａ)

に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
意
味
Ｂ
を
鑑
賞
し
、
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受
け
止
め
る
。

五
、
生
存
の
意
味
と
表
現

な
ぜ
果
て
し
な
い
荒
涼
と
し
た
シ
ベ
リ
ア
の
大
地
が
存
在
す
る
の
か
。
強
制
収
容
所

で
、
理
不
尽
に
も
、
極
寒
、
粗
食
、
重
労
働
の
な
か
、
死
に
直
面
し
、
脱
走
す
れ
ば
銃

殺
さ
れ
る
仲
間
を
目ま

の
当
た
り
に
し
、
そ
れ
で
も
生
き
る
意
味
は
何
か
。
な
ん
の
た
め

に
戦
争
し
、
死
に
直
面
し
、
終
戦
後
も
、
シ
ベ
リ
ア
の
収
容
所
で
、
死
に
直
面
し
続
け

る
の
か
。
な
ぜ
春
に
な
る
と
、
こ
の
シ
ベ
リ
ア
の
地
に
一
斉
に
花
咲
く
の
か
。
こ
の
極

限
状
況
の
な
か
で
、
な
ぜ
幾
人
か
の
人
間
は
逞

た
く
ま

し
く
生
き
抜
く
こ
と
が
で
き
た
の
か
。

詩
画
集

『

鳥
の
よ
う
に
―
シ
ベ
リ
ア

記
憶
の
大
地
―』

宮
崎
進

(

二
〇
〇
七)

の

口
絵
写
真
に
は
三
つ
の
作
品
が
並
び
、
こ
の
本
の
主
題
を
提
示
す
る
。

造
形
作
品

｢

鳥
の
よ
う
に｣

(

二
〇
〇
一)

は
、
シ
ベ
リ
ア
の
流
木
の
原
形
を
生
か

し
麻
布
や
石
膏
を
用
い
て
加
工
し
た
女
性
半
身
像
で
あ
る
。
爆
撃
さ
れ
た
か
の
よ
う
に

背
中
の
表
面
が
焦
げ
茶
色
と
濁
っ
た
白
色
の
斑

ま
だ
ら

模
様
に
爛た

だ

れ
、
腰
か
ら
下
は
な
く
、
右

腕
は
肩
の
先
を
残
し
て
�も

が
れ
、
左
腕
も
肘
か
ら
先
は
な
く
短
い
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
翼
と
な
っ

て
い
る
が
水
平
に
保
た
れ
、
尖
端
が
彼
方

か
な
た

を
指さ

す
。
上
体
を
や
や
右
に
捩よ

じ

ら
せ
て
シ
ベ

リ
ア
の
大
地
に
直
立
す
る
。
顔
は
少
し
左
に
傾
け
、
翼
で
指
し
た
方
向
に
眼
差
し
を
向

け
る
。
悲
惨
な
現
実
を
体
験
し
な
が
ら
、
無
残
な
姿
を
卑
下
す
る
こ
と
な
く
、(

容
易

に
歩
き
出
せ
な
い
が
、
飛
び
立
と
う
と
す
る
想
い
を
秘
め
、)

希
望
を
捨
て
な
い
で
、

生
き
る
意
志
を
示
す
。

造
形
作
品

｢

生
き
る
も
の｣

(

一
九
九
〇
―
九
八)

は
、
板
に
ミ
ク
ス
ト
メ
デ
ィ
ア

を
貼
り
付
け
て
そ
の
上
に
油
絵
具
を
厚
く
塗
っ
た
、
斜
め
横
に
向
か
い
合
う
二
人
の
男

の
顔
の
絵
で
あ
る
。
暗
い
イ
ン
ジ
ゴ
を
バ
ッ
ク
に
、
皮
膚
を
灼や

か
れ
�は

ぎ
取
ら
れ
た
よ

う
な
、
赤
や
オ
レ
ン
ジ
や
臙え

ん

脂じ

や
イ
ン
ジ
ゴ
や
緑
で
色
づ
け
さ
れ
た
二
人
の
男
の
顔
が
、

浮
び
上
が
る
。
首
は
影
の
よ
う
に
黒
々
と
線
条
の
柱
状
と
な
り
、
画
面
の
下
に
接
す
る
。

頭
髪
は
な
く
、
眉
毛
も
な
く
、
眼が

ん

窩か

は
窪く

ぼ

み
、
瞳
は
描
か
れ
ず
、
眼
は
イ
ン
ジ
ゴ
に
潰つ

ぶ

さ
れ
る
。
処
刑
さ
れ
て
首
を
切
ら
れ
て
も
、
一
人
は
小
さ
く
丸
く
口
を
開
け

(

口
の
な

か
は
空
洞
で)

、
一
人
は
口
を
閉
じ
、
な
お
生
き
て
い
る
。
生
存
し
た
か
た
ち

(

お
も

い)

が
表
れ
て
い
る
。
不
条
理
な
運
命
を
嘆
き
な
が
ら
も
、
い
つ
し
か
諦
念
の
う
ち
に
、

(

生
死
を
超
え
て)

瞑
想
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

造
形
作
品

｢H
and｣

(

一
九
九
八)

は
、
粘
土
を
素
材
と
し
て
石
膏
で
固
め
た
左

腕
の
彫
塑
で
、
木
の
板
に
置
か
れ
た
鉄
の
台
座
と
棒
で
支
え
ら
れ
て
い
る
。
表
面
は
粘

土
で
盛
り
上
げ
ら
れ
た
痕あ

と

の
ま
ま
で
、
黄
土
色
と
乳
濁
色
が
斑

ま
だ
ら

と
な
っ
て
い
る
。
切
り

取
ら
れ
た
節
く
れ
だ
っ
た
左
腕
が
直
立
し
、
手
の
甲
か
ら
短
く
太
い
五
本
の
指
が
広
げ

ら
れ
て
天
に
向
か
っ
て
突
き
出
さ
れ
、
極
寒
の
な
か
の
苛
酷
な
労
働
が
刻
ま
れ
て
い
る

が
、(

生
存
に
苛
酷
な
状
況
の
な
か
で)

逞
し
く
生
き
る
人
間
の
意
志
と
想
い
が
示
さ

れ
て
い
る
。

目
次
の
後
に
、｢

望
郷｣

(

一
九
七
〇)

と
題
し
た
造
形
作
品(

油
彩
、
カ
ン
ヴ
ァ
ス)

の
口
絵(

白
黒)

写
真
が
あ
る
。
画
面
左
側
に
右
向
き
の
男
の
横
顔
が｢

生
き
る
も
の｣

(

一
九
九
〇
―
九
八)

と
同
様
に
描
か
れ
、
首
か
ら
下
は
切
り
取
ら
れ
て
血
が
流
れ
、

口
は
塗
り
潰
さ
れ
て
い
る
が
、
眼
は
う
っ
す
ら
と
瞠ひ

ら

か
れ
、
柔
和
な
表
情
で
あ
る
。
画

面
右
側
に
は
、
遠
近
法
で
描
か
れ
た
レ
ー
ル
の
上
を

(

レ
ー
ル
の
先
は
途
切
れ
暗
い
小

さ
な
穴
と
な
っ
て
い
る)

、
白
っ
ぽ
い

(

何
色
か
は
わ
か
ら
な
い)

布
を
頭
か
ら
足
元

ま
で
す
っ
ぽ
り
被か

ぶ

っ
た
人

(

男
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る)

が
今
に
も
歩
き
出
し
そ
う
に

し
て
い
る
。
望
郷
の
想
い
の
心
象
風
景
は
、
苛
酷
な
現
実
の
下
に
置
か
れ
た
男
に
と
っ

て
の
唯
一
の
安
ら
ぎ
と
救
い
か
も
し
れ
な
い
。

故
国
日
本
に
帰
還
し
た
宮
崎
進
は
、
シ
ベ
リ
ア
の
生
々
し
い
記
憶
に
血
を
流
し
続
け
、

そ
の
心
象
を
絵
や
彫
塑
、
詩
に
あ
ら
わ
し
て
、
人
間
と
し
て
の
生
存
の
意
味
を
問
う
。

(

意
味
を
問
い
な
が
ら
表
現
し
、
表
現
し
な
が
ら
意
味
を
問
う
。)

宮
崎
進
は
、｢

序
章

シ
ベ
リ
ア｣

の
冒
頭
で
言
う
。

貨
車
に
詰
め
込
ま
れ
て
送
ら
れ
る
捕
虜
は
、
ま
る
で
豚
の
よ
う
に
飢
え
と
寒
さ
で

バ
タ
バ
タ
死
ん
だ
。
ど
こ
に
行
く
の
か
、
何
が
起
こ
る
の
か
解
ら
な
い
ま
ま
に
北
へ

北
へ
と
向
か
っ
て
、
レ
ー
ル
の
き
し
む
音
だ
け
が
不
安
な
恐
ろ
し
さ
を
か
き
た
て
た
。

｢
貨
車
に
詰
め
込
ま
れ
て｣

と
い
う
擬
物
法
、｢

ま
る
で
豚
の
よ
う
に｣

と
い
う
直

喩
法
、｢
バ
タ
バ
タ｣

と
い
う
音
喩
法
、｢

ど
こ
に
行
く
の
か
、
何
が
起
こ
る
の
か｣

と

い
う
対
句
法
、｢
北
へ
北
へ｣

と
い
う
畳
語
法
、｢

レ
ー
ル
の
き
し
む
音
だ
け
が
〜
か
き

た
て
た｣

と
い
う
翻
訳
語
法

(

物
主
語)

な
ど
の
レ
ト
リ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、
人
間
扱
い
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さ
れ
て
い
な
い
理
不
尽
な
状
況
下
で
の
人
間
と
し
て
の
誇
り
や
情
緒
の
危
う
さ
、
壊
れ

や
す
さ
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。

敗
戦
と
植
民
地
の
崩
壊
は
、
多
く
の
人
間
を
異
国
の
原
野
に
置
き
ざ
り
に
し
た
。

野
良
犬
の
よ
う
な
生
活
は
、
や
が
て
シ
ベ
リ
ア
の
俘
虜
と
し
て
労
働
を
強
い
ら
れ
る

日
々
に
替
わ
っ
た
。

翻
訳
語
法
と

｢
野
良
犬
の
よ
う
な｣

と
い
う
直
喩
法
を
軸
と
し
た
冷
徹
な
叙
述
は
、

不
条
理
な
運
命
を
見
据
え
な
が
ら
も
、
二
つ
の
国
家
へ
の
告
発
を
含
ん
で
い
る
。

こ
こ
で
は
頼
れ
る
も
の
は
何
一
つ
な
く
、
生
き
る
だ
け
の
生
き
物
と
し
て
、
次
に

や
っ
て
く
る
何
か
を
た
だ
待
つ
だ
け
だ
っ
た
。
二
十
歳
を
過
ぎ
た
ば
か
り
の
私
に
は
、

抜
け
落
ち
る
砂
の
よ
う
な
虚
し
さ
だ
け
が
ひ
ろ
が
っ
て
、
や
り
き
れ
な
い
日
々
が
続

い
た
。

人
間
と
し
て
の
主
体
性
は
喪
わ
れ
、
た
だ
受
動
的
に
生
存
す
る
だ
け
と
な
る
。
人
間

と
し
て
生
き
る
意
味
は
見
失
わ
れ
、｢

抜
け
落
ち
る
砂
の
よ
う
な｣

と
い
う
直
喩
法
で

示
さ
れ
る
虚
無
感
が
ひ
ろ
が
る
。
人
間
と
し
て
の
意
志
に
基
づ
く
前
向
き
の

(

建
設
的

な)

生
き
方
が
で
き
な
い
た
め
に
、｢

や
り
き
れ
な
い｣

想
い
に
掩お

お

い
尽
く
さ
れ
る
。

そ
の
心
象
が
何
を
意
味
す
る
か
、
自
ら
問
い
か
け
、
表
現
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
ん
な
中
で
、
な
に
ゆ
え
か
絵
を
描
き
た
い
と
い
う
沸
々
と
し
た
思
い
が
、
私
の

体
の
中
に
熱
い
塊
を
つ
く
っ
た
。
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
何
か
が
私
に
あ
っ
た
か
ら

に
違
い
な
い
が
、
こ
の
衝
き
上
げ
て
く
る
思
い
は
、
引
き
揚
げ
て
か
ら
今
日
ま
で
、

少
し
の
揺
る
ぎ
も
な
く
続
い
た
。
多
く
の
犠
牲
を
も
た
ら
し
た
こ
の
大
戦
は
、
シ
ベ

リ
ア
に
お
い
て
も
数
万
の
人
間
の
命
を
奪
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
に
何
の
終
着

ら
し
き
こ
と
も
な
い
ま
ま
人
間
の
記
憶
か
ら
消
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が

如
何
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
知
る
由
も
な
い
が
、
そ
の
渦
中
に
い
た
者
の
一
人

と
し
て
、
見
聞
き
し
た
犠
牲
者
た
ち
の
叫
び
を
描
き
止
め
て
お
き
た
い
と
い
う
切
実

な
願
い
が
私
の
中
に
あ
っ
た
。

｢

〜
思
い
が
〜
つ
く
っ
た｣

｢

〜
何
か
が
〜
あ
っ
た｣

｢

〜
思
い
は
〜
続
い
た｣

｢

〜

大
戦
は
〜
奪
っ
た｣

｢

〜
こ
の
こ
と
が
〜
意
味
す
る｣

｢

〜
願
い
が
〜
あ
っ
た｣

と
翻
訳

語
法
を
畳
み
掛
け
て
、
自
ら
の
心
象
の
実
在
を
切
迫
感
を
も
っ
て
表
す
。
最
初
の
文
と

最
後
の
文
が
呼
応
し
て
、
命
を
奪
わ
れ
た
者
た
ち
の
叫
び
を
記
録
し
て
絵
に
描
こ
う
と

す
る

(

使
命
感
に
も
似
た)

切
実
な
動
機
と
情
熱
が
示
さ
れ
る
。

具
象
、
抽
象
の
別
を
超
え
、
私
の
抱
え
込
ん
だ
シ
ベ
リ
ア
を
透
過
し
て
、
そ
の
先

に
見
え
隠
れ
す
る
何
か
を
描
き
と
ど
め
よ
う
と
す
る
、
イ
メ
ー
ジ
の
造
型
化
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
い
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
の
麻
布
袋

(

ド
ン
ゴ
ロ
ス)

を
使
っ
た
仕

事
は
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
出
発
し
て
試
み
た
作
品
で
あ
る
。
人
間
本
来
の
姿
を
、

力
強
い
生
き
物
と
し
て
の
人
間
を
、
そ
の
存
在
か
ら
滲
み
出
る
何
か
を
、
画
面
の
上

に
捉
え
た
い
の
で
あ
る
。

宮
崎
進
は
、
一
九
四
五
年
終
戦
の
年
の
暮
れ
に
シ
ベ
リ
ア
の
収
容
所
に
送
ら
れ
て
か

ら
七
年
間
の
強
制
労
働
に
従
事
し
た
後
、
帰
国
し
て
か
ら

｢

眼
の
奥
に
焼
き
付
い
た
記

憶
だ
け
を
頼
り
に
し
て
作
品
を
創
っ
た｣

が
、｢

出
会
っ
た
凄
ま
じ
い
人
間
の
生
き
ざ

ま
は
美
術
の
領
域
を
は
る
か
に
超
え
て
い
て
、
ど
う
表
現
し
て
も
仕
切
れ
な
い｣

こ
と

が

｢

制
作
上
の
一
つ
の
出
発
点｣

と
な
っ
た
。
こ
の

｢

消
え
る
こ
と
の
な
い
深
い
痕
跡

を
残
し
て
い
っ
た｣

重
た
い

｢

柵
の
中
の
体
験｣

が
、
精
神
の
な
か
で
透
過
さ
れ
て
、

人
間
の
生
存
の
意
味
を
問
う
心
象
の
形
象
化
に
至
る
ま
で
、
四
十
年
間
の
歳
月
を
要
し

た
こ
と
に
な
る
。

一
日
の
食
糧
は
、
三
五
〇
グ
ラ
ム
の
黒
パ
ン
と
飯
盒
一
杯
の
カ
ー
シ
ャ

(

粥)

。

こ
れ
を
三
食
に
分
け
て
食
べ
る
。
腹
の
へ
っ
た
俘
虜
は
伐
採
や
土
掘
り
や
運
搬
の
重

労
働
に
は
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
あ
る
夜
、
飢
え
た
俘
虜
が
鉄
条
網
を
潜
り
、
糧
秣

庫
の
屋
根
か
ら
蜘
蛛
の
よ
う
に
紐
を
た
ら
し
て
穀
物
を
盗
ん
だ
。

彼
は
捕
ま
っ
て
そ
の
ま
ま
射
殺
さ
れ
た
。

ま
さ
に
生
死
の
境
を
彷
徨

さ
ま
よ

う
ギ
リ
ギ
リ
の
生
活
で
あ
る
。
生
存
さ
え
危
う
い
。｢

蜘
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蛛
の
よ
う
に｣

と
い
う
直
喩
法
で
、
喩
え
る
も
の
は

｢

蜘
蛛｣

で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で

も
比
喩
で
、
喩
え
る
も
の
は

｢

豚｣
｢

野
良
犬｣

と
人
間
で
は
な
い
動
物
で
あ
り
、
こ

こ
に
も
人
間
扱
い
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
、
人
間
ら
し
い
心
を
喪
っ
て
い
る
こ
と
と
の

両
方
の
意
味
が
籠
め
ら
れ
て
い
る
。
俘
虜
た
ち
に
と
っ
て
、
前
者
の
状
況
に
対
し
て
後

者
に
陥
る
の
か
ど
う
か
が
、
そ
れ
ぞ
れ
問
わ
れ
て
い
る
。

ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
先
の
見
え
な
い
こ
こ
で
、
生
き
る
意
味
を
失
う
こ
と
は
恐

ろ
し
い
。
何
を
し
て
も
虚
し
さ
だ
け
が
広
が
っ
て

｢

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
こ
こ
か
ら

生
き
て
は
帰
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い｣

と
い
う
不
安
だ
け
が
黒
い
塊
の
よ
う
に
重
み

を
増
し
て
ゆ
く
。
追
い
つ
め
ら
れ
た
俘
虜
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
欲
望
を
あ
ら
わ
に
す
る
。

心
の
強
さ
も
弱
さ
も
あ
か
ら
さ
ま
だ
っ
た
。
も
と
も
と
手
前
勝
手
な
人
間
の
群
れ
の

こ
と
だ
。
そ
の
様
相
は
、
他
人
と
の
葛
藤
と
い
う
よ
り
、
自
分
と
の
戦
い
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
い
っ
た
。

｢

ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
先
の
見
え
な
い｣
と
い
う
こ
と
が
、
ど
ん
な
に
人
間
に
と
っ

て
、
生
き
る
希
望
や
意
欲
を
見
出
し
に
く
く
す
る
こ
と
か
。｢

〜
不
安
だ
け
が
〜
重
み

を
増
し
て
ゆ
く｣

と
い
う
翻
訳
語
法
、｢

黒
い
塊
の
よ
う
に｣

と
い
う
直
喩
法
に
よ
っ

て
、｢

虚
し
さ｣

の
な
か
の

｢

不
安｣

と
い
う
心
象
を
際
立
た
せ
る
。｢

二
十
歳
前
後
の

若
い
青
年｣

に
と
っ
て
、｢

心
の
強
さ
も
弱
さ
も
あ
か
ら
さ
ま｣
に

｢

そ
れ
ぞ
れ
の
欲

望
を
あ
ら
わ
に
す
る｣

こ
と
は

｢

他
人
と
の
葛
藤｣

を
引
き
起
こ
す
が
、
実
は
、
人
間

と
し
て
の
誇
り
を
保
ち
続
け
る
か
、
獣
に
堕お

ち
る
か
と
い
う

｢

自
分
と
の
戦
い｣

で
あ

る
。｢

手
前
勝
手
な
人
間
の
群
れ｣

と
い
う
と
き
の

｢

群
れ｣

は
動
物
的
で
あ
る
が
、

極
限
状
況
に
お
け
る
人
間
の
赤
裸
々
な
す
が
た
を
観
た
と
い
う
体
験
で
も
あ
り
、
諦
念

で
も
あ
る
。

現
代
、
人
間
も
世
界
も
大
き
く
変
わ
り
、
多
く
の
犠
牲
を
払
っ
た
シ
ベ
リ
ア
の
現

実
も
、
風
化
し
て
忘
却
の
波
に
洗
わ
れ
、
こ
の
ま
ま
で
は
何
も
な
か
っ
た
の
と
同
じ

に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。
体
験
し
た
者
た
ち
は
、
た
だ
沈
黙
し
て
消
え
て

い
く
の
だ
ろ
う
か
、
身
を
も
っ
て
経
験
し
た
者
が
沈
黙
し
て
い
る
の
は
、
決
し
て
忘

れ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
不
条
理
の
中
の
犠
牲
者
た
ち
の
鎮
魂
に
は
、
生
き
残
っ

た
者
に
き
ざ
す
無
常
の
思
い
を
、
か
た
ち
に
置
き
換
え
る
拠
り
ど
こ
ろ
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

宮
崎
進
が
故
国
に
帰
還
し
て
観
て
き
た
日
本
は
、
繁
栄
し
、
欲
望
を
あ
ら
わ
に
し
、

戦
争
反
対
は
免
罪
符
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
戦
争
の
体
験
者
た
ち
は
、
重

た
い
体
験
の
記
憶
の
生
々
し
さ
ゆ
え
に
、
容
易
に
語
れ
な
い
。｢

シ
ベ
リ
ア
の
現
実
も
、

風
化
し
て｣

と
い
う
隠
喩
法
、｢

忘
却
の
波
に
洗
わ
れ｣

と
い
う
翻
訳
語
法
、｢

体
験
し

た
者
た
ち
は
〜
消
え
て
い
く｣

と
い
う
擬
物
法
、｢

沈
黙
し
て
い
る
の
は
、
決
し
て
忘

れ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い｣

と
い
う
逆
説
法
、
畳
み
掛
け
る
疑
問
形
に
よ
る
設
疑
法

に
よ
っ
て
、
切
迫
感
を
も
っ
て
問
い
か
け
る
。
こ
の
ま
ま
時
が
経
て
ば
、
戦
争
の
犠
牲

者
た
ち
の
死
は
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
生
の
刻
印
さ
え
残
ら
な
い
の

か
。

｢

生
き
残
っ
た
者｣

に
と
っ
て
、｢

無
常
の
思
い
を
、
か
た
ち
に
置
き
換
え
る｣

と
い
う
心
象
の
形
象
化
は
、
死
者
た
ち
の
鎮
魂
の
た
め
の
義
務
で
あ
り
使
命
で
は
な
い

の
か
。私

た
ち
が
生
き
続
け
る
限
り
、
六
十
年
前
の
あ
の
時
間
は
、
人
の
血
液
の
よ
う
に

体
内
を
循
環
し
続
け
る
だ
ろ
う
。
戦
争
や
敗
戦
に
よ
る
俘
虜
の
生
活
が
、
一
人
ひ
と

り
の
内
部
に
何
を
も
た
ら
し
た
か
。
た
だ
、
流
れ
て
ゆ
く
、
通
り
過
ぎ
た
と
い
う
、

そ
れ
だ
け
で
終
わ
る
は
ず
が
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
中
に
生
き
て
い
く
は
ず
で
あ
る
。

｢

あ
の
時
間
は
〜
体
内
を
循
環
し
続
け
る｣

と
い
う
隠
喩
法
、｢

人
の
血
液
の
よ
う

に｣

と
い
う
直
喩
法
、｢

戦
争
や
敗
戦
に
よ
る
俘
虜
の
生
活
が
〜
何
を
も
た
ら
し
た
か｣

と
う
翻
訳
語
法
、｢

内
部
に
も
た
ら
し
た

(

も
の
が)

〜
生
き
て
い
く｣

と
い
う
活
喩

法
に
よ
っ
て
、
精
神
の
肉
体
化
あ
る
い
は
肉
体
の
精
神
化
と
も
い
う
べ
き

｢

生
き
残
っ

た
者
に
き
ざ
す
無
常
の
思
い｣

に
よ
っ
て
、
生
存
の
意
味
を
繰
り
返
し
問
わ
ざ
る
を
得

な
い
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
宮
崎
進
に
と
っ
て
、｢

絵
を
描
く｣

こ
と
は
、
人
間
の
生
存

の
意
味
へ
の
問
い
だ
け
で
な
く
、｢

あ
の
シ
ベ
リ
ア
の
大
地
の
土
の
下
に
眠
る
、
名
も

な
き
多
く
の
死
者
た
ち
の
魂
の
鎮
め｣

と
い
う
使
命
で
も
あ
る
。

｢

Ⅰ

鳥
に
な
り
た
い｣

と
い
う
第
一
章
の
冒
頭
に
、『

冬
の
鳥』

と
題
す
る
詩
を

掲
げ
、
そ
の
見
開
き
の
左
の
頁
に
、｢

冬
の
鳥

W
inter

B
ird｣

(

一
九
九
三)

と
題
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す
る
造
形
作
品

(

絵)

の
写
真
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
題
名
と
内
容
か
ら

し
て
、
詩
と
絵
と
合
せ
て
一
つ
の
表
現
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

い
つ
か
、
地
の
果
て
の
地
獄
の
風
景
を
こ
の
眼
で
見
た
か
っ
た
。

そ
う
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
い
つ
か
ら
だ
っ
た
か
。

壮
絶
な
空
は
ま
す
ま
す
遠
く
に
あ
っ
て
、

大
き
な
鳥
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
羽
を
ひ
ろ
げ
て
漂
う
。

こ
れ
は
私
の
中
の
鳥
な
の
だ
。

記
憶
の
な
か
の
或
る
冬
の
シ
ベ
リ
ア
の
空
を
飛
ぶ
大
き
な
鳥
が
、
作
者
自
身
の
心
境

と
呼
応
し
て
甦

よ
み
が
える

。

二
十
歳
過
ぎ
の
人
生
の
春
な
の
に
、
こ
の
境
涯
は
冬
で
あ
る
。
見
上
げ
る
と
、
シ
ベ

リ
ア
の
空
に
鳥
が
漂
う
。
そ
の
鳥
も
寒
そ
う
に
羽
を
震
わ
せ
て
い
る
。
飢
え
て
窶や

つ

れ
て

羽
も
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
見
え
る
。
鳥
に
と
っ
て
、
こ
の
シ
ベ
リ
ア
の
空
は
寒
々
と
し
て
厳
し

く
、
ど
こ
ま
で
飛
ん
で
も
虚
ろ
で
、
何
も
得
ら
れ
る
も
の
が
な
く
、
孤
独
で
あ
る
。
そ

れ
で
も
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
羽
を
ひ
ろ
げ
て
、
ど
こ
へ
行
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
こ
の
鳥

を
じ
っ
と
眺
め
て
い
る
う
ち
に
、
そ
の
ま
ま
自
分
の
す
が
た
に
見
え
て
く
る
。
果
て
し

な
く
続
く
空
を
飛
ん
で
、
こ
の
地
の
果
て
に
地
獄
の
風
景
を
視
る
の
だ
ろ
う
か
。
い
や
、

現
に
視
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
あ
か
ら
さ
ま
な
欲
望
の
�
き
出
し
に
な
る
人
間
の
心

模
様
と
い
う
地
獄
の
風
景
で
あ
る
。

こ
の
シ
ベ
リ
ア
の
地
で
生
き
て
い
く
生
き
も
の
と
し
て
共
有
す
る
極
寒
の
風
景
が
あ

る
。
空
虚
な
心
の
な
か
で
無
意
識
に
共
感
す
る
も
の
が
あ
る
。
ど
う
に
も
な
ら
な
い
運

命
を
共
感
す
る
。

心
象
風
景
の
な
か
の｢

鳥｣

は
象
徴(

す
る
も
の)

で
あ
り
、
象
徴
さ
れ
る
も
の
は
、

不
条
理
な
運
命
に
晒さ

ら

さ
れ
る
孤
独
な
魂
で
あ
る
。｢

空｣

に
よ
っ
て
、
生
き
る
場

(

生

き
る
目
的)

の
空
虚
さ
、
こ
の
世
の
運
命
の
定
め
な
さ
が
象
徴
さ
れ
る
。｢

羽｣

に
よ
っ

て
、
生
き
る
手
立
て
、
あ
る
い
は
生
き
る
意
志
が
象
徴
さ
れ
る
。｢

ぼ
ろ
ぼ
ろ｣

と
い

う
音
喩
に
よ
っ
て
、
身
も
心
も
魂
も
限
界
に
近
づ
い
て
い
る
さ
ま
、
不
完
全
な
さ
ま
が

喩
え
ら
れ
る
。

｢

冬
の
鳥

W
inter

B
ird｣

(

一
九
九
三)

と
題
す
る
絵
が
先
に
描
か
れ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
こ
の
作
品
を
描
き
な
が
ら
、
あ
る
い
は
描
き
上
げ
た
後
で
、
自
ら
の
想

い
を
詩
の
か
た
ち
に
表
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
板
の
上
に
貼
ら
れ
た
麻
布
袋
と
ミ
ク

ス
ト
メ
デ
ィ
ア
の
素
材
の
地
味
な
褐
色
と
か
す
か
な
イ
ン
ジ
ゴ
の
組
合
せ
と
、
そ
の
上

に
垂
ら
さ
れ
た
白
色
が
抽
象
的
な
画
面
を
構
成
す
る
。
そ
の
中
程
や
や
下
方
に
、
よ
く

視
れ
ば
、
白
っ
ぽ
い
黄
土
色
に
縁
取
ら
れ
て
、
か
す
か
な
イ
ン
ジ
ゴ
が
翼
を
ひ
ろ
げ
た

鳥
の
か
た
ち
と
な
っ
て
浮
か
び
上
が
る
。
す
る
と
、
左
下
の
褐
色
の
ド
ン
ゴ
ロ
ス
は
岩

肌
に
も
見
え
て
く
る
。
鳥
は
シ
ベ
リ
ア
の
渾
然
と
し
た
大
地
と
空
の
上
を
漂
い
な
が
ら
、

飛
ん
で
い
る
。

次
の
見
開
き
の
右
頁
に
、｢

習
作

男
の
顔｣

(

一
九
九
五)

と
題
す
る
造
形
作
品

(

彫
塑)

の
白
黒
写
真
が
載
せ
ら
れ
、
左
頁
に
短
い
文
章
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
内
容
か
ら
し
て
、
彫
塑
と
短
文
と
合
せ
て
一
つ
の
表
現
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

｢

習
作

男
の
顔｣

(

一
九
九
五)

と
題
す
る
彫
塑
が
先
に
造
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

油
土
に
よ
る
彫
塑
で
、
凹
凸
の
あ
る
台
の
上
に
、
頭
髪
の
な
い
丸
い
大
き
な
男
の
顔
だ

け
が
、
ど
っ
し
り
と
球
体
の
よ
う
に
据す

え
ら
れ
て
い
る
。
表
面
は
粗
く
盛
り
上
げ
ら
れ
、

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
罅ひ

び

割
れ
た
よ
う
に
隙
間
が
空
き
、
傷
だ
ら
け
の
顔
に
な
っ
て
い
る
。
拷

問
を
受
け
た
か
の
よ
う
に
目ま

蓋ぶ
た

が
垂
れ
下
が
っ
て
、
眼
を
瞑つ

む

っ
た
よ
う
に
み
え
る
が
、

片
目

(

左
目)

だ
け
う
っ
す
ら
と
開
け
、
瞳
を
鋭
く
内
側
に
寄
せ
て
、
多
く
の
敵
味
方

の
人
達
の
死
を
、
運
命
の
不
条
理
を
、
人
間
の
心
の
な
か
を
、
凝
視
し
て
い
る
。
口
も

閉
じ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
下
唇
が
厚
く
腫は

れ
、
斜
め
に
う
っ
す
ら
開
け
て
、
何

か
言
い
た
そ
う
に
し
て
い
る
。

男
の
顔
は
、
そ
の
ま
ま
作
者
自
身
の
傷
つ
き
な
が
ら
生
存
の
意
味
を
問
う
魂
の
す
が

た
で
あ
る
。

｢

何
を
す
る
べ
き
人
間
な
の
か｣

、
今
日
ま
で
ほ
と

ん
ど
こ
の
問
い
の
た
め
に
仕
事
を
し
て
き
た
。

｢

自
分
を
知
り
た
い｣

と
い
う
、
答
え
う
る
は
ず

も
な
い
欲
求
で
あ
る
。

何
も
な
い
た
だ
の
空
間
に
漂
う
、
い
つ
か
消
え
て

い
く
こ
の
は
か
な
い
存
在
に
つ
い
て
、
い
つ
も
、
ど

こ
か
で

｢

自
分
を
知
り
た
い｣

。
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私
は
何
を
す
る
べ
き
人
間
な
の
か
、
こ
の
問
い
が

私
の
出
発
点
と
し
て
す
べ
て
の
は
じ
め
に
あ
っ
た
。

多
く
の
人
達
の
非
業
の
死
を
目
の
当
た
り
に
視
て
来
て
、
奇
跡
的
に
生
き
長
ら
え
た

作
者
は
、
何
を
す
べ
き
か
、
何
が
で
き
る
か
、
自
分
と
は
何
か
と
問
い
続
け
、
絵
や
彫

塑
に
表
現
し
、
表
現
し
な
が
ら
問
う
。
あ
の
シ
ベ
リ
ア
の
空
の
よ
う
な
虚こ

空く
う

に
生
き
る

こ
の
無
常
の
存
在
で
あ
る
自
分
が
生
存
す
る
意
味
を
問
い
、
答
の
な
い
答
を
模
索
す
る
。

生
存
の
意
味
を
問
い
、
答
を
模
索
す
る
心
象

(

こ
こ
ろ
の
か
た
ち)

は
、
そ
の
ま
ま
生

存
す
る
自
分
の
い
の
ち
の
か
た
ち
で
あ
り
、
絵
や
彫
塑
、
詩
に
か
た
ち
に
あ
ら
わ
す
。

日
本
に
帰
還
し
て
後
の
生
の
出
発
点
と
し
て
、
こ
の
問
い
が
あ
っ
た
。

｢

漂
う｣

と
い
う
こ
と
ば
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
、
前
の
詩
か
ら
こ
の
短
文
、
次

頁
の
短
文
へ
と
主
題
が
引
き
継
が
れ
て
い
く
。
自
分
で
自
分
の
生
存
の
意
味
が
見
出
せ

な
い
ま
ま
、
存
在
の
場
の
意
味
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
た
だ
受
身
で
現
象
に
押
し
流
さ

れ
て
い
く
と
い
う
想
い
が
籠
め
ら
れ
て
い
る
。

次
の
見
開
き
の
右
頁
に
短
い
文
章
が
記
さ
れ
、
左
頁
に
、｢

漂
う
心
の
風
景｣

(

一
九

九
四)

と
題
す
る
造
形
作
品
の
写
真
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
か
ら
し

て
、
短
文
と
造
形
作
品
と
合
せ
て
一
つ
の
表
現
で
あ
り
、
今
ま
で
の
作
品
か
ら
つ
な
が

る
一
連
の
表
現
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

私
が
私
で
あ
り
た
い
と
思
う
と
き
、
す
べ
て
を
捨
て
孤
独
を
求
め
る
。

は
る
か
な
空
や
、
海
原
を
漂
う
鳥
に
な
り
た
い
。

虚
空
に
浮
遊
し
て
い
た
い
の
で
あ
る
。

自
分
と
は
何
か
と
問
う
と
き
、
す
べ
て
の
社
会
的
な
役
割
や
職
業
、
立
場
、
人
間
関

係
、
そ
れ
ら
に
関
わ
る
誇
り
や
拘

か
か
わ

り
な
ど
の
思
い
を
捨
て
て
、
孤
独
を
求
め
、
本
来
の

自
分

(

裸
の
自
分)

に
立
ち
還
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、｢

漂
う｣

と
い

う
こ
と
ば
に
、
前
頁
と
は
違
っ
て
、
あ
え
て
世
間
の
桎し

っ

梏こ
く

か
ら
解
き
放
た
れ
る
と
い
う

積
極
的
な
意
味
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。｢

虚
空｣

と
い
う
こ
と
ば
に
も
、
た
だ
虚う

つ

ろ
な

空
間
で
は
な
く
、
何
も
な
い
こ
と
に
よ
る
可
能
性
と
い
う
積
極
的
な
意
味
が
付
与
さ
れ

て
い
る
。
心
象
風
景
の
な
か
の

｢

鳥｣

に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
桎
梏
か
ら
解
き
放
た
れ

て
自
由
な
境
涯
を
求
め
る
孤
独
な
魂
が
象
徴
さ
れ
る
。｢

空｣

に
よ
っ
て
、
生
き
る
場

(

生
き
る
目
的)

の
桎
梏
の
な
い
自
由
な
選
択
の
可
能
性
が
象
徴
さ
れ
る
。

仏
教
で
は
、｢

虚
空｣

は
梵
語
ア
ー
カ
ー
シ
ャ
の
訳
語
と
し
て
、
一
切
の
現
象
的
存

在
の
存
在
す
る
場
、
さ
わ
る
こ
と
な
く
さ
え
ぎ
ら
れ
る
こ
と
な
く
広
大
に
し
て
一
物
も

な
い
場
と
考
え
ら
れ
て
い
る

(

注
８)

。
人
間
に
は
知
覚
で
き
な
い
宇
宙
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
充
満
す

る
場
で
あ
る
。『

法
句
経』

で
は
、｢

虚
空
を
飛
ぶ
鳥｣

に
よ
っ
て
、
一い

ち

途ず

に
悟
り
を
求

め
る
修
行
者
が
象
徴
さ
れ
る
。

造
形
作
品

｢

漂
う
心
の
風
景｣

(

一
九
九
四)

は
、
板
に
麻
布
袋

(

ド
ン
ゴ
ロ
ス)

と
ミ
ク
ス
ト
メ
デ
ィ
ア
が
貼
り
付
け
ら
れ
、
そ
の
上
か
ら
淡
い
イ
ン
ジ
ゴ
や
濃
い
イ
ン

ジ
ゴ
で
着
色
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
塗
り
残
さ
れ
て
、
麻
布
の
地
肌
が
目
の
粗

い
薄
い
褐
色
の
布
地
の
ま
ま
、
覗
い
て
い
る
。
麻
布
が
皺し

わ

寄
っ
た
り
、
�

ま
く

れ
上
が
っ
た

り
、
画
面
か
ら
飛
び
出
し
た
り
し
て
、
雑
巾
の
継つ

ぎ
接は

ぎ
の
よ
う
な
マ
チ
エ
ー
ル
と
な
っ

て
い
る
。
画
面
全
体
が
青
く
濃
淡
を
な
し
、
裂
け
目
の
よ
う
な
黄
土
色
が
覗
き
、
複
雑

で
抽
象
的
な
模
様
と
な
っ
て
い
る
。
人
の
す
が
た
は
な
く
、
心
の
す
が
た
も
な
く
、
た

だ
心
の
断
片
の
つ
ぎ
は
ぎ
と
な
っ
て
、
空
や
海
原
や
か
す
か
に
覗
く
山
脈
の
よ
う
な
大

地
と
一
体
化
し
て
い
る
。

次
の
見
開
き
の
右
頁
に
短
い
文
章
が
記
さ
れ
、
左
頁
に
、｢

漂
う｣

(

二
〇
〇
六)

と

題
す
る
造
形
作
品

(

絵)

の
白
黒
写
真
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
か
ら

し
て
、
短
文
と
造
形
作
品
と
合
せ
て
一
つ
の
表
現
で
あ
り
、
今
ま
で
の
作
品
か
ら
つ
な

が
る

｢

冬
の
鳥｣

と
題
す
る
一
連
の
表
現
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。｢

漂
う｣

と
い
う

こ
と
ば
が
、
短
文
中
に
も
用
い
ら
れ
、
造
形
作
品
の
表
題
に
も
な
っ
て
い
る
。

何
も
な
い
泥
と
石
こ
ろ
の
荒
れ
地
。

私
は
こ
の
無
限
に
ひ
ろ
が
る
荒
野
の
眺
め
が
好
き
だ
っ
た
。

何
故
か
自
分
に
も
解
ら
な
い
が
、
こ
の
空
間
を
漂
う
こ
と
で
、

私
が
私
自
身
に
な
れ
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

人
の
心
を
惑
わ
す
文
明
の
夾

き
ょ
う

雑ざ
つ

物ぶ
つ

が
何
も
な
い
こ
と
に
よ
る
存
在
の
原
点
へ
の
立
ち

還
り
と
新
た
な
生
の
可
能
性
が
あ
る
。
惑
わ
す
も
の
か
ら
解
き
放
た
れ
て

｢

こ
の
空
間

を
漂
う｣

こ
と
で
、
自
分
と
は
何
か
を
問
い
、
答
を
自
分
な
り
に
模
索
す
る
。
問
い
と
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答
が
一
体
化
す
る
。｢

こ
の
空
間｣

は
シ
ベ
リ
ア
の
大
地

(

荒
れ
地
、
荒
野)

で
あ
る

と
も
に
、
前
々
頁
の

｢

空｣
｢

虚
空｣

で
も
あ
る

(

象
徴
に
な
っ
て
い
る)

。

造
形
作
品

｢

漂
う｣

(

二
〇
〇
六)

は
、
板
に
麻
布
袋

(

ド
ン
ゴ
ロ
ス)

と
ミ
ク
ス

ト
メ
デ
ィ
ア
が
貼
り
付
け
ら
れ
、
抽
象
的
な
模
様
が
画
面
一
杯
に
ひ
ろ
が
る

(

色
は
わ

か
ら
な
い)

。
泥
と
石
こ
ろ
以
外
は
何
も
な
い
荒
れ
地

(

荒
野)

の
シ
ベ
リ
ア
の
大
地

を
思
わ
せ
る
。
人
の
す
が
た
、
魔
物
の
す
が
た
、
仏
の
す
が
た
、
心
の
す
が
た
が
泛う

か

ん

で
く
る
よ
う
に
も
み
え
る
。

こ
の
詩
画
集
の
構
成
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

序
章

私
の
シ
ベ
リ
ア

Ⅰ

鳥
に
な
り
た
い

冬
の
鳥
／
鳥
の
よ
う
に
／
原
点
／
灰
色
の
壁
／
冬
の
森
／

M
em

ory
of

E
arth

大
地
の
記
憶

Ⅱ

歓
喜
の
歌
―
記
憶
の
大
地
か
ら

冬
の
光
／
風
に
吹
か
れ
て
／
私
の
原
風
景
／
ア
ム
ー
ル
／
シ
ベ
リ
ア
の
春
／

精
霊
の
踊
り
／
五
月
の
空

Ⅲ

シ
ベ
リ
ア

死
の
家
の
記
録

投
降
／
塩
の
こ
と
／
白
い
荒
地
／
毒
草

あ
る
軍
曹
の
死
／

ヤ
ブ
ロ
ノ
イ

俘
虜
の
死
／
手
紙
／
ラ
ー
ゲ
リ
の
壁
／
逃
亡
者
／
俘
虜
／

ラ
ー
ゲ
リ
／
あ
る
朝

あ
と
が
き

後
に
続
く
表
現
と
意
味
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
譲
る
。

注

(

注
１)

プ
ラ
ト
ン
は
、｢

赤｣
｢

美｣

な
ど
を
、
イ
デ
ア

(

直
観
的
観
念)

に
よ
る
普

遍
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
。

(

注
２)

河
原
修
一

(

二
〇
〇
六)

参
照
。

(

注
３)

河
原
修
一

(

二
〇
〇
六)

参
照
。

(

注
４)

河
原
修
一

(

一
九
九
八)

参
照
。

(

注
５)

諸
橋
轍
次
ほ
か

(

一
九
八
一)

参
照
。

(

注
６)

金
田
一
春
彦
ほ
か

(

一
九
七
二)

参
照
。

(

注
７)

大
野
晋
ほ
か

(

一
九
七
四)

参
照
。

(

注
８)

岩
本
裕

(

一
九
八
八)

参
照
。

基
礎
資
料

宮
崎
進

(

二
〇
〇
七)

『

鳥
の
よ
う
に
―
シ
ベ
リ
ア

記
憶
の
大
地』

岩
波
書
店

参
考
文
献

１

河
原
修
一

(

二
〇
〇
六)

｢

存
在
表
現
と
し
て
の

｢

あ
る｣

と

｢

い
る｣｣

『

島
根
国
語
国
文』

第
十
三
号

２

河
原
修
一

(

一
九
九
八)

｢

や
ま
と
こ
と
ば
に
み
る
認
識
の
あ
り
方｣

『

島
根
国
語
国
文』

第
九
号

３

諸
橋
轍
次
ほ
か

(

一
九
八
一)

『

廣
漢
和
辞
典』

大
修
館
書
店

４

金
田
一
春
彦
ほ
か

(

一
九
七
二)

『

日
本
国
語
大
辞
典』

小
学
館

５

大
野
晋
ほ
か

(

一
九
七
四)

『

岩
波
古
語
辞
典』

岩
波
書
店

６

岩
本
裕

(

一
九
八
八)

『

日
本
佛
教
語
辞
典』

平
凡
社

(

平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日
受
理)
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は
じ
め
に

『

異
制
庭
訓
往
来』

(『

異
庭』

と
略
称)

と

『

新
撰
遊
覚
往
来』

(『

遊
覚』)

と
は

多
く
の
共
通
す
る
語
群
を
内
包
し
、
そ
の
成
立
に
お
い
て
き
わ
め
て
密
接
な
関
係
が
想

定
さ
れ
る
作
品
で
あ
る
。
両
者
の
重
な
り
と
ズ
レ
は
、
作
品
を
成
立
さ
せ
た
文
化
圏
の

反
映
で
あ
る
と
の
仮
説
に
立
ち
、『

異
庭』

所
収
書
状
の
話
題
を
分
析
す
る
。

本
稿
は
両
者
の
ズ
レ
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『

異
庭』
を
必
要
と
し
た

文
化
圏
は
、
新
興
為
政
者
階
級
と
し
て
子
弟
教
育
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
武
家

社
会
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

『

異
庭』

に
あ
っ
て

『

遊
覚』

に
は
な
い
話
題
を
収
め
る
書
状
は
、
二
月

(

負
態
―

食
品
群)

・
五
月

(

偸
盗
―
財
宝
群)

・
六
月

(

討
伐
―
武
器
・
武
人
群)

の
三
ヶ
月
分

で
あ
る
。
こ
の
内
、
二
月
・
五
月
に
つ
い
て
は
別
稿

(

注
１)

に
論
じ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
、
六

月
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

前
稿
に
倣
い
、
以
下
の
手
順
で
考
察
を
進
め
る
。『

異
庭』

の
書
状
は
一
通
が
極
め

て
長
く
、
雑
多
な
話
題
を
詰
め
込
ん
だ
か
の
印
象
を
与
え
る
た
め
、
先
ず
は
、
組
込
ま

れ
た
語
句
集
団
を
切
出
す
作
業
が
大
切
に
な
る
。

(

一)

書
状
の
構
成
と
用
件

書
状
を
整
理
し
、
一
通
毎
の
構
成
・
用
向
き
・
語
句
集
団
の
位
置
付
け

を
明
確
に
す
る
。

(

二)

語
句
集
団
の
詳
細

所
収
語
句
集
団
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
ど
の
よ
う
な
語
句
か
ら
成
り
立
っ
て

い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
語
句
集
団
を
細
か
く
分
類
す
る
。

(

三)

語
句
集
団
の
特
色

一
々
の
語
句
に
つ
い
て
考
証
し
、
作
者
が
何
を
教
育
内
容
と
し
て
盛
り

込
ん
だ
か
、
そ
こ
か
ら
窺
え
る
時
代
的
・
文
化
的
特
徴
は
何
か
を
考
え

る
。

引
用
は
原
則
と
し
て
謙
堂
文
庫
本

『

新
撰
之
消
息』

(

謙
堂
本
と
略
称)

に
よ
る

(

注
２)。

必
要
に
応
じ
て
、
国
会
図
書
館
蔵
本

(

国
会
本)

や
筑
波
大
学
蔵
本

(

筑
波
本)

を
参

照
す
る
も
の
と
す
る
。

六
月(

討
伐
―
武
具
・
武
人
群)

状
は
、
梟
徒
追
伐
の
命
を
受
け
た｢

相
模
守｣

が
、

若
党
の
た
め
の
馬
・
物
具
の
借
用
を
依
頼
す
る
往
状
と
、
進
覧
を
約
束
す
る

｢

二
位｣
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『

異
制
庭
訓
往
来』

の
時
代
性

―
六
月(

討
伐
―
武
具
・
武
人
群)

の
場
合
―

三

保

サ
ト
子

(

総
合
文
化
学
科)

T
he

H
istorical

C
haracteristics

of
Isei

T
eikin

O
rai

―R
ecords

for
June

(A
rm

ours
and

A
rm

oreds)

―

Satoko
M

iho

キ
ー
ワ
ー
ド：

異
制
庭
訓

往
来

語
句
集
団

武
家
用

子
弟
教
育



の
返
状
か
ら
成
っ
て
い
る
。
往
状
に
よ
れ
ば
、
時
あ
た
か
も｢

飢
饉
の
憂
へ
に
依
り
て
、

悪
党
蜂
起
し
国
々
に
横
行
す
る｣

状
況
で
あ
る
。

悪
党
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
浩
史
氏
が
、

十
二
世
紀
半
ば
か
ら
現
れ
る
悪
党
は
、
堺
争
論
に
お
い
て
外
部
か
ら
荘
園
領
域
に

侵
入
す
る
行
為
に
対
し
て
用
い
ら
れ
、
鎌
倉
後
半
の
十
三
世
紀
後
半
、
建
治
・
弘

安
年
間
か
ら

｢

本
所
敵
対｣

行
為
に
対
し
て
悪
党
と
呼
称
す
る

と
規
定
さ
れ
て
い
る

(

注
３)。『

異
庭』

が
書
か
れ
た
時
代
に
も
、
同
様
の
背
景
を
想
定
で
き

る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

し
か
も
、
前
書
き
に
言
う

｢

才
無
く
し
て
爵
を
竊
み
、
讒
を
以
て
国
を
乱
る｣

｢

其

の
虐
政
を
苦
し
む
こ
と
、
此
に
類
す
る
こ
と
彼
く
の
如
し｣

等
の
文
言
に
は
、
世
に
容

れ
ら
れ
な
い
筆
者
の
悲
憤
が
滲
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
往
状
の
記
主

｢

相
模
守｣

と
は
立
場
を
異
に
す
る
知
識
人
を
想
起
さ
せ
る
。

一

書
状
の
構
成
と
用
件

一
通
の
構
成
は
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
。

【
六
月
往
状
】

季
節
の
挨
拶

用
件
前
半

(

夫
…
…)

飢
饉
の
憂
い
に
よ
り
悪
党
が
横
行
し
、
天
下
が
乱
れ
て
い
る
。
武
門
に
生
ま
れ
幕
府

に
仕
え
る
自
分
は
梟
徒
追
伐
の
宣
旨
を
被
っ
た
が
、
馬
・
物
具
の
準
備
が
整
わ
ず
、

発
向
で
き
ず
に
い
る
。

文
武
の
効
用
を
説
く
。

｢

夫
…
…｣

文
は
徳
を
修
め
、
武
は
逆
を
懲
ら
す
。

｢

夫
…
…｣

武
は
、
乱
を
治
め
危
を
扶
け
る
、
ま
た
、
国
を
保
ち
、
家
を
安
く
す

る
基
本
で
あ
る
。

語
句
集
団
Ａ
《
武
が
逆
を
懲
ら
し
徳
を
施
す
例
》

語
句
集
団
Ｂ
《
兵
仗
の
種
類
と
天
道
・
人
道
呼
応
の
形
》

語
句
集
団
Ｃ
《
兵
法
書
》

用
件
後
半

兵
法
の
芸
を
顕
し
名
を
挙
げ
る
絶
好
の
時
を
迎
え
た
今
、
是
非
、
若
党
ど
も
に
馬
と

物
具
を
お
貸
し
頂
き
た
い
。

結
び
の
挨
拶
＋
結
語

日
付
・
上
書
・
名
宛
人

【
六
月
返
状
】

返
状
の
挨
拶

用
件
前
半

(

抑
…
…)

朝
敵
退
治
の
大
将
を
拝
命
し
た
相
手
へ
の
祝
詞

古
の
武
を
称
揚
し
、
今
の
武
を
難
ず
る
。

｢

夫
…
…｣

古
の
武
は
乱
を
治
め
、
徳
に
帰
す
。

今
の
武
は
乱
を
好
み
、
徳
を
棄
て
る
。

語
句
集
団
Ｄ
《
古
の
武
人
》

語
句
集
団
Ｄ
―
ａ

(

異
朝
の
例)

語
句
集
団
Ｄ
―
ｂ

(

本
朝
の
例)

語
句
集
団
Ｅ
《
今
の
武
人
》

語
句
集
団
Ｅ
―
ａ

(

本
朝
の
例)

語
句
集
団
Ｅ
―
ｂ

(

異
朝
の
例)

用
件
後
半

物
具
・
馬
・
鞍
等
の
進
覧
を
約
す
。

語
句
集
団
Ｆ
《
物
具
》

語
句
集
団
Ｆ
―
ａ

(

鎧
の
種
類
―
威
毛)

語
句
集
団
Ｆ
―
ａ’

(

鎧
の
部
位
名
称)

語
句
集
団
Ｆ
―
ｂ

(

甲
の
部
位
名
称)

語
句
集
団
Ｆ
―
ｃ

(

源
家
相
伝
の
鎧
、
平
家
重
代
の
鎧)

語
句
集
団
Ｆ
―
ｄ

(

弓
と
征
矢)

語
句
集
団
Ｆ
―
ｅ

(

著
名
な
刀
剣
の
名)

語
句
集
団
Ｇ
《
馬
・
馬
具
》

語
句
集
団
Ｇ
―
ａ

(

馬
の
種
類)

語
句
集
団
Ｇ
―
ｂ

(

中
国
の
名
馬
・
本
朝
の
名
馬)
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語
句
集
団
Ｇ
―
ｃ

(

上
質
の
馬
具
類)

結
び
の
挨
拶
＋
結
語

日
付
・
上
書
・
名
宛
人

往
状
は

｢

二
位
殿｣

へ
、
返
状
は

｢

相
模
守｣

へ
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。｢

毎
時
御

上
洛
の
時
を
期
し
候｣

(

返
状)

と
あ
る
の
で
、
二
位
は
在
京
の
貴
人
と
し
て
設
定
さ

れ
て
い
る
。二

語
句
集
団
の
詳
細

話
題
は
武
力
と
そ
れ
を
行
使
す
る
武
者
と
に
集
中
す
る
。
文
武
兼
行
と
は
い
い
な
が

ら
、
主
張
さ
れ
る
の
は｢

武｣

の
有
用
性
で
あ
り
、
世
界
は
武
力
に
よ
っ
て
こ
そ
治
ま
っ

て
き
た
と
す
る
の
が
記
主
の
立
場
で
あ
る
。
語
句
集
団
は
武
者
た
る
者
に
必
要
な
知
識

か
ら
成
っ
て
い
る
。

(

１)

語
句
集
団
Ａ
に
つ
い
て

武
は
、
逆
を
懲
ら
し
め
徳
を
施
す
も
の
で
あ
っ
た
。
往
状
は
ま
ず
、
称
揚
す
べ
き
武

力
行
使
の
実
例
を
挙
げ
る
。
①
〜
④
の
四
例
が
中
国
に
お
け
る
も
の
、
続
く
二
例
⑤
⑥

が
本
朝
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
文
武
兼
行
の
例
と
さ
れ
て
い
る
。

《
Ａ
―
ａ
人
倫
に
お
け
る
中
国
尚
武
の
実
例
》

①
黄
帝
が
蚩
尤
を
殺
す

②
虞
帝
が
苗
民
を
威
す

③
殷
湯
が
葛
伯
を
征
す

④
成
王
が
管
蔡
を
殺
す

《
Ａ
―
ｂ
人
倫
に
お
け
る
本
朝
尚
武
の
実
例
》

⑤
貞
盛
が
将
門
を
討
つ

⑥
義
家
が
貞
任
を
戮
る

(

２)

語
句
集
団
Ｂ
に
つ
い
て

こ
う
し
た
尚
武
の
思
想
は
、
人
倫
社
会
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
天
庭
で
も
同

様
で
あ
る
。
語
句
集
団
Ｂ
は
、
人
道
・
天
道
の
呼
応
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
兵
法
と

兵
仗
の
関
係
、
ま
た
、
兵
仗
の
種
類
が
挙
げ
ら
れ
、
続
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
兵
仗
が
、

天
庭
で
は
ど
の
星
に
対
応
す
る
か
が
示
さ
れ
る
。
兵
仗
に
は
旗
と
弓
矢
と
刀
剣
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
照
応
す
る
。

《
Ｂ
天
道
・
人
道
呼
応
の
形
》

①
天
庭
の
武
官
は
北
斗
七
星
中
の
武
曲
破
軍
・
天
狗
星
等

②
天
庭
の
旗

(

国
会
本
は

｢

旌
旗｣)

は
太
白
星
の
象

す
が
た

③
天
庭
の
弓
箭
は
羽
林
星
の
形

④
天
庭
の
刀
剣
は
戦
龍
の
精

(

３)

語
句
集
団
Ｃ
に
つ
い
て

語
句
集
団
Ｃ
は
兵
法
書
群
で
あ
る
。
次
の
五
本
が
挙
が
っ
て
い
る
。

《
Ｃ
兵
法
書
》

①
六
韜

②
三
略

③
呉
子

④
孫
子

⑤
司
馬
法

以
下
は
返
状
に
配
さ
れ
た
語
句
集
団
で
あ
る
。

(

４)

語
句
集
団
Ｄ
に
つ
い
て

語
句
集
団
Ｄ
は
古
の
武
人
で
あ
る
。
古
の
武
は
乱
を
治
め
、
徳
に
帰
す
も
の
で
あ
っ

た
と
言
い
、
中
国
に
お
け
る
四
名
と
日
本
に
お
け
る
四
名
の
例
を
挙
げ
る
。
こ
れ
ら
は
、

往
状
に
収
め
る
《
語
句
集
団
Ａ
》
を
補
完
す
る
。

《
Ｄ
―
ａ
古
の
武
人
異
朝
の
例
》

①
白
起

②
王
翦

③
廉
頗

④
李
牧

《
Ｄ
―
ｂ
古
の
武
人
本
朝
の
例
》

⑤
田
村

⑥
利
仁

⑦
頼
光

⑧
保
昌
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(

５)

語
句
集
団
Ｅ
に
つ
い
て

語
句
集
団
Ｅ
は
、
今
の
武
人
で
あ
る
。
今
の
武
は
堕
落
し
、
乱
を
好
み
、
徳
を
棄
て

る
武
に
成
り
下
が
っ
て
い
る
と
す
る
。

堕
落
し
た
今
の
武
の
代
表
と
し
て
挙
が
る
の
は
、
本
朝
・
異
朝
合
わ
せ
て
次
の
四
人

で
あ
る
。
往
状
に
は
対
応
す
る
部
分
が
な
く
、
記
述
が
少
な
い
。
実
は
、
前
五
月

(

往

状)

に
お
い
て
、
偸
盗
・
悪
逆
関
係
語
群
《
Ｂ
―
ｂ
・
ｃ
・
ｄ
》
と
し
て
①
〜
⑨
の
具

体
例
を
既
に
取
上
げ
た
た
め
、
こ
こ
で
は
省
筆
し
た
の
で
あ
る

(

注
４)。

《
Ｅ
―
ａ
今
の
武
人
本
朝
の
例)

①
将
門

②
純
友

《
Ｅ
―
ｂ
今
の
武
人
異
朝
の
例)

③
超
括

(

国
会
本
は
趙
括)

④
�
統
か

(

謙
堂
本
は
�
涓
、
国
会
本
は
�
�)

(

６)

語
句
集
団
Ｆ

(

物
具)

に
つ
い
て

語
句
集
団
Ｆ
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
ａ
・
ａ’
・
ｃ
鎧
・
ｂ
甲
・
ｄ
弓
矢
・
ｅ
刀
剣
で

あ
る
。

《
武
具
Ｆ
―
ａ
鎧
の
種
類
―
威
毛)

①
卯
ノ
花
威

②
洗
皮

③
小
桜
威

④
縹
色

⑤
紺
糸
威

⑥
黒
糸

⑦
黒
皮

⑧
赤
糸

⑨
赤
皮

⑩
紫
糸

⑪
紫
皮

⑫
萠
黄
糸

(

モ
ヘ
ギ
イ
ト)

⑬
附
子
縄
目

(

フ
シ
ナ
ハ
メ)

⑭
紫
下
濃

(

ス
ソ
ゴ)

⑮
面
高

(

ヲ
モ
タ
カ)

⑯
草
鞋

(

サ
ウ
ア
ヒ)

①
と
②
は
白
色
。
卯
ノ
花
威
は
白
糸
威
、
洗
皮
は
白
韋

(

皮)

威
の
こ
と
で
あ
る
。

③
小
桜
威
は
小
紋
韋
威
の
一
種
。
桜
花
の
小
紋
型
を
藍
で
染
め
た
も
の
を
い
う
。

⑬
附
子
縄
目
は
伏
縄
目
威
。
斜
め
に
白
・
浅
葱
・
藍
で
�
に
染
め
た
韋
を
縄
目
韋
と

い
い
、
こ
れ
に
よ
る
威
を
い
う
。

⑭
紫
下
濃
は
白
・
黄
・
薄
紫
・
紫
と
上
を
淡
く
裾
に
向
か
っ
て
濃
く
す
る
威
で
あ
る
。

裾
濃
は
匂

(

濃
い
色
か
ら
淡
い
色
へ
移
り
最
後
を
白
と
す
る)

の
一
種
。

⑮
面
高
は
沢
潟
。
周
囲
の
地
色
と
相
違
す
る
色
で
、
山
形
を
暈
繝
に
威
し
た
形
が
沢

潟
の
葉
を
連
想
さ
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
の
名
称
。
最
も
複
雑
な
配
色
を
誇
る
威
。

⑯
草
鞋
は
不
審
。
糸
威

イ
ト
ヲ
ト
シ(

国
会
本
・
筑
波
本)

、
草タ

カ

威

(

陽
明
文
庫
本)

。

《
武
具
Ｆ
―
ａ’
鎧
の
部
位
名
称)

①
推
付

(

ヲ
シ
ツ
ケ)

②
胸

(

ム
ネ)

板

③
脇
立

(

ワ
キ
タ
テ)

④
藍
摺

(

ア
イ
ス
リ)

⑤
栴
檀

(

セ
ン
ダ
ン)

⑥
弦
走

(

ツ
ル
バ
シ
リ)

《
武
具
Ｆ
―
ｂ
甲
の
部
位
名
称)

①
顛
結

(

テ
ツ
ケ
ツ)

②
正
面

(

マ
ツ
カ
ウ)

③
吹
反

(

フ
キ
カ
ヘ
シ)

④
钁

(

ク
ワ)

形

⑤
剣
首

(

ケ
ン
サ
キ)

⑥
竹
�(

タ
カ
カ
サ)

《
武
具
Ｆ
―
ｃ
源
家
相
伝
・
平
家
重
代
の
鎧
》

次
の
①
〜
⑨
が
源
氏
に
伝
わ
る
名
品
、
⑩
⑪
の
二
点
が
平
家
の
そ
れ
で
あ
る
。

①
七
龍

②
八
龍

③
月
数

④
日
数

⑤
丸
太

⑥
産
衣

⑦
膝
丸

⑧
薄
金

⑨
小
袖

⑩
唐
皮

⑪
薄
雲

《
武
具
Ｆ
―
ｄ
弓
と
征
矢
》

こ
こ
に
は
、
弓
矢
の
固
有
名
は
出
て
こ
な
い
。
弓
は
銘
を
持
た
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

重
宝
と
し
て
相
伝
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
進
呈
す
る
弓
矢
の
秀
逸

な
る
こ
と
を
言
い
つ
つ
、
弓
術
関
連
の
慣
用
表
現
が
連
ね
て
あ
り
、
弓
の
名
手
と
し
て

知
ら
れ
る
養
由
・
基
督
・
君
謨
の
名
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

①
毬
打
臂

(

ギ
ッ
チ
ョ
ウ
カ
イ
ナ)

之
癖
物

②
下
弭

(
モ
ト
ハ
ズ)

・
末
弭

(

ウ
ラ
ハ
ズ)

ヲ
弁
ヘ
ザ
ル

(

之)

仁

▽
飛
鳥
ヲ
落
シ
走
獣
ヲ
留
ム
ル

(

之)

重
宝

(

国
会
・
筑
波
本
ほ
か)

▽
養
由
・
基
督
・
君
謨
ノ

(

之)

神
弓

(

国
会
・
筑
波
本
ほ
か)
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《
武
具
Ｆ
―
ｅ
著
名
な
刀
剣
の
名
》

①
龍
泉

②
太
阿

③
干
将

④
莫
耶

⑤
草
薙
・
村
雲

⑥
髭
切

⑦
小
烏

⑧
抜
丸

⑨
母
子
丸

前
半
の
四
振
り
①
〜
④
は
中
国
の
も
の
、
後
半
の
五
振
り
⑤
〜
⑨
が
日
本
の
銘
刀
で

あ
る
。

(

７)

語
句
集
団
Ｇ

(
馬
・
馬
具)

に
つ
い
て

《
Ｇ
―
ａ
馬
の
種
類
》

①
戴
星

(

ヒ
タ
イ
シ
ロ)
②
踏
雪

(

ヨ
ツ
シ
ロ)

③
葦
毛

④
栗
毛

⑤
青
黒

(

ア
ヲ)

⑥
黒
鮫

(

ク
ロ
ブ
チ)

⑦
月
毛

⑧
鹿
毛

⑨
糟

(

カ
ス)

毛

⑩
河
原

(
カ
ハ
ラ)

毛

⑪
連
銭
宿
鴇

(

レ
ン
セ
ン
サ
ヒ
ト
キ)

毛

《
Ｇ
―
ｂ
中
国
の
名
馬
・
本
朝
の
名
馬
》

①
〜
⑤
が
中
国
、
⑥
⑦
は
日
本
に
名
を
残
す
伝
説
の
名
馬
で
あ
る
。

①
周
ノ
八
疋

②
秦
ノ
七
駿

③
呉
ノ
的
廬

④
楚
ノ
烏
騅

⑤
漢
ノ
烏
孫

⑥
厩
戸
王
子
ノ
甲
斐
ノ
黒
駒

⑦
太
宰
大
弐
弘
継
ノ
土
龍

《
Ｇ
―
ｃ
上
質
の
馬
具
類
》

乗
馬
す
る
に
際
し
て
必
要
な
品
々
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
①
②
⑧
な
ど
産
地
を
付
し

た
り
、
③
豹
④
虎
な
ど
異
国
か
ら
の
渡
来
品
に
限
定
し
て
い
る
の
は
、
上
質
で
あ
る
こ

と
を
主
張
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

①
伴
野
ノ
鞍

②
那
波
鐙

(

ア
ブ
ミ)

③
豹
ノ
皮
ノ
上
敷

④
虎
ノ
皮
ノ
切
付

⑤
熊
ノ
皮
ノ
泥
障

(

ア
ヲ
リ)

⑥
蒲
ノ
�(

シ
タ
ク
ラ)

�
し
た
く
ら

は
鞍
橋

く
ら
ぼ
ね

の
下
に
敷

い
て
馬
の
背
を
保
護
す
る
。
二
枚
重
ね
て
用
い
る
の

が
普
通
で
あ
り
、
上
を
切
付
、
下
を
膚
付
と
い
う
。

蒲
の
葉
や
茎
で
編
ん
だ
薦
・
莚
状
の
品
。

⑦
畝
太(

ウ
ネ
ブ
ト)･

広
形(

ヒ
ロ
フ
サ)･

小
絲(

コ
フ
サ)

ノ
鞦(

シ
リ
ガ
イ)･

鞅(

ム
ナ
ガ
イ)

⑧
玉
ノ
井
ノ
轡

⑨
手
縄

(

タ
ヅ
ナ)

⑩
腹
帯

(

ハ
ラ
ビ)

▽
絡
頬
〈
筑
波
本
〉

⑪
籠
頭

(

ヲ
モ
ガ
イ)

⑫
絡
頭

(

ヲ
モ
ツ
ラ)

三

語
句
集
団
の
特
色

多
大
な
語
句
群
を
包
括
す
れ
ば
、(

Ⅰ)

武
具
と
馬
に
関
係
す
る
諸
々
の
名
称
と
、

(

Ⅱ)

武
人
や
武
具
に
ま
つ
わ
る
故
実
の
知
識
に
二
分
さ
れ
よ
う
。
前
者
が
武
者
に
と
っ

て
必
要
不
可
欠
な
実
用
的
知
識
で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。

し
か
し
、
時
代
は
既
に
後
者
を
も
初
学
者
に
求
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
に

は
、
武
人
の
あ
る
べ
き
姿
が
常
に
本
朝
中
国
の
実
例
を
引
き
な
が
ら
主
張
さ
れ
て
い
る
。

武
も
ま
た
長
い
歴
史
の
上
に
成
長
し
て
き
た
誇
り
高
い
存
在
で
あ
る
こ
と
が
感
得
で
き

る
よ
う
に
意
図
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
新
し
い
時
代
を
担
う
に
相
応
し
い
、
武
家
の

子
弟
教
育
を
目
指
し
た
内
容
を
持
つ
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
引
用
さ
れ
た
故
実
な
り
歴
史
的
知
識
な
り
の
多
く
は
、
こ
れ
以

降
に
著
さ
れ
た
往
来
物
、『

庭
訓
往
来』

『

新
札
往
来』

な
ど
で
は
姿
を
消
し
て
し
ま
う
。

『

庭
訓
往
来』

の
簡
略
さ
が
好
ま
れ
た
こ
と
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
実
用
に
遠
い
故
実
は

初
学
者
に
は
無
用
の
知
識
と
受
け
取
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

『

異
制
庭
訓
往
来』

の
特
色
の
一
つ
は
、『

庭
訓
往
来』

が
捨
て
た
と
見
ら
れ
る
こ

の
非
実
用
的
知
識
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
以
下
に
、
や
や
詳
し
く
検
討
し
て
み
よ
う
。

(
１)

語
句
集
団
Ａ
に
つ
い
て

称
揚
す
べ
き
武
力
行
使
の
実
例
と
さ
れ
た
の
は
、
ま
ず
、
古
代
中
国
の
王
達
で
あ
っ

た
。
次
の
四
名
が
そ
れ
で
あ
る
。

①
黄
帝
が
蚩
尤
を
殺
す

②
虞
帝
が
苗
民
を
威
す

③
殷
湯
が
葛
伯
を
征
す

④
成
王
が
管
蔡
を
殺
す
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ま
ず
、
彼
ら
の
概
略
を
記
し
て
お
く
。

①
の
黄
帝
は
五
帝
の
一
。
暦
算
・
音
楽
・
文
字
・
医
薬
な
ど
を
創
始
し
た
と
さ
れ
る

伝
説
上
の
帝
王
で
あ
り
、
全
て
の
中
国
民
族
の
祖
と
さ
れ
る
。
諸
侯
で
あ
っ
た
蚩
尤
は

妖
怪
軍
を
率
い
て
争
う
が
、
黄
帝
は
指
南
軍
を
使
っ
て
こ
れ
を
打
ち
負
か
す
。(『

史
記』

｢
五
帝
本
紀｣

第
一
ほ
か

(

注
５))

②
の
虞
帝
は
舜
。
同
じ
く
五
帝
の
一
。
人
面
鳥
身
の
北
限

の
神
で
あ
る
苗
民
を
討
伐
し
て
三
危
に
流
し
、
国
家
秩
序
を
確
立
し
た
と
い
う
伝
説
上

の
聖
天
子
。(『
史
記』

同
前)

③
の
殷
湯
は
商

(

殷)

の
初
代
、
湯
王
。
暴
君
と
し
て

知
ら
れ
る
夏
の
桀
王
を
滅
ぼ
し
て
天
子
と
な
る
。
葛
伯
は
夏
の
諸
侯
、
祭
礼
に
必
要
な

羊
や
人
民
を
送
っ
て
や
っ
た
に
も
拘
ら
ず
湯
の
派
遣
し
た
子
供
を
殺
し
、
滅
ぼ
さ
れ
た
。

(『

史
記』

｢

殷
本
紀｣
第
三
・『

孟
子』

｢

滕
文
公
章
句
下｣

第
五
章
ほ
か)

④
の
成
王

は
武
王
の
子
、
周
の
二
代
目
天
子
で
あ
る
。
幼
く
し
て
即
位

(

九
才)

し
、
周
公
が
摂

政
と
し
て
実
権
を
持
っ
た
。
管
蔡
は
管
叔
と
蔡
叔
、
と
も
に
周
公
旦
の
弟
。
兄
を
疑
い

乱
を
起
こ
し
て
殺
さ
れ
た
。(『

史
記』

｢
管
蔡
世
家｣

第
五
ほ
か)

彼
ら
は
国
家
の
基
礎
を
整
え
た
偉
大
な
帝
王
と
し
て
、
日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い

た
。
司
馬
遷
の

『

史
記』

は

｢

五
帝
本
紀｣
か
ら
始
ま
る
が
、
日
本
に
も
輸
入
さ
れ
、

広
く
読
ま
れ
て
い
た
。
貴
族
社
会
に
あ
っ
て
必
読
の
書
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
が
、『

平
家
物
語』

『

太
平
記』

な
ど
の
中
世
戦
記
文
学

(

注
６)

に
も
上
記
の
天
子
の
名
前

や
事
跡
、
故
事
や
表
現
を
踏
ま
え
た
記
述
が
多
々
見
ら
れ
る
。

流
布
の
一
例
を
挙
げ
る
と
、『

神
皇
正
統
記』

(

文
徳
天
皇
・
清
和
天
皇)

は
、
幼
年

の
帝
を
立
て
て
摂
政
す
る
正
当
性
を
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。｢

周
公
世
家｣

の
故
事

を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
る
。
源
氏
物
語
に
も
、
こ
の
一
節
を
口
ず
さ
ん
で
光
源
氏
の
謀

反
を
疑
う
場
面
が
あ
る
。

周
ノ
世
ニ
周
公
旦
又
大
聖
ナ
リ
キ
。
文
王
ノ
子
、
武
王
ノ
弟
、
成
王
ノ
叔
父
ナ
リ
。

(

中
略)

成
王
ワ
カ
ク
シ
テ
位
ニ
ツ
キ
給
シ
カ
バ
、
周
公
ミ
ヅ
カ
ラ
南
面
シ
テ
摂

政
ス
。

次
に
、
本
朝
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
平
貞
盛
・
源
義
家
の
二
人
に
つ
い
て
見
る
。

⑤
貞
盛
が
将
門
を
討
つ

⑥
義
家
が
貞
任
を
戮
る

⑤
の
貞
盛
は
平
国
香
の
子
。
従
兄
弟
の
将
門
に
父
を
殺
さ
れ
、
藤
原
秀
郷
と
協
力
し

て
将
門
を
討
つ
。
そ
の
功
に
よ
り
鎮
守
府
将
軍
・
陸
奥
守
な
ど
を
歴
任
、
従
四
位
下
に

昇
進
し
た
。
平
家
の
基
礎
を
築
い
た
先
祖
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
い
る
。
平
将
軍
と
号
し

た
。

嚢
祖
平
将
軍
貞
盛
、
相
馬
小
次
郎
将
門
を
追
討
せ
し
よ
り
こ
の
か
た
、
東
八
ヶ
国

を
し
づ
め
て
子
々
孫
々
に
つ
た
へ
、
朝
敵
の
謀
臣
を
誅
罰
し
て
、
代
々
世
々
に
い

た
る
ま
で
朝
家
の
聖
運
を
ま
も
り
た
て
ま
つ
る
。

(

平
家
物
語
、
巻
十
、
請
文)

将
門
の
乱
は
承
平
五
年

(

九
三
六)

、
誅
せ
ら
れ
た
の
は
天
慶
三
年

(

九
四
〇)

で

あ
る
。
将
門
の
乱
の
経
緯
は

『

将
門
記』

に
詳
し
い
。『

今
昔
物
語
集』

(

巻
二
十
五
、

平
将
門
、
発
謀
反
被
誅
語
第
一)

に
よ
っ
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
源
家
の
基
を
築
い
た
と
さ
れ
る
の
が
⑥
義
家

(

一
〇
三
九
―
一
一
〇
六)

で

あ
る
。
清
和
源
氏
、
頼
義
の
長
子
。
前
九
年
の
役
に
お
い
て
父
に
従
い
、
安
部
頼
時
・

貞
任
・
宗
任
ら
と
戦
っ
て
乱
を
平
定
し
た
。
の
ち
陸
奥
守
兼
鎮
守
府
将
軍
と
な
る
。

昔
よ
り
代
々
の
朝
敵
を
た
い
ら
ぐ
る
者
お
ほ
し
と
い
へ
ど
も
…
…
貞
盛
・
秀
郷
が

将
門
を
う
ち
、
頼
義
が
貞
任
・
宗
任
を
ほ
ろ
ぼ
し
、
義
家
が
武
衡
・
家
衡
を
せ
め

た
り
し
も

(

平
家
物
語
、
巻
一
、
殿
下
乗
合)

と
あ
る
よ
う
に
、
前
九
年
の
役
の
主
役
は
父
頼
義
で
あ
る
が
、
鳥
海
柵
で
の
僅
か
な
勝

利
は
義
家
の
奮
戦
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、｢

天
下
第
一
武
勇
之

士｣

と
評
さ
れ
る
義
家
の
名
が
挙
が
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
伝
説
も
多
い
。

前
九
年
の
役(

一
〇
五
一
―
一
〇
六
二)

は
陸
奥
で
起
き
た
安
倍
氏
の
反
乱
で
あ
る
。

義
家
は
、
半
独
立
的
な
族
長
制
を
形
成
し
た
安
倍
頼
時
と
そ
の
子
の
貞
任
・
宗
任
ら
と

戦
い
、
清
原
氏
の
助
力
も
あ
っ
て
こ
れ
を
鎮
圧
し
た
。
後
三
年
の
役
で
は
、
内
紛
を
起

こ
し
た
こ
の
清
原
一
族
を
滅
ぼ
し
、
東
国
に
源
氏
の
地
盤
を
築
い
た
。

貞
盛
・
義
家
の
二
人
は

｢

古
の
武｣

の
典
型
例
と
す
る
に
は
や
や
新
し
く
、
平
安
時

代
中
期
の
武
人
で
あ
る
。
中
国
に
比
べ
て
歴
史
の
浅
い
我
が
国
で
は
、
古
代
に
見
る
べ

き｢

正
義
の
武｣

を
見
い
だ
す
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
と
も
見
ら
れ
る
が
、
た
と
え
ば
、

返
状
に
挙
げ
ら
れ
た
田
村
麻
呂
や
利
仁

(

後
述)

で
も
良
さ
そ
う
で
あ
る
。
平
貞
盛
と

源
義
家
が
選
ば
れ
た
の
は
、
朝
敵
を
鎮
圧
し
た
の
み
な
ら
ず
、
源
平
二
者
が
代
表
的
な

武
者
の
家
と
見
な
さ
れ
て
い
た
時
代
に
あ
っ
て
、
二
人
が
そ
れ
ぞ
れ
両
家
繁
栄
の
基
礎

を
築
い
た
人
物
で
あ
る
と
位
置
づ
け
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

因
み
に
、
武
勇
で
聞
こ
え
た
義
家
に
も
文
雅
の
嗜
み
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
次
の
よ
う

な
伝
説
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
宮
中
暮
ら
し
の
長
か
っ
た
貞
盛
又
然
り
で
あ
っ
た
と
想
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像
す
る
。

衣
河
の
館
、
岸
高
く
川
あ
り
け
れ
ば
、
楯
を
い
た
だ
き
て
甲
に
か
さ
ね
、
筏
を
組

み
て
責
戦
に
、
貞
任
た
へ
ず
し
て
、
つ
ひ
に
城
の
後
よ
り
の
が
れ
お
ち
け
る
を
、

一
男
八
幡
太
郎
義
家
、
衣
河
に
お
ひ
た
て
せ
め
ふ
せ
て
、｢

き
た
な
く
も
、
う
し

ろ
を
ば
見
す
る
物
哉
。
し
ば
し
引
か
へ
せ
。
物
い
は
ん｣

と
い
は
れ
た
り
け
れ
ば
、

貞
任
見
帰
た
り
け
る
に
、

衣
の
た
て
は
ほ
こ
ろ
び
に
け
り

と
い
へ
り
け
り
。
貞
任
く
つ
ば
み
を
や
す
ら
へ
、
し
こ
ろ
を
ふ
り
む
け
て
、

年
を
へ
し
糸
の
み
だ
れ
の
く
る
し
さ
に

と
付
た
り
け
り
。
其
時
義
家
、
は
げ
た
る
箭
を
さ
し
は
づ
し
て
帰
に
け
り
。
さ
ば

か
り
の
た
た
か
ひ
の
中
に
、
や
さ
し
か
り
け
る
事
哉
。

(『

古
今
著
聞
集』

巻
第
九
、｢

源
義
家
衣
川
に
て
安
倍
貞
任
と
連
歌
の
事｣)

(

２)

語
句
集
団
Ｂ
に
つ
い
て

往
状
は
続
け
て
、
こ
う
し
た
尚
武
の
思
想
は
人
倫
社
会
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

天
庭
で
も
同
様
で
あ
る
と
主
張
し
、
両
者
の
対
応
が
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

①
天
庭
の
武
官
は
北
斗
七
星
中
の
武
曲
破
軍
・
天
狗
星
等
で
あ
る

と
し
、
武
烈
の
威
こ
そ
が
天
道
で
も
人
道
で
も
重
要
で
あ
る
と
強
調
す
る
。
こ
こ
に

○
太
公
が
周
文
を
弼
け
た

○
張
良
が
漢
高
を
興
し
た

の
二
例
を
引
き
な
が
ら
、
兵
法
と
は
こ
れ
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
兵
仗
は
兵
法
の
器

を
作
る
も
の
で
あ
る
と
説
く
。
兵
仗
に
は
旗
と
弓
矢
と
刀
剣
が
あ
り
、
天
庭
で
は
そ
れ

ぞ
れ
次
の
も
の
に
該
当
す
る
。

②
天
庭
に
お
け
る
旗

(

国
会
本
は｢

旌
旗｣)

は
太
白
星
の
象

(

ス
ガ
タ)

で
あ
る

③
天
庭
に
お
け
る
弓
箭
は
羽
林
星
の
形
で
あ
る

④
天
庭
に
お
け
る
刀
剣
は
戦
龍
の
精
で
あ
る

①
か
ら
④
が
、
天
道
・
人
道
の
対
応
を
示
し
て
い
る
。

(

３)

語
句
集
団
Ｃ
に
つ
い
て

兵
法
書
で
あ
る
。
次
の
五
本
が
挙
が
っ
て
い
る
。

①
六
韜

②
三
略

③
呉
子

④
孫
子

⑤
司
馬
法

①
六
韜
は
太
公
望
呂
尚
の
兵
法
書
。
偽
作
か
と
も
言
わ
れ
る
が
、
本
状
で
筆
者
は
、

｢

太
公
之
ヲ
以
テ
周
文
ヲ
弼
ケ
、
張
良
之
ヲ
以
テ
漢
高
ヲ
興
ス
。
此
事
ヲ
記
ス
、
之
レ

ヲ
兵
法
ト
謂
フ｣

と
述
べ
て
い
る
の
で
、
書
名
は
出
て
い
な
い
が
六
韜
を
太
公
望
の
兵

法
書
と
見
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
張
良
も
ま
た
兵
法
に
よ
っ
て
漢
の
高
祖
を
扶
け

て
天
下
を
平
定
し
た
。『

日
本
国
見
在
書
目
録』

に

｢

太
公
六
韜
六

(

周
文
王
師
姜
望

撰)｣

と
あ
る
。

『

太
平
記』

(

巻
八)

に
は
、

ナ
ド
カ
六
波
羅
ヲ
一
戦
ノ
中
ニ
責
落
サ
デ
ハ
候
ベ
キ
。
是
太
公
ガ
兵
書
ニ
出
テ
、

子
房
ガ
心
底
ニ
秘
セ
シ
所
ニ
テ
候
ハ
ズ
ヤ

と
し
、『

義
経
記』

(

巻
二)

に
も
、

代
々
の
御
門
の
御
宝
、
天
下
に
秘
蔵
せ
ら
れ
た
る
十
六
巻
の
書
有
り
。
異
朝
に
も

我
朝
に
も
伝
へ
し
人
一
人
と
し
て
愚
か
な
る
事
な
し
。
異
朝
に
は
太
公
望
こ
れ
を

読
み
て
、
八
尺
の
壁
に
上
り
、
天
に
上
る
徳
を
得
た
り
。
張
良
は
一
巻
の
書
と
名

付
け
、
是
を
読
み
て
、
三
尺
の
竹
に
の
ぼ
り
て
、
虚
空
を
翔
け
る

と
あ
っ
て
、
太
公
望
と
張
良
は
対
で
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

②
三
略
は
一
老
人

(

黄
石
公)

が
�
上
の
橋
で
張
子
房

(

張
良)

に
授
け
た
と
い
う

兵
法
書
で
あ
ろ
う
か
。
上
略
・
中
略
・
下
略
の
三
巻
か
ら
な
る
。『

史
記』

留
候
世
家

に
み
え
る
こ
の
話
は
、
太
公
の
兵
法
を
記
し
た

｢

一
編
の
書｣

と
さ
れ
て
お
り
、
日
本

で
は
一
巻
書
と
称
す
る
兵
法
と
し
て
流
布
し
て
い
て
不
審
。
さ
ら
に
、
そ
の
文
章
は
秦

漢
の
も
の
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
後
人
の
偽
作
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
①
で
見
た
よ
う

に
、
張
良
に
受
継
が
れ
た
兵
法
書
が
あ
っ
た
こ
と
は

『

史
記』

の
記
述
に
よ
っ
て
も
裏

付
け
ら
れ
、
そ
れ
が
六
韜
で
あ
っ
た
か
三
略
で
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
も
っ
と
別
の
書

で
あ
っ
た
か
は
と
も
か
く
、
日
本
で
は
、｢

張
良
一
巻
書｣

と
し
て
人
口
に
膾
炙
し
た

の
で
あ
る
。『

和
漢
朗
詠
集』

(

巻
下
雑
、
帝
王)

が
、｢

漢
高
三
尺
之
剣
、
坐
制
諸
侯
、

張
良
一
巻
書
、
立
登
師
伝
。｣

と
引
用
し
て
以
来
、
こ
の
言
葉
が
一
人
歩
き
し
、
段
々

と
神
格
化
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
。『

日
本
国
見
在
書
目
録』

に
は

｢

黄
石
公
三
略
記
三

(

下
�
神
人
撰
成
氏
撰)｣

と
あ
る
。
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③
呉
子
一
巻
は
春
秋
戦
国
時
代
の
兵
法
家
で
あ
る
呉
起
撰
の
兵
法
書
。
起
は
楚
の
悼

王
の
相
と
し
て
楚
を
隆
盛
に
導
い
た
。『

呉
子』

の
選
者
に
は
諸
説
が
あ
る
。
④
孫
子

一
巻
は
孫
武
撰
の
兵
法
書
。
兵
書
中
、
最
古
の
も
の
で
あ
る
。
武
は
斉
の
人
、
呉
王
闔

閭
に
仕
え
た
。
孫
子
と
呉
子
と
は
し
ば
し
ば
、｢

孫
呉
兵
法｣

の
よ
う
に
併
称
さ
れ
、

ま
た
対
照
さ
れ
る
。

孫
子
ガ
千セ

ン

反ベ
ン

ノ
謀

ハ
カ
リ
ゴ
ト、

呉
子
ガ
八
陣
ノ
法
、
互
ニ
知
タ
ル
道
ナ
レ
バ
、
共
ニ
不ヤ

ブ
ラ
レ
ズ

被
破

不カ
コ
マ
レ
ズ

被
囲
、
只
命
ヲ
際
ノ
戦
ニ
テ
更
ニ
勝
負
モ
無
リ
ケ
リ
。(『

太
平
記』

巻
第
八)

⑤
の
司
馬
法
は
、
周
代
の
司
馬
穣
苴
の
兵
法
。『

史
記』

(

六
十
四
、
司
馬
穣
苴
伝)

に
よ
れ
ば
兵
法
書
を
作
っ
た
と
い
う
。

こ
れ
ら
①
〜
④
の
兵
法
書
は
、
例
え
ば

｢

呉
子
・
孫
子
・
六
韜
・
三
略
ナ
ン
ド
社
、

可
然
当
用
ノ
文
ナ
レ｣

(

太
平
記
、
巻
一
、
無
礼
講
事
付
玄
恵
文
談
事)

の
よ
う
に
あ
っ

て
、『

太
平
記』

世
界
で
は
常
識
で
あ
っ
た
。
⑤
に
つ
い
て
は
日
本
に
お
け
る
流
布
の

状
況
が
定
か
で
な
い
。
知
名
度
が
低
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
周
代
司
馬
穣
苴
の
兵
法
と

は
別
に
、
諸
葛
孔
明
と
対
陣
し
た
司
馬
仲
達
の
策

(

戦
わ
ず
、
孔
明
の
病
に
倒
れ
る
の

を
待
っ
て
蜀
軍
に
勝
利
し
た)

も
、
話
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
て
、｢

只
魏
ノ
将
司
馬
仲

達
ガ
、
蜀
ノ
討
手
ニ
向
テ
、
戦
ハ
デ
勝
事
ヲ
得
タ
リ
ケ
ン
、
其
謀
ニ
相
似
タ
リ｣

(

太

平
記
、
巻
三
十
八
、
細
川
相
模
守
討
死
事
付
西
長
尾
軍
事)
の
ほ
か
、
詳
し
い
記
述
が

散
見
す
る
。
混
乱
は
無
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

『

国
会
本』

で
は
、
上
記
五
書
の
後
に

『

尉
繚
子
・
太
宗
問
答』
が
続
き
、
計
七
書

と
な
っ
て
い
る
。
尉う

つ

繚れ
う

は
戦
国
時
代
の
兵
法
家
。
鬼
谷
子
の
弟
子(『
史
記』

始
皇
帝)

。

『

尉
繚
子』

五
巻
は
彼
の
著
し
た
と
言
わ
れ
る
兵
法
書
で
あ
る
。『

太
宗
問
答』

に
つ
い

て
は
未
勘
。

(

４)

語
句
集
団
Ｄ
に
つ
い
て

返
状
は
再
び
、
治
世
に
は
文
と
武
と
が
日
と
月
と
の
如
く
伴
う
こ
と
の
必
要
を
説
き
、

古
の
武
者
と
今
の
武
者
と
を
対
比
す
る
。

語
句
集
団
Ｄ
は
古
の
武
者
、
す
な
わ
ち
、
乱
を
治
め
徳
に
帰
す
る
も
の
で
あ
る
。
条

件
と
し
て
は
、
往
状
の
語
句
集
団
Ａ
に
重
な
る
の
で
あ
る
が
、
Ａ
―
ａ
が
全
て
古
代
の

王
で
あ
っ
た
に
対
し
、
こ
こ
に
収
め
る
異
朝
の
武
者
四
名
は
全
て
将
で
あ
る
。
王
に
誤

解
さ
れ
て
命
を
全
う
で
き
な
か
っ
た
不
運
な
武
将
が
揃
っ
て
い
る
。

①
白
起

②
王
翦

③
廉
頗

④
李
牧

四
名
と
も

『

史
記』

に
伝
の
記
載
が
あ
る
著
名
な
将
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
文
学

の
中
で
は
、
さ
し
て
称
揚
さ
れ
た
形
跡
が
な
い
。

①
白
起

(

―
紀
元
前
二
五
七)

は
戦
国
時
代
秦
の
将
軍
。
昭
王
に
仕
え
、
武
安
君
に

封
ぜ
ら
れ
る
。
趙
括
を
破
っ
て
、
趙
卒
四
十
万
人
を
生
埋
め
に
し
た
。
こ
の
故
事
は

『

蒙
求

(

白
起
坑
降)』

で
知
ら
れ
る
。
後
、
免
ぜ
ら
れ
、
死
を
賜
る
。『

太
平
記』

(

巻

二
十
六
、
妙
吉
侍
者
事
付
秦
始
皇
帝
事)

は
、
秦
の
二
世
胡
亥
を
擁
し
た
趙
高
の
時
、

秦
の
将
軍
と
し
て
戦
っ
た
と
記
す
が
、
英
雄
的
な
言
辞
は
な
い
。
し
か
も
こ
れ
は
年
代

的
に
あ
り
得
な
い
話
で
あ
る
。
始
皇
帝
の
崩
御
は
白
起
の
死
後
の
こ
と
で
あ
る
。

②
王
翦
は
秦
代
の
将
。
始
皇
帝
に
登
用
さ
れ
、
趙
・
燕
・
薊
な
ど
を
平
定
、
後
に
楚

を
討
と
う
と
す
る
も
李
信
と
合
意
で
き
ず
、
李
信
の
破
れ
た
後
に
楚
を
平
ら
げ
た
。

③
廉
頗

(

紀
元
前
二
八
三
―
二
四
〇)

は
戦
国
時
代
趙
の
武
将
。
斉
・
秦
を
や
ぶ
っ

て
功
績
が
あ
っ
た
。
孝
成
王
の
時
、
秦
を
攻
め
る
も
王
の
信
を
得
ら
れ
ず
、
王
は
趙
括

を
以
て
廉
頗
に
代
え
、
秦
に
破
れ
る
。
次
い
で
燕
を
撃
破
し
信
平
君
に
封
ぜ
ら
れ
る
。

悼
襄
王
が
立
ち
、
楽
乗
を
以
て
廉
頗
に
代
え
る
。
廉
頗
は
魏
に
奔
る
が
用
い
ら
れ
ず
、

次
い
で
楚
に
仕
え
、
寿
春
に
死
し
た
。｢

廉
頗
彊
食｣

の
語
は
、
廉
頗
が
老
い
て
尚
、

再
び
趙
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
望
み
、
使
者
の
面
前
で
大
食
し
た
と
の
故
事
に
由
来
す

る
。
彼
は
ま
た
、『

蒙
求

(

廉
頗
負
荊)』

の
故
事
で
知
ら
れ
る
。
廉
頗
将
軍
は
無
礼
を

働
い
て
し
ま
っ
た
藺
相
如
に
対
し
て
荊
を
負
っ
て
詫
び
、
そ
の
後
、
刎
頸
の
交
わ
り
を

結
ん
だ
と
い
う
話
で
あ
る
。

④
李
牧
は
戦
国
趙
の
北
辺
の
将
。
匈
奴
を
破
り
、
ま
た
、
秦
軍
を
破
る
功
に
よ
っ
て

武
安
君
に
封
ぜ
ら
れ
る
が
、
讒
言
を
信
じ
た
趙
王
に
斬
ら
れ
る
。

本
朝
の
場
合
は
、
前
掲
Ａ
―
ｂ
に
収
め
る

｢

貞
任
と
義
家｣

と
、
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ

た
四
名
と
の
差
が
分
明
で
な
い
。

⑤
田
村

⑥
利
仁

⑦
頼
光

⑧
保
昌

彼
ら
は
並
び
称
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば

『

平
家
物
語』

で
は
、
成
人
し
た
源

義
仲
の
武
勇
が
上
古
の
勇
者
に
勝
る
と
評
さ
れ
る
が
、
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
七
名
の
内
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に
こ
の
四
名
は
す
べ
て
含
ま
れ
て
い
る
。

｢

あ
り
が
た
き
つ
よ
弓
、
勢
兵
、
馬
の
上
、
か
ち
だ
ち
、
す
べ
て
上
古
の
田
村
・

利
仁
・
餘
五
将
軍
・
致
頼
・
保
昌
・
先
祖
頼
光
・
義
家
朝
臣
と
い
ふ
と
も
、
争
で

か
是
に
は
ま
さ
る
べ
き｣

と
ぞ
、
人
申
け
る
。

(

平
家
物
語
巻
六
、
廻
文)

あ
る
い
は
、
義
経
の
名
将
軍
ぶ
り
を
述
べ
る
に
先
だ
っ
て
世
に
聞
こ
え
た
勇
者
八
名

を
挙
げ
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

本
朝
の
む
か
し
を
た
づ
ぬ
れ
ば
、
田
村
・
利
仁
・
将
門
・
純
友
・
保
昌
・
頼
光
、

漢
の
樊
�
・
張
良
は
武
勇
と
い
へ
ど
も
名
を
の
み
聞
き
て
目
に
は
見
ず
。

(

義
経
記
巻
一
、
義
朝
都
落
の
事)

特
に
、
前
二
者
、
後
二
者
は
対
に
さ
れ
て
口
の
端
に
上
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

古
そ
の
名
聞
し
田
村･
利
仁
が
鬼
神
を
せ
め
、
頼
光･

保
昌
の
魔
軍
を
や
ぶ
り
し
も

(

保
元
物
語
上
、
新
院
御
所
各
門
々
固
め
の
事
付
け
た
り
軍
評
定
の
事)

⑤
田
村
は
坂
上
田
村
麻
呂
。
征
夷
大
将
軍
と
し
て
蝦
夷
を
う
ち
、
勇
名
を
馳
せ
た
。

｢

赤
面
黄
鬚
、
勇
力
過
人
、
有
将
師
之
量
、
帝
壮
之
、
延
暦
廿
三
年
拝
征
夷
大
将
軍
、

以
功
叙
従
三
位
、
…
…｣

(

日
本
後
記
、
弘
仁
二
八
一
一
年
五
月)

と
あ
り
、
正
史
に

は
っ
き
り
と
名
を
留
め
る
ほ
か
、
あ
ら
ゆ
る
軍
記
物
、『

今
昔』

等
の
説
話
に
も
広
く

登
場
す
る
。

⑥
利
仁
は
藤
原
氏
魚
名
流
の
鎮
守
府
将
軍
時
長
の
嫡
男
、『
尊
卑
分
脈』

に
、｢

鎮
守

府
将
軍
、
武
蔵
守
従
四
位
下
…
…
飛
海
如
在
翅
人
以
為
神
化
人
、
延
喜
十
一
任
上
野
介
、

同
十
二
年
廷
上
総
、
同
十
五
蒙
将
軍
宣
旨｣

と
あ
り
、
田
村
麻
呂
よ
り
約
百
年
後
の
人

で
あ
る
。
し
か
し
、『

今
昔』

で
は
、
文
徳
天
皇
の
御
代
に
新
羅
に
征
伐
に
行
っ
た
話

(

巻
十
四
、
依
調
伏
法
験
利
仁
将
軍
語
第
四
十
五)

も
あ
り
、
こ
れ
を

『

古
事
談』

で

は
宇
多
天
皇
の
御
代
と
す
る
と
か
、
田
村
麻
呂
と
利
仁
と
が
赤
頭
と
悪
路
王
と
を
成
敗

し
た
岩
室
が
伝
わ
っ
て
い
た
り

(

東
鑑
、
文
治
五
年
十
月
二
十
八
日)

、
挙
句
は
坂
上

利
仁
な
る
人
物
が
登
場
す
る

(

舞
曲
、
未
来
記)

な
ど
、
説
話
の
世
界
は
融
通
無
碍
で

あ
る
。
今
日
こ
の
利
仁
は
、
芥
川
の

『

芋
粥』

で
、
五
位
に
芋
粥
を
馳
走
す
る
人
物
と

し
て
知
ら
れ
る
。

⑦
頼
光
と
⑧
保
昌
は
共
に
道
長
に
仕
え
る
同
時
代
の
人
物
で
あ
る
。
頼
光
は
鎮
守
府

将
軍
多
田
満
仲
の
子
、
源
氏
の
祖
。｢

歌
人
。
武
略
長
通
神
権
化
人
也
。
治
安
元
七
廿

四
卒｣

(

尊
卑
分
脈)

と
さ
れ
、
鬼
退
治
で
知
ら
れ
る
。

⑧
保
昌
は
藤
原
致
忠
の
子
、
母
は
元
明
親
王
の
女
、
道
長
の
家
司
、
長
元
九
年

(

一

〇
三
六)

に
七
十
九
歳
で
没
し
た
。
和
泉
式
部
の
夫
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。｢

心
猛
ク

シ
テ
弓
箭
ノ
道
ニ
達
レ
リ｣

(

今
昔
物
語
集
、
巻
十
九
、
丹
後
守
保
昌
朝
臣
郎
等
射
テ

母
ノ
成
鹿
ト
出
家
セ
ル
語
第
七)

と
形
容
さ
れ
、
袴
垂
に
も
恐
れ
ら
れ
た
話
が『

今
昔』

(

巻
二
十
五
、
藤
原
保
昌
朝
臣
値
盗
人
袴
垂
語
第
七)

・『

宇
治
拾
遺
物
語』

(

二
十
八
袴

垂
合
保
昌
事)

に
見
え
る
。
御
伽
草
子

｢

酒
呑
童
子｣

で
は
頼
光
・
保
昌
共
々
鬼
退
治

の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
並
び
称
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

(

５)

語
句
集
団
Ｅ
に
つ
い
て

堕
落
し
、
乱
を
好
み
、
徳
を
棄
て
た
今
の
武
者
で
あ
る
。
本
朝
で
は
①
将
門
と
②
純

友
が
、
異
朝
で
は
③
超
括

(

国
会
本
は
趙
括)

と
④
�
統
か

(

謙
堂
本
は
�

リ
ウ

涓ケ
ン

、
国
会

本
は
�
�)

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

将
門
・
純
友
を
逆
賊
の
代
表
と
し
て
対
に
表
現
す
る
形
は
、『

平
家
物
語』

の
冒
頭

に
、｢

近
く
本
朝
を
う
か
が
ふ
に
、
承
平
の
将
門
、
天
慶
の
純
友
、
康
和
の
義
親
、
平

治
の
信
頼｣

と
列
挙
さ
れ
、
ま
た
、
同
じ
く
巻
五

(

朝
敵
揃)

で
も
、｢

野
心
を
さ
し

は
さ
ん
で
朝
威
を
ほ
ろ
ぼ
さ
ん
と
す
る
輩
、
…
…
平
将
門
、
藤
原
純
友
、
安
部
貞
任
・

宗
任
、
対
馬
守
源
義
親
…
…
す
べ
て
廿
余
人｣

と
さ
れ
て
い
る
。

国
を
乱
し
朝
廷
を
欺
い
て
誅
せ
ら
れ
た
将
門
と
貞
任
は
、
既
に
往
状(

語
句
集
団
Ａ
―

ｂ)

に
登
場
済
み
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
討
伐
者
側
の
貞
盛
・
義
家
を
優
れ
た
武

者
と
し
て
称
揚
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
改
め
て
、
逆
賊
と
し
て
の
二
人
は
、

｢

乱
を
好
む
今
の
武
者｣

の
典
型
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
作
者
の
歴
史
認
識
は
必
ず
し
も
正
確
で
な
く
、
保
昌
・
頼
光
を
古
の
武
人
と

し
、
将
門
・
純
友
を
今
の
そ
れ
と
す
る
年
代
の
逆
転
が
あ
る
。
こ
う
し
た
誤
り
は
軍
記

物
語
に
多
々
見
ら
れ
る
の
で
、
中
世
の
一
般
的
な
教
養
レ
ベ
ル
を
示
し
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
。

③
趙
括
は
趙
の
将
。
廉
頗
に
代
わ
っ
て
秦
と
戦
い
、
白
起
に
大
敗
し
射
殺
さ
れ
た
。

④
に
つ
い
て
は
異
文
が
あ
り
未
勘
。
異
文
が
生
じ
る
こ
と
自
体
が
知
名
度
の
低
さ
を
示

し
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
か
。

(

６)

語
句
集
団
Ｆ

(

武
具)

に
つ
い
て
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戦
を
事
と
す
る
武
者
の
、
最
重
要
知
識
の
一
。
こ
こ
に
含
ま
れ
る
の
は
、
鎧
・
甲
・

兵
仗
・
刀
剣
で
あ
る
。
先
ず
は
名
を
覚
え
、
親
し
み
、
装
着
で
き
、
使
い
こ
な
す
の
で

な
け
れ
ば
命
に
も
関
わ
る
。
し
か
し
、
鎧
・
甲
の
種
類
や
部
位
名
称
に
つ
い
て
は
言
う

べ
き
こ
と
を
持
た
な
い
の
で
割
愛
す
る
。

こ
こ
で
取
上
げ
る
の
は
、
固
有
名
詞

(

銘)

を
も
つ
も
の
、
す
な
わ
ち
、《
源
家
相

伝
・
平
家
重
代
の
鎧
》
と
《
著
名
な
刀
剣
の
名
》
で
あ
る
。

武
者
の
鎧
に
対
す
る
執
着
は
、
女
性
の
衣
装
に
対
す
る
拘
り
に
匹
敵
す
る
、
あ
る
い

は
、
そ
れ
以
上
で
あ
る
。
身
を
守
る
実
用
性
に
加
え
て
、
精
神
的
な
誇
り
で
も
あ
り
、

力
の
誇
示
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
軍
記
物
語
に
お
け
る
煩
い
ほ
ど
の
描
写
が
そ
れ

を
物
語
る
。

《
源
家
相
伝
・
平
家
重
代
の
鎧
》

①
七
龍

②
八
龍

③
月
数

④
日
数

⑤
丸
太
産
衣

⑥
膝
丸

⑦
薄
金

⑧
小
袖

⑨
唐
皮

⑩
薄
雲

①
〜
⑧
の
八
領
が
源
家
相
伝
の
鎧
で
あ
る
。
⑤
の
丸
太
産
衣
は
源
太
産
衣
に
同
じ
。

丸
太
も
源
太
も
発
音
は
グ
ハ
ン
ダ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
八
領
に
は
出
入
り
が
あ
っ
て
、
ぴ
っ
た
り
合
致
す
る
こ
と
は
少
な

い
。『

保
元
物
語』

に
見
え
る
為
義
の
語
り
で
は
、
八
領
の
う
ち
、
六
領
が
重
な
っ
て

い
る
。『

異
庭』

の
小
袖
と
産
衣
、『

保
元
物
語』

の
楯
無
・
面
高
が
重
な
ら
な
い
。
異

伝
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

重
代
相
伝
の
薄
金
・
膝
丸
・
月
数
・
日
数
・
楯
無
・
面
高
・
七
龍
・
八
龍
な
ど
申

候
鎧
共
、
風
に
ふ
か
れ
て
四
方
へ
ち
る
と
見
て
候
あ
ひ
だ
、
心
も
と
な
く
お
ぼ
え

て
、
い
づ
か
た
へ
も
さ
し
い
で
じ
と
こ
そ
存
候
へ
。

(

上
、
新
院
為
義
を
召
さ
る
る
事)

保
元
物
語
は
、
異
本
に
よ
っ
て
は

｢

七
龍｣

を
除
き

｢(

源
太
が)

産
衣｣

を
加
え

て
い
る
。
こ
の
場
合
は
、
次
の
書
言
字
考
節
用
集
に
等
し
い
。

『

書
言
字
考
節
用
集』

(

数
量
・
姓
氏
・
十)

に
は
、｢

源
家
ノ
鎧
八
領
〈
月
数
。
日

数
。
産
衣
。
八
龍
。
／
沢
潟
。
薄
金
。
無
楯
。
膝
丸
〉｣

と
あ
る

(

注
７)。

⑤
産
衣
は
八
幡
太
郎
義
家
が
元
服
の
時
、
帝
か
ら
賜
っ
た
鎧
と
い
い(

義
経
記
巻
一
、

吉
次
が
奥
州
物
語
の
事)

、
ま
た
、
二
歳
で
鎧
を
威
し
て
院
に
見
参
し
た
た
め
の
命
名

と
も
い
う

(

平
治
物
語
巻
上
、
源
氏
勢
汰
へ
の
事)

。
源
太
は
義
家
の
幼
名
で
あ
る
。

⑥
膝
丸
に
つ
い
て

『

保
元
物
語』

は
、
牛
千
頭
の
膝
の
皮
を
取
り
威
し
た
も
の
と
い

う
。
八
領
の
鎧
の
内
、
源
太
産
衣
と
こ
の
膝
丸
の
二
領
は
、
特
に
家
を
継
ぐ
長
男
が
所

持
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
保
元
の
乱
の
折
、
源
為
義
は
敵
に
な
っ
た

長
男
義
朝
に
膝
丸
を
送
届
け
て
い
る
。
し
か
し
義
朝
は
こ
れ
を
着
用
せ
ず
、
楯
無
を
着

た
。
そ
の
後
、
義
朝
が
平
治
の
乱
に
敗
れ
て
、
膝
丸
の
行
方
は
分
か
ら
な
く
な
っ
た
と

い
う
。

⑦
薄
金
は
厚
み
の
薄
い
鉄
で
威
し
た
鎧
。『

太
平
記』

(

巻
第
十
六
、
新
田
殿
湊
河
合

戦
事)

で
は
、
義
貞
が
こ
れ
を
着
用
し
て
、｢

義
貞
ハ
薄
金
ト
云
う
甲
ニ
、
鬼
切
・
鬼

丸
ト
テ
多
田
満
仲
ヨ
リ
伝
タ
ル
源
氏
重
代
ノ
太
刀
ヲ
二
振
帯
レ
タ
リ
ケ
ル
ヲ
、
左
右
ノ

手
ニ
抜
持
テ｣

雨
霰
の
如
く
降
り
来
る
矢
を
防
い
で
い
る
。

⑧
小
袖
は

『

太
平
記』

に
見
え
る
。
足
利
尊
氏
の
鎧
と
し
て
相
伝
さ
れ
て
い
た
ら
し

く
、
師
直
に
囲
ま
れ
た
尊
氏
が

｢

小
袖｣

を
身
に
つ
け
た
と
あ
る
。

｢

〜
ヨ
シ
ヨ
シ
天
下
ノ
嘲
に
身
ヲ
替
テ
討
死
セ
ン｣

ト
テ
、
御
小
袖
ト
云
鎧
取
テ

被
召
ケ
レ
バ

(

巻
二
十
七
、
御
所
囲
事)

『

親
長
卿
記』

に
、｢

八
幡
殿
御
具
足
号
小
袖｣

(

明
応
二
・
閏
四
・
二
七)

と
あ
る
。

｢

面
高｣

は
沢
潟
威
の
鎧
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
の
命
名
で
あ
ろ
う
。
平
治
の
乱
で
中

宮
大
夫
朝
長
が
着
用
し
て
い
た
。

｢

楯
無｣

は
平
治
の
戦
で
義
朝
が
着
用
し
て
い
た
黒
糸
威
の
鎧
で
あ
る
。

武
士
の
大
将
左
馬
頭
義
朝
生
年
三
十
七
、
練
色
の
魚
綾
の
直
垂
に
楯
無
と
て
黒
糸

威
の
鎧
に
獅
子
の
丸
の
裾
金
物
を
ぞ
打
ち
け
る

合
戦
に
破
れ
た
義
朝
は
東
国
へ
落
ち
る
途
中
、
美
濃
国
青
墓
の
手
前
で
大
雪
の
中
に

脱
捨
て
、
行
方
不
明
と
な
っ
た
。
武
田
家
に
伝
わ
る
楯
無
鎧
は
別
物
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
鎧
は
源
家
に
代
々
伝
え
ら
れ
、
平
治
の
戦
で
は
、
父
義
朝
が

｢

楯
無
と
て

黒
糸
威
の
鎧｣

、
嫡
子
義
平
が

｢

八
龍
と
い
ふ
鎧
…
…
石
切
と
い
ふ
太
刀｣

、
次
男
朝
長

が

｢

を
も
だ
か

(

澤
瀉)

と
云
鎧
…
…
薄
緑
と
い
ふ
太
刀｣

、
続
く
三
男
頼
朝
が

｢

元

太
が
産
衣
と
云
鎧
…
…
髭
切
と
い
ふ
太
刀｣

を
帯
い
て
勢
揃
え
し
て
い
る
。
こ
の
時
、

対
す
る
平
家
で
は
、
重
盛
が

｢

小
烏
と
い
ふ
太
刀
を
は
き｣

唐
皮
と
い
う
鎧
を
帯
い
て
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い
た
の
で
あ
っ
た
。
義
家
が
、｢

平
家
の
方
に
聞
る
唐
皮
と
い
ふ
鎧
ご
ざ
ん
な
れ
。｣

と

叫
ん
で
い
る

(

平
治
物
語
、
中
、
待
賢
門
の
軍
の
事
付
け
た
り
信
頼
落
つ
る
事)

。

⑨
唐
皮
は
平
家
重
代
の
櫨
匂
威
で
あ
っ
た
。
糸
威
し
で
な
く
皮
威
、
そ
れ
も
中
国
よ

り
輸
入
さ
れ
た
虎
の
皮
を
使
っ
て
い
た
た
め
の
命
名
で
あ
る
こ
と
が

『

源
平
盛
衰
記』

に
見
え
る
。
平
家
の
嫡
男
に
伝
え
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
前
掲
平
治
の
戦
で
は
重
盛

が
着
用
し
て
お
り
、
頼
朝
討
伐
の
大
将
軍
と
し
て
東
国
に
向
か
っ
た
維
盛
は
、
こ
れ
を

持
参
し
て
い
る
。

大
将
軍
権
亮
少
将
維
盛
は
、
生
年
二
十
三
、
容
儀
体
拝
絵
に
か
く
と
も
筆
も
及
が

た
し
。
重
代
の
鎧
唐
皮
と
い
ふ
き
せ
な
が
を
ば
、
唐
櫃
に
い
れ
て
か
か
せ
ら
る
。

(

平
家
物
語
、
巻
第
五
、
富
士
川)

都
落
ち
す
る
維
盛
が
一
子
六
代
に
譲
ろ
う
と
遺
言
し
た
の
も
こ
れ
で
あ
る
。

抑
唐
皮
と
い
ふ
鎧
、
小
烏
と
い
ふ
太
刀
は
、
平
将
軍
貞
盛
よ
り
当
家
に
つ
た
へ
て
、

維
盛
ま
で
は
嫡
々
九
代
に
あ
ひ
あ
た
る
。
も
し
不
思
議
に
て
世
も
た
ち
な
を
ら
ば
、

六
代
に
た
ぶ
べ
し｣

と
申
せ｣

と
こ
そ
の
給
ひ
け
れ
。

(

平
家
物
語
、
巻
第
十)

平
家
滅
亡
後
は
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
た
が
、
伊
勢
貞
丈
に
よ
る
と
伊
勢
家
の
祖
貞

孝
の
こ
ろ
に
は
唐
皮
が
伝
わ
っ
て
い
た
が
、
応
仁
の
乱
に
消
失
し
た
と
記
し
て
い
る
。

⑩
薄
雲
も
ま
た
平
家
重
代
の
鎧
で
あ
る
が
、
平
家
が
西
海
に
滅
ぶ
と
共
に
失
わ
れ
、

ま
た
、
着
用
者
も
不
明
で
あ
る
。

《
著
名
な
刀
剣
の
名
》

①
龍
泉

②
太
阿

③
干
将

④
莫
耶

⑤
草
薙
・
村
雲

⑥
髭
切

⑦
小
烏

⑧
抜
丸

⑨
母
子
丸

前
半
の
四
振
り
①
〜
④
は
中
国
の
も
の
、
後
半
の
五
振
り
⑤
〜
⑨
が
日
本
の
銘
刀
で

あ
る
。

①
龍
泉
②
太
阿
は
③
干
将
④
莫
耶
の
後
身

(

別
名)

で
あ
る
。
干
将
莫
耶
の
名
剣
説

話
は
多
様
に
変
化
し
て
い
る
た
め
、『

異
庭』

の
作
者
が
何
に
拠
り
、
ど
の
よ
う
な
話

を
想
定
し
て
い
た
の
か
は
不
明
と
云
う
し
か
な
い
。
し
か
し
、
龍
泉
・
太
阿
が
対
の
太

刀
と
し
て
名
を
並
べ
る
説
話
は
、『

晋
書』

を
引
く

『

蒙
求

(

雷
煥
送
剣)』

に
あ
る
。

｢

並
刻
題
、
一
曰
龍
泉
、
一
曰
太
阿
。｣

と
あ
り
、
後
に
こ
の
二
剣
が
、
実
は
干
将
・
莫

耶
で
あ
る
と
判
明
し
た
と
記
す
。
龍
泉
は
刀
に
焼
き
を
入
れ
る
時
に
使
わ
れ
た
泉
の
名

と
す
る
も
の
が
多
く

(

太
平
記
な
ど
。
芭
蕉
も
同
じ
理
解)

、
そ
の
場
合
は
太
阿
が
出

て
こ
な
い
の
で
、
こ
こ
に
は
該
当
し
な
い
。
蒙
求
の
蓋
然
性
は
高
い
と
思
う
。

⑤

｢

草
薙
剣｣

と

｢

村
雲
剣｣

と
は
同
じ
も
の
で
あ
る
。
素
戔
嗚
尊
が
大
蛇
を
退
治

し
た
時
、
そ
の
尾
か
ら
出
た
。
今
、
熱
田
神
宮
に
祀
ら
れ
て
い
る
。『

平
家
物
語』

(

巻

十
一
、
剣)

で
は
、

吾
朝
に
は
神
代
よ
り
つ
た
わ
れ
る
霊
剣
三
あ
り
。
十
づ
か
の
剣
、
あ
ま
の
は
や
き

り
の
剣
、
草
な
ぎ
の
剣
是
也
。(

中
略)

あ
ま
の
は
や
き
り
の
剣
は
、
尾
張
国
熱

田
の
宮
に
あ
り
と
か
や
。
草
な
ぎ
の
剣
は
内
裏
に
あ
り
。
今
の
宝
剣
是
也
。

と
語
り
始
め
、
宝
剣
の
辿
っ
た
紆
余
曲
折
を
記
し
て
い
る
。

⑥
髭
切
は
源
家
に
伝
わ
る
太
刀
。
前
掲

｢

鎧｣

の
項
で
見
た
よ
う
に
、
平
治
の
乱
に

あ
っ
て
は
、
頼
朝
が
こ
れ
を
身
に
つ
け
て
い
た
。
そ
こ
で
は
命
名
の
由
来
が
次
の
よ
う

に
語
ら
れ
て
い
る
。

八
幡
殿
奥
州
に
て
貞
任
を
責
ら
れ
し
時
、
度
々
の
間
に
生
取
千
人
の
首
を
う
ち
、

ひ
げ
な
が
ら
切
て
ン
げ
れ
ば
、
髭
切
と
は
な
づ
け
た
り
。
鎧
に
産う

ぶ

切ぎ
ぬ

、
太
刀
に
ひ

げ
き
り
と
て
、
こ
と
に
秘
蔵
し
て
嫡
々
に
譲
し
か
ば
、
悪
源
太
に
こ
そ
た
ぶ
べ
か

り
し
を
、
…
…
頼
朝
に
た
び
け
り
。

⑦
小
烏
⑧
抜
丸
⑨
母
子
丸
は
平
家
に
伝
わ
る
太
刀
で
あ
る
。

平
治
の
戦
に
、
重
盛
が｢

小
烏｣

を
は
い
て
い
た
こ
と
は
先
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。

そ
の
後
、
維
盛
に
伝
え
ら
れ
た
が
、
彼
の
死
を
前
に
六
代
へ
と
遺
言
さ
れ
た
と
い
う
。

抑
唐
皮
と
い
ふ
鎧
、
小
烏
と
い
ふ
太
刀
は
、
平
将
軍
貞
盛
よ
り
当
家
に
つ
た
へ
て
、

維
盛
ま
で
は
嫡
々
九
代
に
あ
ひ
た
る
。
も
し
不
思
議
に
て
世
も
た
ち
な
を
ら
ば
六

代
に
た
ぶ
べ
し｣

と
申
せ｣

と
こ
そ
の
給
ひ
け
れ
。

ま
た
、｢

唐
皮
・
小
烏
の
事
ま
で
も
こ
ま
ご
ま
と
申
た
り
け
れ
ば｣

と
あ
っ
て
、
平

家
、
就
中
維
盛
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら
の
武
具
が
吾
が
命
同
様
に
貴
重
で
あ
っ
た
と
知
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
平
将
門
を
追
討
し
、
鎮
守
府
将
軍
に
任
じ
ら
れ
た
嚢
祖
貞
盛
は
一
族

の
誇
り
で
あ
っ
た
。

一
方
の
⑧
抜
丸
は
平
治
の
戦
い
に
三
河
守
頼
盛
が
帯
い
て
い
て
命
を
救
わ
れ
た
名
刀
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で
あ
る
。
こ
れ
は
忠
盛
か
ら
伝
わ
っ
た
。

此
の
太
刀
を
抜
丸
と
申
ゆ
へ
は
、
故
刑
部
卿
忠
盛
、
池
殿
に
て
昼
寝
を
せ
ら
れ
た

り
け
る
に
、
池
よ
り
大
蛇
あ
が
り
て
、
忠
盛
を
の
ま
ん
と
す
。
此
太
刀
を
枕
の
上

に
立
て
ら
れ
け
る
が
、
す
る
り
と
ぬ
け
い
で
て
、
蛇
に
か
か
り
け
れ
ば
、
太
刀
に

お
そ
れ
て
蛇
は
池
に
し
ず
む
。
又
あ
が
り
て
飲
と
す
れ
ば
、
又
太
刀
ぬ
け
て
大
蛇

の
首
を
斬
、
か
へ
っ
て
さ
や
に
お
さ
ま
り
ぬ
。
忠
盛
是
を
見
給
て
、
さ
て
こ
そ
抜

丸
と
は
な
づ
け
ら
れ
け
れ
。

⑧
母
子
丸
を
所
有
し
た
と
い
う

｢

余
吾
将
軍｣

は
平
維
茂
。
貞
盛
の
甥
に
あ
た
る
上

総
守
兼
忠
の
息
子
で
あ
る
。
勇
名
は
遍
く
知
ら
れ
、『

増
鏡』

(

第
二
新
島
守)

で
は
、

｢

た
け
き
武
士
の
起
こ
り
を
尋
ぬ
れ
ば
、
い
に
し
へ
の
余
吾
・
利
仁
な
ど
い
ひ
け
ん
将

軍
ど
も
の
事
は｣

と
書
き
出
さ
れ
る
、
伝
説
の
武
人
で
あ
っ
た
。『

今
昔
物
語
集』

(

巻

二
十
五
、
平
維
茂
郎
等
被
殺
語
第
四
ほ
か)

で
は
そ
の
太
刀
に
つ
い
て｢

打
出
ノ
太
刀｣

と
あ
る
の
み
で
母
子
丸
の
名
は
見
え
な
い
。

(

７)

語
句
集
団
Ｇ

(

馬
・
馬
具)

に
つ
い
て

馬
も
ま
た
、
武
者
の
必
需
品
、
と
い
う
よ
り
同
士
で
あ
る
。
武
者
の
威
容
も
活
躍
も

馬
に
負
う
所
は
大
き
い
。
戦
が
馬
と
弓
と
で
決
せ
ら
れ
る
時
代
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
そ

の
善
し
悪
し
は
致
命
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
固
有
名
詞
を
残
す
《
語
句
集
団
Ｇ
―
ｂ
名
馬
》
を
取
上
げ
る
。
①
〜
⑤

が
中
国
、
⑥
⑦
は
日
本
に
名
を
残
す
伝
説
の
名
馬
で
あ
る
。

①
周
ノ
八
疋

②
秦
ノ
七
駿

③
呉
ノ
的
廬

④
楚
ノ
烏
騅

⑤
漢
ノ
烏
孫

⑥
厩
戸
王
子
ノ
甲
斐
ノ
黒
駒

⑦
太
宰
大
弐
弘
継
ノ
土
龍

①
周
ノ
八
疋
は
周
の
穆
王
が
所
有
の
八
疋
の
駿
馬
で
あ
る
。『

太
平
記』

(

巻
十
三)

は
洞
院
公
賢
の
言
と
し
て
、｢

天
馬
ノ
聖
代
ニ
来
ル
事
第
一
ノ
嘉
祥
也
。
其
故
ハ
昔
周

ノ
穆
王
ノ
時
、
驥キ

・
�

タ
ウ

・
驪リ

・
�

ク
ワ

・
�

リ
ウ

・
�

ロ
ク

・
�ジ

・
駟シ

ト
テ
八
疋
ノ
天
馬
来
レ
リ｣

と

あ
る
。『

列
子』

(

周
穆
王
第
三)

に
は
、｢

�か

�
り
ゅ
う

・
緑
耳
・
赤
驥
・
白
�き

・
渠
黄
・
踰

輪
・
盗
驪
・
山
子｣

と
す
る
な
ど
名
前
に
は
諸
説
が
あ
る
。

②
秦
ノ
七
駿

③
呉
ノ
的
廬
。
的
廬
は
額
の
白
い
斑
点
が
流
れ
て
口
に
入
っ
て
い
る
馬
を
言
う
。

④
烏
騅
は
名
馬
の
名
。『

琵
琶
記』

(

昔
宴
杏
園)

に
見
え
る
。

⑤
烏
孫
は
漢
代
の
西
域
の
国
名
。
良
馬
を
産
出
し
た
こ
と
に
因
む
名
と
思
わ
れ
る
が

未
勘
。

⑥
厩
戸
王
子
ノ
甲
斐
ノ
黒
駒
は
、
甲
斐
の
国
か
ら
太
子
に
献
上
さ
れ
た
足
の
白
い
、

黒
い
小
馬
で
あ
る
。
太
子
は
こ
れ
に
乗
っ
て
天
翔
り
、
信
濃
か
ら
越
の
国
を
三
日
で
回
っ

て
き
た
と
い
う
。
太
子
が
薨
御
の
時
、
黒
駒
も
飲
食
せ
ず
に
死
ん
で
し
ま
う

(

聖
徳
太

子
伝
暦
上
ほ
か)

。『

延
喜
式』

に
よ
る
と
、
甲
斐
国
に
は
拍
前
・
真
衣
野
・
穂
坂
の
三

御
牧
が
あ
り
良
馬
を
産
出
し
た
。『

太
平
記』

(

牧
第
二
十
九
、
小
清
水
合
戦
事
付
瑞
夢

事)

に
夢
中
の
光
景
と
し
て
、｢

四
天
王
寺
ノ
聖
徳
太
子
、
甲
斐
ノ
黒
駒
白
鞍
置
テ｣

登
場
し
て
い
る
。

⑦
太
宰
大
弐
弘
継
ノ
土
龍
。
弘
継

(

広
嗣)

は
式
家
藤
原
氏
。
不
比
等
の
孫
、
宇
合

の
子
。
聖
武
天
皇
の
天
平
十
二
年
肥
前
国
松
浦
郡
に
お
い
て
反
乱
を
起
こ
し
た
。
伝
え

ら
れ
る
説
話
で
は
、
弘
継
が
駿
馬
を
馳
せ
た
こ
と
が
語
ら
れ
る
が
、
土
竜
の
名
は
管
見

に
入
ら
な
い
。
土
龍
は
雨
を
祈
る
た
め
に
用
い
る
土
で
作
っ
た
竜
で
あ
る
が
、
竜
の
如

く
天
翔
る
馬
の
意
で
命
名
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

多
ノ
軍
ヲ
調
ヘ
儲
テ
待
戦
フ
ニ
、
御
方
ノ
軍
強
ク
シ
テ
広
継
ガ
方
少
シ
。
弱
ル

[(

欠
字)]

持
タ
リ
ケ
リ
。
其
ノ
龍
馬
ハ
空
ヲ
翔
ル
事

[(

欠
字)]

如
シ
。
然
レ

バ
、
其
ノ
馬
ヲ
乗
物
ト
シ
テ
、
時
ノ
間
ニ
王
城
ニ
上
リ
、
鎮
西
ニ
下
リ
行
ケ
ル
也
。

然
レ
バ
、
広
継
、
戦
フ
ト
云
ヘ
ド
モ
、
勅
威
ニ
不
勝
シ
テ
遂
ニ
被
責
ル
際
ニ
、
広

継
、
海
辺
ニ
出
テ
、
其
ノ
龍
馬
ニ
乗
リ
、
海
ニ
浮
テ
高
麗
ニ
行
ナ
ム
ト
為
ル
ニ
、

龍
馬
、
前
々
ノ
如
ク
翔
ル
事
不
能
ズ
。(

中
略)

馬
ト
共
ニ
海
ニ
入
テ
死
ス
。

(『

今
昔
物
語
集』

巻
第
十
一)

彼
広
嗣
は
肥
前
の
松
浦
よ
り
都
へ
一
日
に
お
り
の
ぼ
る
馬
を
も
ち
た
り
け
り
。
追

討
せ
ら
れ
し
時
も
、
み
か
た
の
凶
賊
お
ち
ゆ
き
、
皆
亡
て
後
、
件
の
馬
に
う
ち
の
っ

て
、
海
中
へ
馳
入
け
る
と
ぞ
聞
え
し
。

(『

平
家
物
語』

巻
第
七
、
還
亡)

お
わ
り
に

六
月
状
は
武
具
と
武
者
に
つ
い
て
、
広
く
知
識
を
養
う
も
の
で
あ
っ
た
。
一
通
の
中
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に
は
、
武
威
の
役
割
が
し
っ
か
り
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
文
と
武
は
、
車
の
両
輪
の
如

く
、
月
と
日
の
如
く
、
と
も
に
重
要
で
あ
る
と
繰
り
返
し
つ
つ
、
今
の
乱
れ
た
世
に
あ
っ

て
は
、
武
者
こ
そ
が

｢

乱
を
治
め
危
を
扶
く
る
本
い
、
国
を
保
め
家
を
安
ん
ず
る
基
い

な
り｣

と
断
言
す
る
。
武
者
の
自
覚
を
促
す
文
言
が
繰
返
さ
れ
、
か
れ
こ
れ
の
歴
史
を

紐
解
い
て
、
善
な
る
武
者
の
有
り
様
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
が
目
論
ま
れ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。

語
句
集
団
は
Ａ
か
ら
Ｇ
ま
で
の
七
グ
ル
ー
プ
に
大
別
さ
れ
る
。
初
学
者
に
相
応
し
い

基
本
用
語
の
学
習
は
、
武
者
の
子
弟
と
し
て
不
可
欠
な
生
活
語
彙
を
中
心
に
し
て
い
る
。

一
方
、
や
や
煩
瑣
に
過
ぎ
る
か
と
思
わ
れ
る
先
人
の
事
跡
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
て
、

学
習
レ
ベ
ル
を
高
め
る
働
き
を
し
て
い
る
。
こ
こ
に
収
め
ら
れ
た
多
く
の
固
有
名
詞
は
、

学
習
者
の
世
界
観
を
広
げ
、
歴
史
観
を
育
て
る
に
有
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

人
物
は
、
中
国
で
は

『

史
記』
、
日
本
で
は

『

平
家
物
語』

や

『

義
経
記』

、『

太
平

記』

と
い
っ
た
戦
記
文
学
、
ま
た
、『
今
昔
物
語
集』

な
ど
の
説
話
に
も
登
場
す
る
も

の
が
多
い
。
私
た
ち
が
考
え
る
以
上
に
耳
学
問
に
よ
る
学
習
が
進
ん
で
い
て
、
初
学
者

の
と
っ
て
も
馴
染
み
の
あ
る
名
前
が
多
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

注

(

注
１)

拙
稿

｢『

異
制
庭
訓
往
来』

の
時
代
性
―
二
月

(

食
品
群)
と
五
月

(

財
宝
群)

の
場

合
―｣

(

島
根
女
子
短
期
大
学
紀
要
45
号
、二
〇
〇
七
年
三
月)

(

注
２)

『

日
本
教
科
書
大
系

古
往
来』

所
収

(

注
３)

渡
辺
浩
史｢

叙
述
と
し
て
の
悪
党
―
近
年
の
中
世
史
研
究
に
お
け
る
悪
党
の
位
置
づ
け
―｣

(『

悪
党
と
内
乱』

悪
党
研
究
会
、
山
田
書
店
、
二
〇
〇
五
年
六
月)

(

注
４)

注
１
論
を
参
照

(

注
５)
『

史
記』

以
下
、
中
国
の
書
物
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
、
新
釈
漢
文
大
系
本
に
よ
る

(

注
６)

日
本
古
典
作
品
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
、
岩
波
古
典
文
学
大
系
本

(

旧)

に
よ
る

(

注
７)

中
田
祝
夫
・
小
林
祥
次
郎

『

書
言
字
考
節
用
集

研
究
並
び
に
索
引

影
印
篇』

(

風

間
書
房)

(

平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日
受
理)
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